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第 11回 「国際参加プロジェクト」報告書刊行に寄せて

学長 飯降 政彦

天理大学には 「『陽気 ぐらし』の世界建設に寄与する人材育成」とい う建学の精神があります。教育

機関である大学は、どういう人材育成をめざすのか、という点を明確にすることが)F常に大事です。本

学では建学の理念を柱に、「国際性Jと 「宗教性」を軸にした教育を一貫して行ってきました。

その国際性と宗教性に基づいた “実行性"を国際的なスケールで推進する教育課程である「国際参加

プロジェクトJは、2001年に大震災に見舞われたイン ド西部地区への災害救援活動として始められ、以

後、今回 2010年度までに、インドのほか、フィリピン、中華人民共和国、イン ドネシアなどに活動の

舞台を移 し実施 されてきました。

今回のプロジェク トは、2004年 12月 より2005年 3月 にかけて、インドネシア共和国・スマ トラ島周

辺で発生した大地震と津波により壱大な災害を被った北スマ トラ州・ニアス島のモアウォ小学校を支援

する第 4回 目の教育支援活動であり、第 H回 「国際参加プロジェク トJでありました。

ニアス島での活動は、2006年のモアウォ小学校への校舎建設及び寄贈に始まり、2007年、2008年 と

防災教育、音楽・スポーツ教育などの支援活動を継続 してきました。そして、今回のプロジェク トをも

つて同島での活動を一応の締め括 りとしました。今回の主だった活動内容は、インドネシア語による紙

芝居を用いた防災教育、日本語と英語の外国語教育、そして絵本を読み聞かせる情操教育でした。

教育支援活動といえども、言葉や習慣の違 う異文化圏での活言力を通 して、参加 した本学学生にとつて

も、「国際参加」を実体験しながら多くを学ぶ機会となり、正に国際性と宗教性を涸養する絶好の場と

なつているのであります。

今後も、このような時宜を得たプロジェク トの実施場所を広く世界各地に求め、鋭 く世の中の動き、

世界の情勢に目を向けながら、また天理教の教えに基づく確固たる信念をもつて、本プロジェク トが展

開されることを期待 します。そして、今よりもさらに多くの学生が参加することで、本学の国際性と宗

教性の涵養が一層進められることを願つて止みません。

過去 11回のプロジェクトを企画し、また参加学生を引率し、現地の方々との橋渡しに努められた教

職員と、多大なるご支援ご協力を賜つた関係機関各位のご厚情に対 しまして、心より敬意を表し、この

プロジェク トを高く評価 したいと思います。
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第 11回 「国際参カロプロジェクト」報告書刊行に寄せて

天理大学後援会長 佐坂 量司

イン ドネシアでの「国際参加プロジェク ト」は、2004年末のスマ トラ沖大津波の後、大地震による被

害を被つたニアス島を舞台として、今年度で 4回 目を数える。「国際参加プロジェク トJは、建学の精

神に基づく「他者への献身Jと いうメンセ~ジを、学生たちの献身的な行いによつて発信 してきた。ニ

アス島の子どもたちの心に、学生たちの献身の心がわずかでも伝わったのであれば何よりだと思 う。

今回のプロジェク トでは、ィン ドネシア語による紙芝居と絵本の読み聞かせを行いその内容は、地震

と津波、そして日本語 。英語を学ぶ外国語学習の二種類があったそ うである。いずれにしても、紙芝居

とい う手段は、大きな絵を見せながら紙芝居独特の問合いや声の調子を工夫することで、子どもたちに

思いを伝えるには効果的な手段ではないかと想像する。しかし、台本をイン ドネシア語に翻訳 して、発

音や読み方を練習する作業は容易ではなかっただろう。同様に絵本の読み聞かせを行 うためには、絵本

を全てイン ドネシア語に翻訳 し、現地の子どもたちが聞き取れるインドネシア語オど練習 しなければなら

ない。こうした言語的専門性を活かした活動は、本学が有する長年のイン ドネシア語教学に関する経験

の蓄積があればこそ初めて可能になるだろう。本学の特徴を活かした様々な取 り組みが、学生たちによ

って海外で実践されるのは大変 うれしいことだと思 う。

参加 した学生の視′点に立てば、「国際参加プロジェクト」への参加は広い世界へと視野を拡げる貴重

な体験ではないだろうか。今回の参力日者は、国際学部のみならず、人間学部、文学部、体育学部と様々

な学部に所属 している。普段からインドネシアに関心をもつてきた学生ばかりでなないだろうし、海外

経験がない学生がいたかもしれない。また、インドネシアのニアス島は、学生にとって観光旅行などで

個人的に訪れる機会がめったにあるものではない。もともと被災地を活動現場にしているのだから、復

興途上にある現地の生活環境は、日本などの経済先進国の水準とはかなりの格差が感 じられたことだろ

う。そのような生活環境の中で何を感 じ、どう行動 してきたのか、この幸R告書に綴られている文章には、

参加 した学生の新鮮な驚きや新 しい気づきが溢れている。大学生という自由な時間を有意義に過ごし、

将来は世界で他者に貢献できる人材に育ってくれることを切に祈念 している。
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4年間のインドネシアでのプロジェク トを終えて

地域文化研究センター長 住原 則也

思い返せば、2004年 12月 の大津波、2005年 3月 の大地震という稀有の天災がインド洋沿岸の国々を

襲い、それを受けてインドネシアのニアス島に天理大学が小学校校舎をプレゼントすることになりまし

た。2006年 8月 、南洋の、青くどこまでもつき抜けてゆくような天空から太陽が眩く熱く照らす中、ニ

アス島州知事と本学の大橋副学長が臨席、校舎の完成式と引渡し式が賑やかに執 り行われたこと、まだ

記憶に新 しいことです。あれから丸 4年が経過 し、その間計 4回の「国際参加プロジェク ト」カミニアス

島の小学校で実施され、本報告書に記されている 2010年 8月 をもつて、全活動を無事終了しました。

思えば、計 4回 の現地活動のすべてに参力日したのは、全引率スタッフの中でも私一人であつたこと、そ

れだけご縁があったものと思わざるを得ません。また同時に、締めくくりの現場には、2006年の最初の

年で出かけた引率スタッフ全員ばかりでなく、被災地ニアス島に思いを寄せてくださつたすべての人々

とともに居合わせたかったという思いも否めません。僣越ながら多くの方々の真心の代表役をつとめさ

せていただいたものと、恐縮いたします。

計 4回のプロジェク トの参加者は学生 70名 、引率スタッフ (教員 と学内外からのスタンフ)26鶉 、

のべ 96塔 がニアス島に足跡を残 してきたことになります。それぞれがそれぞれの思いと記憶、目に見

えない心の財産を持ち帰 りました。

4年 という歳月は、ニアス島という島の景色にも目立った変化をもたらしました。2006年に訪問した

ころは、地震により道路も寸断され、雨が降ると凸凹のぬかるみの道を車が上下に揺れながら走ること

が当たり前でした。また、グヌンシ トリの町中の多くの家屋、特に鉄骨の少ないコンクリー ト造 りの 3

～4階建ての建物などが大きく破損、倒壊 している無惨な姿が自然に眼に入つてきました。国連その他

欧米のNGOな どの急ごしらえの救済本部やその職員も目にすること多くありました。そのような被災

の爪あとは年々少なくなり、道路は舗装され家屋や建築物も、新品のものが軒を連ねるほどになりまし

た。今回つまり2010年の訪問で特に驚いたのは、近代的なかなり大きな規模の病院が新築されオープ

ンしていたことでした。つい最近、シンガポールの赤十宇からの寄付により完成 したものです。また島

民の多くが、携帯電話を当たりまえのように使用するようになってきたことも印象的です。「′いの復興」

ができているかどうかは別にして、島の風景や島民の姿から、丁度良いタイミングに、「国際参加プロ

ジェクトJを この島で行い、また締めくくれたものと実感する次第です。

振 り返ればこのプロジェクトの開始 と実行には、本学の山本春樹教授のご尽力無くしては考えられな

かつたものと、ここにおネL申 し上げます。また尽力いただいた方々や機関のすべてをここに列挙するこ

とはできませんが、本学橋本武人前学長、飯降政彦現学長をはじめとした本学教職員のご理解ご支援、

歴代の後援会長の絶大なる変わらぬご支援の姿勢に特別の謝意をお伝えしたいものと感 じています。ま

たインドネシア現地では、メダン市を中心として天理にゆかりのある多くの方々の無償のご支援、さら

に、在メダン日本国総領事館の歴代の総領事をはじめとした館員の皆さまには、毎回温かくお迎えいた

だき、ご助言ご助力賜 りましたこと、忘れえぬご厚意として感謝申し上げます。

2001年よリインドで開始された「国際参加プロジェク ト」は、さらに次のチャプター (章)に向かい

すでに始動しています。この報告書をもつて、次の活動地へのバ トンの受け渡 しがスムーズに行われた

ものと思っていただければこれ以上の歓びはありません。
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第 11回 「国際参カロプロジェク ト (ィンドネシア・ニアス島)」 報告書刊行に寄せて

国際学部長  吉)|1 敏博

異常な気象により天候被害が世界で起きていますが。今年のイン ドネシアではどうだったのでしょう

か。 日本であれば暑い最中でありますが、地域文化研究センターが企画 。実施された第 11回 「国際参

加プロジェク ト」が無事終了したとの報告を受け、この企画に携わってこられた関係者の方々に心より

感謝の意を表 したいと思います。

参加 した学生諸君にとって 8月 2日 から 13日 までインドネシアのニアス島での活動は誰もが経験で

きるようなものではなく、また、誰かに強制されたものでもなく自分の意思で参加 したからこそ得られ

た貴重な体験であったと思います。このプロジェク トはご存 じの通 り、スマ トラ沖大津波の後に襲つた

地震により被害を受けた北スマ トラ州・】アス島のモアウオ小学校教育支援の一環であり、前回に引き

続 く第 4回 目の活動でした。こうした現地での活動を成功裡に終わらすためには、出発前の事前研修が

非常に大切であり、これは 3ヶ 月に亘る準備を毎週火日程日授業が終わる4時半から7時半まで学生たち

が周到に行った結果であると思います。その中には、青年海外協力隊からの説明、健康管理についての

講義、イン ドネシア語講座、プレゼンテーションの資料準備、そして紙芝居や絵本の読み聞かせの練習

などきめ細かな準備があってこその成功だったのです。物事の成功には、こうした裏付けがあることを

学ぶきっかけになったことも貴重であつたと考えます。

今回の参加者 リス トを見ますと、参力日者 19名 のうち、国際学部や国際文化学部から 13名 もの学生が

このプロジェク トに参加 しています。専攻する言語もアジア言語に偏ることなく欧米言語を学んでいる

学生も数多くいます。これは天理大学の建学の精神である「他者への献身」が学生の心の中に芽生えて

いることの証であるかも知れません。この遠大な精ネ申は、日で言 うは容易く実行 しがたいものの一つで

す。日頃から困つている人に対する真の助け心と愛情がなければ行動に移すことはなかなかできるもの

ではありません。プロジェク ト活動から得られたものは一人一人異なるかも知れませんが、参加者には

体験から得られた貴重な財産を今後の人生に活かしていただきたいと願っています。

このプロジェクトは今回の第 11回 目でもつて終了となりますが、来年度から支援活動の場をインド

ネシアからカンボジアに移 し、そこでの「国際参加プロジェク ト」が新たにスター トします。場所は変

わつても活動の主旨が変わることはなく、天理大学の特徴である「他者の献身J活動が継続されていく

ことになります。これからもできるだけ多くの学生がこうしたプロジェク トに参力日できる機会が得られ

るように期待と協力をしていきたいと考えています。
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5年前に思いをはせ、汗を流せましたか ?

体育学部長 近藤 雄二

「国際参加」プロジェクトに当初から関わる機会を得た者が、寄稿することになるとは思わなかつた。

改めて 「国際参力日」プロジエクトにエールを送 りたいと思います。

インドネシアを活動地としたプロジェク トは、2001年、イン ド・グジャラー ト州で発生した大地震を

契機にして、3回 にわたるインドでの活動の後、フィリピィン (2004)、 中国 (2005)を経て、第 6回 目か

らの活動拠点として、今回まで実施されてきました。

2004年 のプロジェク ト以降、単年・単発ではなく、同一地域で 3～5年継続 して行われるプロジェク

トが望ましい、この議論がセンター内でもちあがりました。そ うい う時、ノrン ド大地震 と同様、2004年

12月 26日 、インドネシア・スマ トラ島沖で大規模地震と津波が発生し、甚大な被害が報道されました。

いまふり返ると、プロジェクトがインドネシア学科との協力・連携・共同協力のもと、全学的な事業 と

して、新たな展開の契機になつた時期だと思われます。

2005年 10月 には、教職員学生有志が多くの教員に呼びかけて 「ニアス島等復興支援委員会」を発足

させ、寄付を募 りまた学内外で街頭募金活動を展開しました。その一場面、2005年 12月 18日 が寒い日

であったことを覚えています。当時のプロジェクトの担い手、澤山利広准教授を中心に、学生達、国際

交流部のスタッフ、奈良 JICAの スタッフも駆けつけ、西大寺近鉄デパー ト前で募金活動を行いました。

私も街頭に立ち、終わった後の鍋のうまかつたこと、そして今後を熱 く語つたことを思い出します。

その時の寄付や募金を含め、2006年 8月 にイン ドネシアで初回の活動、第 6回 「国際参加プロジェク

ト」が実施された経過があります。小学校に天理大学寄贈の校舎づくりを行 う活動でした。ニアス島知

事も出席 し、本学・副学長も参加 して、竣工・寄贈式典が行われました。その活動が第 7回、第 9回プ

ロジェク トとして継続され、今回が 4回 目、とり組みから5年が経過 しました。

今回は、体育学部生が 2名 参加 しました。体育の学生が参加すると、よく動き、よく働き、現地の子

供たちたちとスポーツ、また全体のコミュニケーションの輪づくりに大きく貢献 してくれる、このよう

な感想を毎回のように聞きます。体育の学生に限らず参力日した学生達は、イン ドネシアという国を訪ね

ることができた、この満足感だけでなく、事前研修から報告書作成までの一連活動のなかで、「私もで

きる、私も変わることができる」、この自己変容の力を実感 し、その自信も培われたものと期待します。

これがプロジェク トの目標だと思います。本稿を執筆するため、事前にいただいた学生達の活動報告記

録に目を通しました。大地震発生による被害がこのプロジェク トの出発点、その後、5年後の今回が私

たちの活動なのだ、という理解と自覚にもとづいた活動の位置づけを読みとれなかったのが残念ですが、

完成した本書にその思いが綴られていることを探 したいと思います。

プロジェクトを提唱し、推進 してきた前センター長、井上昭夫教授は、このプロジェクトを「体験知 J

をもとにした実践的な「活学」と表現されています。プロジェク トの目的であり、新 しい教育方法論の

試みでもあります。知ることよりも感 じること、感 じれば知 りたい欲求がもたげ、自分の手と足で歩き

まわって知るために情報を集める。そして、それは活きた知識 として、自分のまわりで起こつている諸

現象を社会の問題 として認識する力に変容 します。この変容が社会を変える力になり得ます。こうした

変容を促す活動として、プロジェク トが今後も発展 していくことを支援 したい。こう思っています。
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第 11回 「国際赤カロプロジェクト (ィ ンドネシア)」 報告書刊行に寄せて

文学部長 吉井 敏幸

今年度 (平成 22年)の本学 「国際参カロプロジェク トJに、文学部から2人の学生が参加 し、これに

より文学部長としてこの報告書に挨拶文を書かせていただくことになりました。今年度のニアス島での

「国際参加プロジェク ト」ヵミ無事終了したこと、また 2006年から続けられてきた天理大学のニアス島

小学校建設 とそれにともなう交流活動もこれによりめでたく終了した事をお喜び申し上げます。

近年、世界を揺るがす自然災害が多数発生しています。思い出すだけでも、2005年のアメリカ南部

の巨大ハ リケーンカ トリーヌによる被害、2007年中国四川省の四川大地震で 8万人以上の死者、2010

年ハイチ大地震で 30万人以上の死者など、など大規模な災害が連続しておこり、その度に多くの死者

や行方不明者が出ています。そのなかでも 2004年 12月 のスマ トラ沖地震の被害は、地震の後に起こっ

た大津波で死者だけでも 20万人以上という空前の大災害でした。このような自然災害は、昔から繰 り

返 し起こってきましたが、近年の特徴は通信が発達 し、情報が一瞬のうちに世界中を駆け巡 り、それに

よつて国家間では、相互援助するのが世界の常識になりつつあります。しかし個人レベルでは外の世界

のことであり、実際は義捐金を送る程度で、直接にはなかなか援助できないものです。天理大学がスマ

トラ沖大地震救援の企画に参加 していることは、世界の流れに参画していることであり、まさに国際化

の名にふさわしい活動といえます。

天理大学は、早くから国際化の進んだ大学です。国際学部はもとより、人間学部や体育学部でも、国

際交流が当たり前になっています。しかしそのなかで文学部は、学問の性格もあつて一人取 り残されて

いる感があり、国際交流といえば、あまり関係の無い分野、と言 う印象がありました。しかしいつまで

もそ ういうわけには行きません。その意味で、今回の「国際参加プロジェク ト」で文学部の学生が 2人

も参加 していることに、大いに励まされ、新 しい虐、吹を感じることができました。本当は、日本の文化

をより深く理解するためには、外国の事情をよく知っていなければなりません。その意味でこれからも

このような国際プロジェク トに文学部の学生が積極的に参加することを期待 します。

学生個人にとつても、このような活動は、恐らく一生忘れることが出来ない貴重な体験になるでしょ

う。インドネシアの人でもあまり行ったことのないニアス島で、地元の民家でホームステイ し、子供達

と紙芝居や絵本で接するような機会はなかなかないものです。この経験と味わった精ネ申を忘れずに、長

い人生を歩んでほしいと思います。その意味でこのプロジェク トを企画 し、学生に貴重な体験を与えて

くださつた天理大学地域文化センターの先生方に心からお礼を申し上げます。
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第 1部 プロジエクト・スタツフからの報告

第 ■ 回 「国際参カロプロジェクト」雑感

鬼域文化研究センーター准荻授 井上 昭洋

紙芝居と絵本に|よ る教育支援活動を振り返つて

地域文化研究センター講師  関本 克良

インドネシアプロジェタトを終えて

国1際学部教授 山本 春樹

「国際参加プロジェクトうイ|ン ドネシアJを振り返つて

防災教育を中心に

立教大学アジア地域研究所 .研究員

地域文化研究センター共同研究員

高藤 洋子

2010年・ニアス健康管理から

天1理高等学校看護師

地1域文化研姓センター共同研究景
i          林野 和子
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第 11回 「国際赤カロプロジェクト」雑感

地域文化研究センター准教授 井上 昭洋

事前研修の流れ

2006年 にスター トしたインドネシア、ニアス島での

支援活動は 4回 目を数え、今年で一区切 りつけること

になる。今回の支援活動の柱は 2つ。紙芝居を使った

地震・防災教育と外国語教育、および絵本の読み聞か

せによる情操教育である。事前研修では、学生達は脚

本作 りから熱心に紙芝居の製作に取 り組み、紙芝居の

完成後は、紙芝居班と絵本カリエに分かれて、それぞれの

インドネシア語テキス トの音読練習に勤しんだ。絵本

の選定からインドネシア語への翻訳、音読指導に至る

まで、山本春樹先生に担当していただいた。

紙芝居製作に向けて班分けを行ったのが 5月 18日 。紙芝居の脚本作りや絵コンテに取 りかかつたの

が 6月 8日 。6月 22日 から3週連続 して音読の練習を行ったものの、プロジェク ト未体験でインドネ

シア語が全く分からない私でさえも、練習期間が短すぎると感 じずにはおれなかった。この程度の準備

で子供達を引きつける紙芝居や絵本の読み聞かせができるのだろうか ?一所懸命に声を張り上げて読

み上げる学生達の前で、眉間にしわを寄せて聞きづらそうにしている子供達の姿が私の脳裏をよぎった。

結局、音読のレベルをどこまで上げられるかは、事前研修終了後、プロジェク ト本番までの lヶ 月間の

個々人の努力に委ねられることになった。事前研修のプラニングについては、担当スタッフの間でしっ

かり再検討 しなければならないと思う。

プサントレン (イ スラム寄宿塾)での交流会

今回のプロジェク トの主な目的は、8月 4日 から 10日 にかけてモアウォ小学校で行 う教育活動であ

つたが、ニアス島に移動する前にメダン市のプサン トレン (イ スラム寄宿塾)で交流会を催すことにな

つていた。6月 下旬の事前の話 し合いで寄宿塾側が 2,000人 の生徒の参力日を予定していることが分かり、

プロジェクタを使用 して大勢の生徒に紙芝居を見せることが決まつていた。それが果たして「紙芝居」

と呼べるものなのかどうかは分からないが、大ホールを埋め尽くす 2,000人の生徒の前で紙芝居をすれ

ば、モアウォ小学校での活動に向けて肝も据わろうというものだ。

バスがプサントレンの校門に着くと、生徒達がイン ドネシアと日本の国旗を振って出迎えてくれた。

鼓笛隊の演奏も始まり、バノ、を降りた私達は、鼓笛隊に先導され、旗を振って熱烈に歓迎する生徒達の

間をホールヘと向かつた。ホールの中に入ると更なる大歓声に迎えられ、学生達は最前列の席に腰を下

ろした。開会セレモニーの後、紙芝居J)■は引き続きホールに止まり紙芝居の上演を、絵本J)王はホールの

隣の建物に移言力して絵本の読み聞かせを行った。私は記録撮影のために絵本班に同行 した。

絵本班は、小学生を相手に同じ絵本の読み聞かせを教室内の 3カ所で同時進行させた。だが、読み手

は遠くの生徒にも聞こえるように大声を出さざるを得ず、その声が 3カ所から輪唱のように聞こえてく

るという、読み聞かせとしては問題のある状況となってしまった (こ の経験から、モアウォ小学校での

絵本班の使用教室を 2部屋に増やすことに変更)。 しかし、サウナのように蒸 し暑く薄暗い教室の中で、

学生達は滝のように流れる汗を拭お うともせず一心に絵本の読み聞かせを行った。
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天理大学イ貝lの紙芝居と絵本の読み聞かせが終わると、プサン トレンの生徒によつてイン ドネシアの各

民族の舞踊が上演され、最後に壇上で出演者が共に揃つて記念写真に収まつた。壇から降りた学生達は

無数の生徒達から握手攻めに道 うなど、想定外の盛大な歓待を受けたが、この交流会で学生達はモアウ

ォ小学校での活動に向けて、一気にスイッチが入つたと思われる。

ニアス島での教育活動と異文化体瞼

ニアス島滞在中、モアウォ小学校での教育活動は 4日 間であつた。午前中の授業時間を使って、天理

大学の寄付金で立てられた校舎の教室で、紙芝居班と絵本班がそれぞれ活動を展開した。学生達は、活

動の合間などを利用してミーティングを開き、自分達の活動をより良いものにしようと積極的に取り組

んでいたと思 う。事実、1日 目よりも 2日 目、2日 目よりも 3日 目と、目に見えて紙芝居も絵本の読み

聞かせも良くなつていくのが分かった。例えば、導入での生徒達への語 りかけ、場面場面での問いかけ、

読み手と聞き手の距離の取 り方など、紙芝居や絵本の読み聞かせが一方通行にならないような工夫が回

を重ねる毎に加えられていき、完成度が増していったのである。また、同時通訳として同行 した北スマ

トラ大学日本語学科の学生達のサポー トが、学生と生徒の円滑なコミュニケーションをはかる上で、必

要不可欠であつた点も忘れてはならない。

期間中、学生達は小学校関係者の家庭にホームステイをした。午前は小学校での活動に当てられ、午

後はホス トファミリーや近所の人たちと過ごすことでニアス島の文化を体験することに当てられた。小

学校の活動では、紙芝居班と絵本班に分かれているものの、学生達はほぼ同じ体験を共有することがで

きる。だが、ホームステイ先では、学生一人一人が異なる条件でニアス島の人々と交わるので、全く違

った体験をすることになる。ホス トファミリーがイスラム教徒かキジノ、卜教徒かで、出される食事や 日

曜日の過ごし方が異なってくるだろうし (ニ アス島はイン ドネシアでは珍しくキリス ト教徒が多数派で

ある)、 街中の家庭 と村の家庭では生活環境が変わってくるだろう。ゲス トもホス トも生身の人間なの

で、短い間の付き合いとはいえ、性格的な相性の問題もあつたかもしれない。

異文化理解の面から見れば、小学校での教育活動よりもホームステイでの経験の方が、学生達には得

るものが多かったと思 う。だが、問題は、彼 らが 「得たものJに気づくことができるかどうかである。

物の値段を聞いて 「安っ !」 という言葉が口をついて出る時、それは単なる感想ではなく「自分はここ

では大金持ちであるJと い う自己表明でもあることに気づくことが重要だ。そうすれば、現地の人から

物をせびられた時、残念に受け取つてしまうそのような経験も「安っ !」 と思つた自分が支払 うべき代

価であると考えることができるのではないだろうか。

現在、学生達は事後研修で報告書や DVDの作成に取 り組んでいる。彼 らは、報告書の担当記事を執

筆するだけでなく、それぞれがプロジェク ト期間中に見つけたテーマについてのレポー トオど作成するこ

とになつている。そのような作業の中で自分達の「得たもの」について今一度振 り返ることができれば、

彼 らのニアス島での異文化体験はより豊かなものになるに違いない。
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紙芝居 と絵本 による教育支援活動を振 り返って

地域文化研究セ ンター講師 関木 克 良

「国際参加 プ ロジェク ト」を初 めて担 当 した ことによ り、今 回のプ ロジェク トは試行

錯誤 の連続 で あった ことを弁解 させ て頂 きたい。事前研修 は予定 した計画以上 に多 くの

時間を要 し、イ ン ドネ シアに出発す る直前 もなお、充分 に準備 で きていないのではない

か と不安 を残 していた。参加 した学生の積極性 と柔軟 な対応力 によ り助 け られ ることが

多か ったので、参加学生 に恵まれた と感謝 してい る。こ うして報告書 を刊行す る段階 を

迎 え、1年 間を振 り返 って感慨無量 の面持 ちであるが、担 当者 として記すべきこ とを述

べ た い。

今 回 のプ ロジェ ク トは、ィ ン ドネ シア・ ニア

ス 島 に あ るモ ア ウォ小 学 校 にお け る教 育 支 援

活動 の第 4回 日、かつ 同小 学校 での締 め括 りの

活動 で あ る。2006年 8月 に同小 学校 に「天理校

舎 」を寄贈 した こ とか ら今 回の活 動 に繋 が って

い る。モ ア ウォ小学校 の子 どもた ち と学校 近辺

の人 々 は、 日本 人 を見 か け る と挨 拶 を交 わす よ

う に 「 あ り が と う」 と 叫 ん で く れ る 。 そ れ 程 、  
モアウォ小学校の先生方 (「天理校舎」の前で)

モ ア ウォ小 学 校 の教 職 員 との協 働 作 業 に よ り

次第 に醸成 され て きた信頼 関係 と、現 地 の人 々

との 間 に積 み 重 ね て き た 心 の絆 は大 きい の で

あ る。「天 理 大 学 」 と刻 まれ た 「天 理校 舎 」 の

建設 に関わ って くだ さった全 て の人 々 に、先ず

は敬 意 を込 めて心 か ら感 謝 した い。更 に、モ ア
モアウォ小学校の児童 (「天理校舎」の前で)

ウォ小 学校 と子 ども達へ の並 々 な らぬ情熱 を もつて、現地 の人 々 との間 に確 固た る信頼

関係 を築 かれ た 山本 春樹先 生 に心 か ら敬 意 を表 し、2006年 よ り続 いたイ ン ドネ シアで

の 「国際参加 プ ロジェク トJに 対す る惜 しみ ない ご協力 にた だ感 謝す るばか りで あ る。

今 回 のプ ロジェ ク トで はィ ン ドネ シア語 で の紙芝居 に よる防災教育・外 国語教 育 (日

本語・英語 )そ して 、絵本 の読 み 問かせ 活 動 を行 った。それ ぞれ の教 育支援活動 につ い

て報 告す る。
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①  紙 芝居 に よる防災教 育 と外 国語 教 育  ～体験型 学習 の手 法 と して～

紙芝居 と絵 本 の読 み 聞かせ の活動 に決 めた の には主 に二つ の理 由が あつた。1つ はモ

ア ウォ小 学校 で の支援活 動 の原 点 に繁 が る防災教 育 が行 え る こ と。2つ 目は、活動 を終

えて も現 地 に形 と して残せ る こ とで あ る。 2007年 第 7回 プ ロジェ ク トでは濠1に よ る防

災教育 に取 り組 んだ。紙芝居 での防災教 育 な らば、活 動後 にそれ を寄贈 す る こ とで 、私

達 が去 った後 も紙 芝居 を通 して防災教 育 が な され るか も しれ ない。本 学 の教 育支援活 動

が現地 に定着 して活 用 され るた めには、分 か りや す い 内容 で行 いや す い手段 が必 要 で あ

る。この意 味で紙 芝居 は、現 地 に根 付 く教 育支 援活動 の手法 と して優 れ て い る と考 え る。

外 国語 教 育 はモ ア ウォ小 学校 の先 生方 か ら希望 が 出 され て い た。外 国語 教 育 を紙芝居

で行 うとい う発想 は、当初 は防災教 育 の副次 的案 で あった が、む しろ防 災教 育 よ りも紙

芝居 との相性 は よい。小 学生 に対 して地震 と津 波 の発 生す る仕 組 み を順 序 良 く説 明す る

こ とはそれ 自体難 しいが、外 国語 を物語 の 中に取 り入 れ て学 習 させ る こ とは比較 的容 易

で あった。外 国語教 育 の紙 芝居 を見 なが ら、日本語 。英語 を練 習す る場 面 は大 い に盛 り

上 が った ので あ る。一方 、防災教 育 の紙 芝居 は、当初 は難解 な 自然 現象 の仕 組 み をイ ン

ドネ シア語 で伝 え る こ とに苦 労 して いた が 、表 現 を工夫 し、動 き を取 り入れ た り、子 ど

も達 に声 をか けた りす る こ とで 、問題 を乗 り越 えてい った。

紙芝居 を子 ども達へ の体験型 学習 の手法 とす る こ とは面 白い取 り組 み で あつた。考 え

うる利 点 を 3つ 挙 げ る。 1つ 目は、紙 芝居 が 日本 の文化 的教 育活 動 で あ り、海 外 に紹介

す る価値 が あ る こ と。2つ 目は、手 法 が容 易 で あ り作成 費用 も廉価 で あ るた め行 いや す

い こ と。 3つ 目は体験型 学習 の手段 と しえ優 れ た面 を有 してい る こ とで あ る。

3つ 目の体験型 学習 の手段 と して の紙 芝居 の可能性 につ い て更 に述 べ る。教育 の現場

において、知識 の一 方 的伝達 に限 らず 、体 験 的 に学習す る こ とで理解 が深 ま り、よ リー

層記 憶 に留 ま りやす い こ とが指摘 され て い る。紙 芝居 は、映像 や パ ワー ポイ ン トを用 い

る こ とと同様 、視 覚 か らの情報 を有効 に使 え る利 点 が あ る。更 に、映像 教材 を用 い る場

合 よ りも、紙 芝居 は話者 と聞 き手 の コ ミュニ ケー シ ョンが 自由 自在 で あ る。台詞 の読 み

方や 問合 いの取 り方 、聞 き手 に質 問 して一 緒 に考 え るな ど様 々 な工夫 が で き る。例 えば、

防災教 育 の紙芝居 で は、赤 。青 ・緑色 の服 を着 た子 どもが避 難 す る様 子 を示 して、3択

の クイ ズ と して取 り入れ た。 又 、紙 芝居 に特有 の話者 と聞 き手 との一 体感 を利 用 して、

避難 訓練 のシ ミュ レー シ ョンや 外 国語 で の 自己紹介 の練 習等 の学習 を取 り入 れ た。この

よ うに、紙芝居 の 内容 を工夫す る こ とで様 々 な体験型 学 習 を行 うこ とがで き る。

‐
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②  絵本 の読 み 聞かせ と情操 教 育 の重 要性

絵本 の読 み 聞かせ は情操教 育 で あ る。事前研 修 では、イ ン ドネ シア語 に翻訳 した絵 本

を読み込 み 、翻訳 した台本 を絵本 に貼 り付 け、本 の補 強材 でカバ ー をつ け る作業 に追 わ

れ た。弁解 にな るが、担 当孝女員 で あ りなが ら情操教 育 につ い て研 究す る時 間的余裕 がな

か つた。子 ども達 が理 解 し易 い と思 われ る絵本 の読 み方 を工夫 す る以外 に、よ り良い情

操 教 育 を行 うた めの指 導 はで きなか った。よって、学生達 は情操教 育 の内容 と実践 上 の

注意 事項 につ いて事 前研 修 で学 んだ訳 で はない。しか し、活動 を終 えて絵本 の読 み 聞か

せ を通 した情操教 育 の重 要性 に対す る認 識 を新 た して い る。山本春樹先 生 の話 に よる と、

ニ ア ス 島には これ まで絵本 の読 み 聞かせ とい う文化 が存在 しなか ったが、今後 はモ ア ウ

ォ小 学校 で実 践す る よ うにな るので は ないか、との こ とで あ る。も しそれ が実現 され る

な ら、大 い に教 育 的意 義 の あ る変化 で は ないか。私 達 に とって 当た り前 で あ る絵 本 の読

み 聞 かせ で あ るが 、そ の文化 が ない人 々の 目に どれ だ け魅 力 的 な活動 に映 るか知 れ ない。

さて、情操 教 育 とは どの よ うな教 育 で あ るか。「情操 」 とは、喜怒哀 楽 の単純 な感情

で は な く、 あ る国語辞 典 に よる と 「文化 的社会 的 に価値 あ る もの と見 な され る高次 の J

感 情 で あ る。 それ は道徳 的 、芸術 的 、宗教 的 な もの、そ の他 の価値 で も構 わ ない。「価

値 あ る感 情 」 を内面 に豊 か に育む た めの教育 が情操 教 育 とい え るので はない だ ろ うか。

絵本 の読 み 間かせ は情操 教 育 の手段 と して以下 の 3点 にお いて優 れ てい る と思 われ る。

1つ 目は、絵 本 は子 どもの情操 を育む こ とを 目的 に構成 され てい る場合 が多 い こ とで

あ る。 日本 の民話 に して も、外 国語 か ら 日本語 に翻訳 され た絵本 に して も、読 み手 の豊

か な情操 を育む こ とを意 図 したで あ ろ う内容 を読 み取 る こ とがで き る。2つ 目は、読 み

聞かせ とい う活動 をす る者 に とつて 、 自 らの情操 を豊 か に育 む訓練 にな るこ とで あ る。

担 当す る絵本 が伝 え よ うと してい る情操教 育上 の内容 を把握 し、子 ども達 にそれ を理解

させ 、心 に感 じ取 らせ るた めに、様 々な工夫 をす る必要 に迫 られ る。情操 教育 とはそれ

を行 う者 の情操 の豊 か さが教 育上 の結 果 に大 きな影 響 を与 え る。3つ 目には、絵本 の読

み 聞かせ を受 け る側 に とつて 、絵 本 の 内容 か ら受 け る影 響 に加 えて、話者 の声や感 情 、

動 作や 目線 、表 情 を通 して 、絵 本 の 内容 を派生 させ た よ り豊 か な情操 を受 け取 るこ とが

で き こ とで あ る。

絵 本 の読 み 聞かせ の能力 は、読 み手 の情操 の豊 か さに よって大 き く違 う。感 情表 現 が

得 意 な人 と、苦 手 な人 で は読 み 聞かせ の効果 に差 が 出 る。豊 か な情操 を内面 に育む上 で、

絵 本 を読 むイ貝llに まず その情操 が必 要 なので あ る。豊 か な感 情表現 を もつて読 み 聞かせ る

と、聞 き手 は絵本 に引 き込 まれ て夢 中にな る。モ ア ウォ小学校 の子 ども達 も絵本 に引 き

込 まれ て真剣 に聞 い てい た様 子 が 印象 に残 ってい る。テ レビや 映画 に見慣れ た子 ども達
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を、絵 本 の動 か ない絵 にな きつ け るには、相 当の技術 を要す る。 しか し、テ レ ビや 映画

とは異 な り、生身 の人 間の感 情 と声 。表 情 を通 した メ ッセ ー ジの伝 達 で あ る絵 本 の読 み

聞かせ は、絵本 の 内容 と同時 に話者 が発 す る情操 も伝 え る こ とがで き る。素晴 らしい絵

本 の読 み 聞かせ は、子 どもに とつて長 らく忘 れ られ ない印象 深 い体瞼 にな るだ ろ う。そ

れ程 、私 は情操 教 育 の手段 で あ る絵本 の読 み 聞かせ 活 動 を高 く評価 してい る。

③  今 後 の 「国際参加 プ ロジ ェク ト」へ の継 承  ～第 12回 プ ロジ ェク トを視 野 に～

今 回初 めて採 用 した紙 芝居 と絵本 の読 み 聞かせ で あ ったが 、教 育支援活動 の手法 と し

て予想 以上 に手応 えの あ る活 動 で あった。双 方 とも行 う側 、受 け る側 に少 なか らず の 内

面 的成長 を促 す効 果 が期 待 で き る。海外 に出て 、慣 れ ない外 国語 で紙 芝居 を行 い 、絵本

を読 み 聞かせ る こ とは決 して容 易 な こ とで は ない。しか し、そ うした苦 労や 失敗 に直面

し、葛 藤す る こ と自体 が精神 的 に成長 す る過 程 で は ないか。学生 の レポー トに も「他 人

だ けで な く、自分 も大 き く成長 で き るJ教 育支援 活動 で あ る と報 告 され て い る。参加 し

た学生 が少 しで も 自らの成 長 を感 じる こ とがで きた な ら、担 当者 と して この上 ない喜 び

で あ る。

「国際参加 プ ロジ ェ ク ト」は本 学建 学 の精神 に基 づ く「他者 へ の献身 」を国際的 に実

践す るプ ロジェ ク トで あ る。参加 す る学 生 た ちは、世 界 の 「他者 」のた めに献身す る こ

とで、 自らの 「国際性 Jと 「宗 教性 」を涵養 してい く。次 回 は活 動 の場 を変 えて新 天 地

で の第 12回 プ ロジェ ク トを準備 中で あ る。 まだ具体 的 な内容 は検討 段 階 にあ るが 、紙

芝居や絵本 の読 み 聞かせ 活動 を これ か らも積極 的 に取 り入 れ てい きた い と考 えて い る。
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インドネシアプロジェクトを終えて

国際学部教授 山本 春樹

さよ うな ら、そ して、あ りが とう

暮れなずむモアウォ小学校の校庭に 1人たたずみ、天

理大学寄贈の校舎にさようならを言い、ありがとうと感

謝した。過去 5年間の天理大学と同小学校およびその周

辺地域社会との交流の舞台を勤めてくれた校舎である。

この校舎の建設の経緯については『コスモス』や『ア

ゴラ』の過去号に書いたので、ここでは簡単に触れてお

きたい。2004年 12月 のインド洋大津波と翌年 3月 の大

地震で大きな被害を受け、しかし、海外からはもちろんインドネシア国内からもさほど注目されなかっ

たニアス島への復興支援を大学として行 うことを決意 したのは 2005年の秋。以来、学内外の多くの方々

のご好意で資金を作 り、イン ドネシア側の数人の方々の献身的なご協力を得て校舎建設を実現し、2006

年 8月 に大橋副学長やニアス県知事の臨席を得て竣工 。寄贈式典を行つた。ニァス島全域での災害復興

活動がようやく車九道に乗 り始めたという時期のことであつた。

この式典には学生も同行 してもらった。これが、ニアスでの「国際参カロプロジェクト」の最初である。

生徒との交流、式典での挨拶のスピーチや記念品贈呈のほかア トラクションに参加するなどの活動をし

た外、学生は全員、同校に通 う子どもがいる家庭にホームステイさせてもらった。ニアスという僻地離

島のさらに片田舎の家々であり、彼 らの予想を超えた苦労があったろうにもかかわらず、また、言葉の

壁があったにもかかわらず、彼 らはその家庭、さらには周辺の地域社会の人々と交流を深め、双方の側

に貴重な体験をもたらした。

このことに自信を得て、翌年以降も「国際参加プロジェク ト」を同地で実施することにした。プロジ

ェク トを実施するにあたつて立てた方針は、単なる親善交流ではなく、子どもたちへの実質的な教育活

動を行 うということであった。2007年は防災教育に焦′点を絞った。学生たちが劇を通 して、地震津波の

メカニズムと、その発生時に取るべき行動について教育した。この時に学生たちが伝えたことは、子ど

もたちの間で、さらにはその親たちの間で確実に伝承され、感謝されている。被災後も公的には防災教

育というものがほとんど行われていない同地にあつては、学生たちのこの教育は貴重なものである。

2008年の実施にあたつては、先述の基本方針を堅持 しつつ、先方の先生方との協議の上で活動内容を

決める方針をとつた。先方からは理科、社会等の教科教育をという希望も出されたが、言葉の壁を考慮

するとこれは無理で、最終的に、音楽と体育を教えることになった。音楽はピアニカを数本持参 してそ

の演奏方法を先生方に教え、子どもたちには「幸せなら手をたたこう」と「大きな栗の木の下で」を教

‐14‐



えることにした。はじめは恥ずかしがつて声の出なかった子どもたちが、うれしそうに日本語で歌うよ

うになるのを見るのは、楽しい光景であつた。体育は ドッジボールを教えた。子どもたちには初めての
ア

スポーンである。投球と捕球の基礎からはじめ、ルールを教え、何 日か後には、学生と先方の先生が審

判をする中で、子どもたちはちやんとした ドッジボールのゲームができるようになっていた。思いつき

り身体を動かすことの楽しさと、ルールを守ってプレイすることの大七刀さを教えることができたのでは

ないかと思う。それが狙いでもあつた。音楽も体育も、教える学生たちの負担は並大抵ではなく、疲労

困懲のなかでかれらはがんばり通した。ピアニカ演奏とドッジボール競技については詳 しい教則本を作

成 して、寄贈 してきた、この年限りで終わらず後々まで継承されるためにである。

2009年は諸般の事情により中断したが、本年 2010年 に再開した。今年の活動は、高学年に対しては

今度は紙芝居を使って、2007年の防災教育を行 うことになった。2007年 の活動の糸L続を希望するさが

学校と地域社会から出ていたためであり、紙芝居にしたのは、これを残 しておけば、あとあとこれを使

った防災教育が継承されることを期待 してのことである。このほかにも紙芝居を使って高学年の子ども

達を外国語の学習へといざなう試みを行なつた。先方の先生方からの英語教育をという要望にこたえた

もので、ドラエモンの旅に託 したス トー ジに乗せて英語と日本語の初歩を教えるものであつた。低学年

に対しては絵本の読み間かせを行つた。日本で出されている絵本数冊をイン ドネシア語に翻訳 し、それ

を読み聞かせるのである。私には 2つ の不安があった。ひとつは学生がインドネシア語をできないこと。

力タカナ表記とインドネシア人留学生が吹き込んでくれた録音を頼 りに学生は練習を重ね、見事にこの

不安をふっ飛ばしてくれた。実に見事な読み聞かせであつた。もうひとつの不安は、読書の経段がほと

んどないニァスの子どもたちが、ちゃんと聞いてくれるかどうかという点。この不安も取 り越 し苦労で

あつた。子どもたちは食い入るように聞いてくれたのである。2年前、 ドッジボールのコー トに入 り込

んで邪魔をしてはてこずらせた、当時は入学前のかわいい腕自坊主が、今年は 1年生として、一番前に

座って楽しそうに聞いている姿を目にしたときは、その成長振 りが本当にうれ しかつた。読み聞かせた

のを含めて計 12冊の絵本を翻訳 し、訳文を賠 り付けたものを寄贈 した。本を読む楽しみが子どもたち

の間に広がることを願つている。これについてはうれ しいことがあつた。ジャカルタのとある出版社が、

モアウォ小学校のためにといつて 330冊もの本を寄贈 してくれたのである。「読書の楽しみを広めたい

という天理大学の活動に感謝 し、それに協力 したいJと いうことであつた。また、絵本購入にあたつて

は、なかば私事ながら私の小学校時代の恩師から頂いていた厚志を使わせて貰った。

今年の活動の最終 日のお別れ会で子どもたちはピアニカを演奏し「幸せなら手をたたこう」と「大き

な栗の木の下で」を歌つてくれた。彼 らは今もドッジボールを楽しんでいるようである。2008年の活動

が根をおろし花を開いているのだ。先述のように防災意識は着実に継承されようとしている。読書の喜

びも伝えられていくに違いない。外国語への関心も育つかもしれない。これ らはすべて小さなことかも

しれない。だが、たとえ小さくても、それは、子どもたちとその周辺の地域社会の人々の心の中に根付
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き、子|ど もたちの成長|の糧になるものだと信じてよいと思う。

「他者への貢献Jを掲げるプロジエクトの活動は与えるだけではない。学生たちは活動オど中心:と した

子どもたちと|の交流、ホ|―ムステイ1先家庭との交流を通して、かけがえのない体験を与―えられたに違い

ないjその体験は、彼らの今後の人生に大きな意味を持つも|のであるう|。 学生だけでなく鉄員‐スタッタ

も|そ うである.う 。このように、与え与えられ、それによつて皆の1心を成長させていく「国際参加プロジ

ェクトJの|ニ アースでの活動に舞治を提供し、それを見―守つてくれたのが天理鋒贈の校舎|なので―ある。天

1理校舎よ、ありがとう.。
モアウォ小学校の子どもたちと先生がた、地域の方 、々ありが!と う―ё学生の1皆

―

さん、お療れきまでした。較舎の建設と、その1後のプロ|ジェクトの活勃に惜しみないご協力を下さった、

インドネシアの|そ し
―
て日本の皆様がた、ありが.と うどぎいまし|た。
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「国際参カロプロジェクト・インドネシア」を振り返つて

～防災教育を中心に～

立教大学アジア地域研究所 研究員

天理大学地域文化研究センター 共同研究員 高藤 洋子

1.「国際参加プロジェクトJと私の研究テーマ

ー度壊れたもの、失われたものをもと通 りにするのは至難の業である。 自然

災害の被害を受けた人々や地域社会が被った損失の大きさには計 り知れないも

のがある。スマ トラ沖地震・インド洋大津波において、イン ドネシアでは犠牲

者が 17万人以上にも及んだ。

南国の陽光を受けて鮮やかな色を放つ花々、青い空に向かつて伸びた椰子の

木々。これらの豊かな自然に包まれ、人々の笑顔に接 していると、この地を襲

った災害のことを忘れてしまうほどだ。 しかし、ひと度、海岸線に目を向ける

と、2004年 12月 26日 のスマ トラ沖地震 。インド洋大津

波が呑み込んでいった椰子の根元だけが残つている。石

で造 られた家屋の基礎部分だけが剥き出しになってお

り、津波の破壊力の凄まじさを物語つている。それから

6年近くの月日が流れた今もその爪痕は痛々しい。

私がイン ドネシアの北スマ トラ州ニアス島を訪れた

のは天理大学地域文化研究センターの「国際参加プロジ

ェク ト」への参加がきつかけであつた。「国際参加プロ

ジェクト・インドネシア」の活動は、地震 。津波で甚大

な被害を受けたニアス島の復興支援を目標 として天理   モアウォ小学校で開催した教育セミナー
「防災教育における口承文藝の有効性」

大学が寄贈 した校舎のあるニアス島モアウォ小学校を

拠点に、2006年からスター トした。現地の児童への防災

教育をはじめ、スポーツおよび音楽指導、また英語や 日

本語指導、折 り紙や絵本を用いて日本文化を紹介するな

ど、さまざまな活動を展開し続けている。現地の一般家

庭でのホームステイを通 し交流をはかるとともに異文

化について考えるプログラムもプロジェク トの大切な

柱となっている。

「国際参加プロジェク ト・インドネシアJが始動 した

2006年 から毎年ニアス島を訪れている私は、活動を進め

な が らイ ン ドネ シ ア の子 供 た ち を は じめ現 地 の 人 々 と心     「防災教育における口承文藝の有効性」

に関する調査結果をモアウォ村の村長へ報告

の通つたコミュニケーションを図ることで、この島の

人々の声を聞くことができた。この間、地域住民、とりわけ子供たちがどのようにしたら再び起こるか

もしれない災害から身を守ることができるのだろうかと考え続けてきた。ニアス島において犠牲者が多

く出た背景には、被災地が震源地に近かつたことはもちろんだが、地震や津波についての知識が十分で

なかつたために避難が遅れたことが指摘されている。

ニアス島で多くの犠牲者が出たのに対 し、ニアス島北西に位置するシムル島では大津波が島を襲つた

古

|
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にもかかわらず犠牲者が非常に少なかった。これはシムル島において過去の災害経験が 「SmOngJと い

う歌となって語 り継がれ、住民が避難方法を知っていたためであった。歌はすたれることなく 100年 も

の間、語 り継がれていた。先人の知恵が口承文藝 として伝えられてきたのだ。

そのことを知った私は、それが一体どんなメロディーなのか、どんな歌詞なのか、なぜ 100年 もの問

ずつと語 り継いでいくことができたのか、と様々なことを考えた。また、その謎を解き明かすことが出

来れば、津波発生時に多数の犠牲者を出したインドネシアの他の地域にも役立てることができるのでは

ないだろうかなどと考えた。このように次々とわき上がる素朴な問題意識が発端となり、私の研究テー

マとなった。

2.研究目的と方法

多くの問題意識を持った私は、甚大な被害のあった北スマ トラ州ニアス島と、犠牲者の少なかったナ

ングロ・アチェ・グルサラム州シムル島を取 り上げ、両島において調査を行い、過去に災害を受けた人々

や地域社会がどのように災害に対応 してきたのかについて比較することとした。先人の経験知、すなわ

ちシムル島に伝わる「SmOng」 ィこ代表されるような口承文藝をどのように活かせば、今後も起こりうる

災害被害を最小限に留めることができるのかを考察したうえで、ニアス島での防災教育モデルの提言を

行 うことが研究の目的であった。研究の目的に沿った先行研究は極めて少なく、現場での調査が必要で

あった。

2009年 7月 31日 よリーヶ月間にわたり、ニアス島の住民 400人、シムル島の住民 250人を対象にア

ンケー ト調査を実施 し、さらにアンケー トを補完するためにインタビューを行った。調査から、防災教

育の現状、防災に対する意識、災害に関する言い伝えの有無、防災教育における日承文藝の有効性を明

らかにした。

3.口 承文藝の特徴

「口承文藝Jと は簡単に言 うと、文字に書きつけられずに国で伝えられた文学や藝術を指す。口承文

藝の中には、ことわざ、なぞなぞ、民謡 (含 :田植唄、わらべ唄)、 伝説、昔話、世間話、笑い話など

がある。

口承文藝がいつまでも私達の心の中に残 り、語 り継がれているのは、口承文藝に共通の特徴 (口 承文

藝の手法)カミあるからだ。幼いころ耳にした 「浦島太郎」や 「三匹の子ブタ」の昔話がなぜ何年経った

今でも私達の記憶から離れず、ありありとそれらのス トーリーを思い出すことができ、他人へ語ること

ができるのか 。。そこには共通の特徴があるのだ。

昔話においては非常に多様な領域にわたる内容が、空間的な奥行きや時間的な前後関係の制約なしに

平面的に捉えられる性質がある。例えば 「浦島太郎」の話では、「生きた人間が海の中にある竜宮城で

何 日も暮す」というように、陸上と海中との間に隔たりを感 じさせないという特徴がある。また、口承

文藝には 「三」とい う数字が好んで使われるとい う特徴がある。「三匹の子ブタ」は、その代表的な例

である。その他にも、聞き手に鮮やかな印象を与えることができる色彩が多く使用されている、同じこ

とを繰 り返すなどの特徴があげられる。ものごとを語 りやすくするには、先に述べた特徴の他、韻文な

どでは 「音の強弱」や句の語尾に規則性を持たせる「押韻」の特徴もある。なお、日承文藝は文字に書

かれた文藝 と異なり、聞き手にとっては読み返しがきかないため、聞き手のイメージの中にはっきりと

した場面を描き出すことができなければ、文藝としての魅力が弱まってしまう恐れがあることに留意 し

なければならない。伝えられた者が自分の中でそのイメージを膨らませることにより、伝達事項が初め

て記憶として鮮明に残っていくのだ。
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日本国内でも調査を行った結果、各地に古くから語 り継がれてきた防災話があることがわかつた。代

表的なものとして和歌山県広村 (現広川町)で語 られた「稲むらの火」が挙げられる。それは 1854年 (安

政元年)に発生した安政南海地震の際、津波の来襲を察知 した庄屋の五兵衛が、収穫 したばか りの「稲

むら」に火を放って村人達を高台に誘導し、その命を救 う話である。その話の中では、津波が繰 り返し

村を襲 う様子が細かく描写されており、そこに日承文藝の特徴が見てとれる。

先で述べたシムル島に伝わる「SmOng」 の歌にも「押韻Jと い う口承文藝の特徴がある。時代も異な

り、地域も文化も異なる 2つの文藝が、ともに 1世紀以上の長きにわたり、語 り継がれ、歌い継がれて

きたことは偶然のように思える。 しかし、「口承文藝」の手法とい う切 り口でその特徴を抽出すると、

両者が長年にわたり語 り継がれ歌い継がれてきたことは、偶然でなく必然であった。

4.「国際参加プロジェク ト」における教育セミナ

2010年 8月 には、前年に行つた調査の結果報告を現地に伝えるべく再びニアス島とシムル島を訪れた。

住民へのフィー ドバックのひとつとして「国際参カロプロジェク ト」実施の拠点であるモアウォ小学校に

て教育セミナーを開催 し、本研究の報告、および住民との意見交換が持てたことは、私にとつて大きな

喜びであった。また「国際参加プロジェク トJのプログラムの一つとして当該小学校で防災教育を実施

している意味においても大変有意義だった。

教育セミナーでは、2009年に実施したニアス島とシムル島でのアンケー ト調査の結果を報告し、シム

ル島で語 り継がれている「SmOng」 の唄と日本における防災教育の事例「稲むらの火」を紹介した上で、

ニアス島における防災意識の普及のための提言を行った。以下にアンケー トの内容とその結果を簡潔に

まとめる。

5.ア ンケー ト調査の結果

アンケー ト調査は、2004年 12月 と2005年 3月 の大地震において、甚大な被害があつたニアス島北部

のビナカからグヌンシ トリそしてモアウォ地域を中心に、400人のニアス島住民に行った。イン ドネシ

ア語を用いての記述で回答を得た。返送数は 322為 (回収率 80.5%)で あつた。その内訳は、教育庁職

員 (50人 )、 小学校教職員 (22人 )、 孤児院職員 (18人 )、 教会指導者 (51人 )、 医師 。病院職員 (12人 )、

NGO関係者 (32人 )、 漁業従事者 (31人 )、 農業従事者 (19人 )、 商業従事者 (25人 )、 観光事業者 (12

人)、 その他 (退職者、主婦、学生等)(50人 )と なつている。

【アンケート1】 2004年の震災前に防災教育はありましたか?

全体の 73%に あたる237人が2004年の震災前には防災教育はなかつたと回答している。

【アンケー ト2】 防災知識を伝えてゆくのは重要だとお考えですか?

ほぼすべての住民が防災知識を伝えることは「大変重要」または「重要」と回答している。「重要でな

い」と回答した人は 0人であつた。防災に対する関心が高いことがわかる。

【アンケー ト3】 防災意識をどのように普及させるのが良いとお考えですか?

「学校を通して」が 19%、 「NGO・ ボランティア団体、教会組織等を通じて」が 21%「学校とNGO,ボラン

ティア団体との協働」が 52%であった。

【アンケー ト4】 口承文藝を用いた防災意識の普及は有効であるとお考えですか?

全体を通して 72%が 口承文藝を用いた防災意識の普及は有効であると考えていた。このことから、学校
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やポランティア団体が行 う防災意識の普及活動においても「言い伝えJ、
「語 り伝え」、「唄い伝え」とい

つた口承文藝の手法を用いることが有効であると確認できた。

【アンケー ト5】 ニアス島において地震・津波に関する言い伝えがあるか知っていますか?

全体の 20%が 、「民話」で知っていると回答 した。また、一部には 「″
Hulo soloya laya〃 (ニ アス語で

『動く島』の意)と いう『言い伝え』を知っている」と回答 した人がいた。

調査により、「Hulo so10ya laya」 の言い伝えは、1907年 に発生した大地震に由来しているということ

がわかった。その内容は、「ニアス島では約 1週間強い揺れが続き、台所で炊事ができないほどであっ

た」とい うものであるが、一部の人々の間にしか語 り継がれていなかった。

6.調査結果から見えてきたこと

これらの調査結果から、シムル島において 1907年の地震以来、語 り伝えられている唄「SmongJが ぁ

るのに対 し、ニアス島においては地震・津波に関しての語 り伝えは、ごく一部の人々の間にしか存在 し

ていなかつたことがわかった。しかし、「稲むらの火Jと 「SmongJカミ、異なる時代、地域、歴史、文化、

民族を超えて、共に 1世紀以上も存続 していたことを考えると、その共通項である「口承文藝の特徴」

を備えたコン>ンツをニアス島で普及させることにより、住民の防災意識を高めることができる。

アンケー ト調査によれば、ニアス島全体を通して 72%が 口承文藝を用いた防災意識の普及は有効であ

ると回答 している。そこで私は、口承文藝を用いて住民の防災意識を高め、普及することを考えた。ニ

アス島には独特の旋律を持つ音楽と、その旋律に合わせて振 りつけられている踊 りがある。このニアス

島独 自の旋律を活かして歌を創作し、普及 していくことを提案 した。歌やダンスなどを主体とした口承

文藝であればインパク トもあり、元来、音楽好きなニアス島住民のコミュニティの活性化にもつながる。

日承文藝を用いることによって持続可能な防災教育、防災意識の普及に寄与する。

シムル島に伝わる唄「SmOng」 については「韻を踏むJこ とにより聞く人に深い印象を与えるという、

日承文藝の手法が盛 り込まれている。それに対 して、ニアス島において地震・津波に関する「言い伝え」

が一部にしか普及 しなかったのは、「言い伝え」に口承文藝の手法が用いられていなかったからと考え

られる。「言い伝え」が、何らかの形で語 り継がれたか否かで後の世に大きな違いとなって現れた。

ニア/、 島においては予算の面やインフラ整備の状況から見ても、日承文藝を用いた防災意識の普及が

適 していると考える。ニアス島に適 した防災教育、すなわちニアス島独自の継続性のある防災教育を自

ら作 り出していくことが必要である。さらに重要なことは、「災害の教訓を次世代に語 り継ぐ意味」と、

「災害発生時に住民ひとりひとりが災害から身を守る意味」を併せて考えていくことだ。

結論として、災害から身を守 り生き延びるためにどうしたらよいかについて、先人の経験、すなわち

地域や子孫を守るために蓄積 してきた知恵や技術を用いて、危機状態における対処法を身につけること

を主張した。その中でも特に、日承文藝を用いての防災教育が如何に人々の記憶に残 り、代々引き継い

でいくことができるかについて、その有効性を強調 した。

普及の場所については、情報交換の場として人々の集まりやすい学校や教会で実施することが有効で

ある。さらに、NGO団体やボランティア団体、また教会や寺院の協働で行 うことが効果的だと報告およ

び提案をした。

セ ミナー終了後、私の提案が今後、地域において自分達の手で実践していくことが可能かどうかにつ

いてのアンケー トを行った。その結果は可能が 96%、 不可能が 4%で あった。口承文藝の特徴を活かした

防災教育の提案は概 して好意的に受け止められている。その背景には自分たちの作った歌や踊 りが人々

に親 しまれつつ後世に語 り糸睦がれ、将来起こるかもしれない災害から多くの人命を救えるとの期待感や、
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誰にでも簡単にでき、費用もかからないという点から自分達の手によつて実施 してゆける確信が生まれ

たためであろう。同島において口承文藝を用いた防災教育の実現の可能性は極めて高い。

7.「国際参加プロジェクトJにおける口承文藝の手法を用いた防災教育

今回の「国際参加プロジェク ト」の活動のひとつとして、天理大学の学生によるモアウォ小学校の児

童への防災教育も実施された。児童は天理大学の学生の手になる紙芝居を通 して地震・津波発生のしく

みと発生時の避難方法を学習した。

ここでは筆者の提案した口承文藝の手法を用いた防災教育が取 り入れられた。コンテンツとなつた紙

芝居に「二人の子ども」が登場するのはその一例である。これは国承文藝によくみられる「三Jと い う

数字が好んで使われるという手法である。「赤、青、緑」と児童の記憶に残 りやすい色彩を用いて登場

人物を印象づけ、登場人物の台詞 (セ リフ)を通 して、地震と津波発生時にすべきこと、すなわち「自分

の身を守る」ことの大切さを教えている。学生たちが作成した防災教育の紙芝居では避難時に役立つ事

項も「二つ」のポイントにまとめ、語 られている。児童は災害発生時の避難の際に、「押すべからずJ「走

るべからず」「騒ぐべからず」と二つの 「べからず」を学習 した。災害発生時にはパニックに陥らず落

ち着いて行動することが何より大切である。

大学生による「語 り」は、視覚に訴える紙芝居によつてさらに印象づけられ、児童の心には地震、津

波発生時の避難方法がはつきりと鮮明に残つた。ニアス島を離れる前 日、活動を行った小学校に立ち寄

り、児童たちに地震、津波発生時の注意事項は何かと質問したところ、元気に「3J」 (Tiga J/テ ィ

ガ 。ジェイ)と 応えがかえつてきた。「押すべからず」「走るべからず」「騒ぐべからず」すなわち 町angan

mendesakJ「 Jangan lari」 「Jangan ribut」 の二つの注意事項が児童達の間で 「3J」 という新しい言葉

に生まれ変わっていた。児童達の中に新 しく防災意識が芽生えた証である①3本の指を立てながら、「3 JJ

と嬉々として唱えていた児童の顔が目に浮かぶ。新 しい知識を得た児童らは心なしか誇 らしげにも見え

た。「国際参加プロジェク トJの活動の一つとして実施された口承文藝の手法を活用した防災教育に手

応えを感 じた瞬問だつた。天理大学の学生が実施 した防災教育がモアウォ小学校において、また地域に

おいて、代々語 り継がれてゆくことを切に望む。

8,「国際参加プロジェク ト」の活動全体を振 り返って

ニアス島での 4回 に及ぶ 「国際参加プロジェク ト」の活動は、文化紹介、小学校での ドッジボール指

導、およびピアニカを政 り入れた合唱の指導、防災教育、読書教育、外国語教育、コンピューター教育

と多岐にわたつたが、これらの教育は、それぞれの分野の発展に資するばかりでなく人と人との交流の

相互理解を促進 し、日本と/ン ドネシアニ国間の友好関係を築いていくうえで重要な意義を呆たした。

「国際参加プロジェク トJの大きな柱の一つとしてホームステ/があげられるが、このホームステイ

体験を通して、広い視野を持つこととなり、固定観念がなくなり柔軟な思考力、また主体的に動く意志

力および異文化への理解力を深めることができたのではなかろうか。文化には食文化、衣文化、住文化

をはじめとする生活文化や、言語、制度、民族、伝統などの社会文化、また宗教や音楽などに代表され

る精ネ申文化等々多様な文化があるが、生活文化はそれぞれの地域の気温や気候に適応して発達したもの

と理解 している。寝食を共にすることでその国の生活文化につかることになり、またホームステイ先の

家族とのコミュニケーションの中からは家族や社会制度の一端に触れることとなる。時にそこには自分

の (日 本人の)価値観や倫理観では理解できない対応に戸惑 うこともあろう。他者の (異国の)価値観

や倫理観を理解 していくことは自分自身について問い直しをすることではないか。異文化のよさを感得

していくにはまず、自文化を知 り理解することが大切だ。

「国際参加プロジェク ト・イン ドネシアJが初めて実施された 5年前にニアスの地に蒔かれた 「絆」
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の種は、確かに芽生え、成長 し続けている。小さなつばみが美 しい花を咲かせ、しっかりと深く根をお

ろしていくのが楽 しみである。

私にとって 「国際参加プロジェク ト・ィン ドネシア」において、スマ トラ沖地震・インド洋大津波の

被災地であるニアス島を訪問したことは、後に私の研究の発端となった。5年にわたり被災地を視てき

て思 うのは、①まず現状や現実を知ること。②知ったら行動をすること。③その行動を継続すること。

④年月が経過 してもそのことを忘れないこと。⑤他の人に伝えること。これらの五つの事項の大切さで

ある。

「国際参加プロジェクト」を通 して、多くの現地の人々と交流することができた。住民の中には、大

切な家族を失ってしまった人たちもいた。 しかし彼等は決 して悲口英に暮れているばかりではなかった。

大人も子供も、現実から目を背けることなく精一杯の明るさで様々な困難を乗 り越えてきた。遠く日木

から訪れた我々を迎えてくれ、温かい心づかいや思いや りのある言葉で勇気づけ励ましてくれた。私も

また、現地の人々の役に立ちたいという思いを強く持った。「誰かの役に立ちたい」という思いは誰 し

もが持ってお り、人間の本質に備わっているものではないだろうか。

「国際参加プロジェク ト」へ参力日したのがきっかけとなり、毎年ニアス島を訪れるようになってから

5年が経とうとしている。ニアス島には未知なる部分が多く残されている。これからもニアス島におい

て研究活動を重ね、それらの結果をより広くより多くの人々へ発信 し続けたい。
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2010年・ニアス健康管理から
天理高等学校看護師 地域文化研究センター共同研究員 椋野 和子

「国際参加プロジェク ト」に参力日するのは今回で 4回 目になります。過去の

報告書には参力日に至る経緯を述べたことはありますが、他者の献身を自らの目

標としてプロジェク トに参力日している真意は記 していません。

30代の頃に「生きるJこ とを真貧1に考えさせ られる事態に遭遇 しました。誰

にでも起こりうる突然の出来事であり、その受容にいたるプロセスは心理学で

学んだ通 り、自己否定から始まりました。受け入れ難い現実のなかで、「ひと」、

「いのち」について問い続け、先の見えない長い道程を通 りました。道を開い

てくれたのは教祖の教えでした。親のお陰でこの環境におれたことを感謝 して

います。69億分の 1に選ばれて生きている有 り難さが感 じ

られたなら、短い一生の間に何かをしないではいられなくな

つたことが現在の活動に繋がっています。

さて今回の第 H回 「国際参カロプロジェク ト (イ ン ドネシ

ア)」 のプログラムは教育を強く意識 した、イン ドネシア語

での絵本の読み聞かせと、紙芝居の上演が主でした。 (健康

管理役としては)渡航前に参加学生とのコミュニケーション

を取る機会が十分でなかったことに不安を感 じていました

が、幸い前回、前々回のプロジェク ト参力日者が作ってくれた

メンバーの自己紹介ノー トで、19名 の顔 と名前を覚えるこ

とができました。

事前研修は毎週決まった時間に行われ、作業も順調にいき、

研修時間だけでは足 りなくなった追い込みの時期に、授業の

空き時間を利用 してセンターで作業 していた学生と顔を合

わせ、同じ作業をしている仲間同士の会話や、進行状況の差

から来る不安葛藤、 (それにかける)思いや りの言葉などか

ら、全体の雰囲気をつかむことができました。

渡航直前の面談では健康チェック、持参薬の確認、その他

の相談をうけ、参力日者が,い をそろえる大切さを意識 して助言

しました。健康な学生でも何 らかの悩みを抱えていることが

わかり、傾聴と経酸によるア ドバイスである程度解消し、持病のある学生には、常用薬の持参を忘れな

いように、 (ま た事前活動を経験して想像 と違っていたと聞いたときには、話す時間を長くとり現地で

の様子をみることにしました ???)。 参加 した学生がプロジェク トを経験して帰国する前に、自己の

変化をどのように表現するか、それは「国際参カロプロジェク ト」で得 られる自己実}兄 の効果 として着 目

したいところです。

熱帯地域へ渡航するとき熱中症対策は欠かせません。渡航前、熱中症についての説明と注意を喚起し、

電解質配合のスポーツ ドリンクや塩飴を持参することを勧め、現地では十分な飲料水を用意 し、現地で

調達した砂糖、塩も配布 しました。ⅧOが推奨する経口補水塩の作 り方は事前の熱中症予防の説明時に

行いました。

ニアス島に着き、モアウォ小学校を訪問したとき、校門のすぐそばに以前のプロジェク ト参力日者が手

作りした花壇があり、コスモスが咲いていました。前年のプロジェク トで指導 した鍵盤ハーモニカに合

わせて♪大きな栗の木の下で♪の歌声が聞こえてきたときは私たちを歓迎 してくれていることがすぐ
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にわかりましたし、校庭で ドッジボールの授業が行われているのを見たときは思わず小躍 りしたくなり

ました。モアウォ小学校で前年度実施 した音楽・体育指導の効果、すなわち情操教育が根付いたことが

確認でき、 うれ しい瞬間でした。

ニアス島のグヌンシトリの町はスマ トラ沖地震によつ て、建物その他が被害を受け、昨年訪れたとき

は閉まっていた店が多かった通りも、改築が進み、色とりどりの商品が店先に並び、活気を取 り戻 して

いました。また道路もよくなり交通量もかなり増え、10代の若者がヘルメットをかぶらずスピー ドを出

してバイクを運転 している姿をよくみかけました。その国の事情もあり、免許を取つて運転 している若

者は少なそ うです。公立病院には、救急設備が整っており、学生もお世話になつた。腸炎で点滴を受け

ている学生に付き添つている間、 (病院に交通事故で運ばれてきた人は数人にもなり、毎晩)毎 日、何

人かが交通事故で運ばれてくることを聞き、交通事故については特に学生に注意を嘆起しなければなら

ないことが分かりました。

モアウォ小学校では毎朝全員の健康チェックをしました。熱中症による頭痛、発熱者が多く、疲労に

よる体調不良、軽い下痢症などで例年になく体調不良者が続出しました。食べ物についてはイン ドネシ

アの食事は特有の香辛料、油っこい料理が多いので、いったん胃、腸の調子を崩すと食事が禄れなくな

り胃腸にやさしいお粥が必要になります。ホテルで休養を必要としたのは数人ですが、高熱がつづいて

(一 日?)入院者が出たのも特筆すべきことです。活動の絵本の読み聞かせでは、それぞれの完成度に

は差があり、性格的なことも影響 して悩んでいる学生には、乗 り越えなければならない壁ですが、温か

く接することも必要でした。

モアウォ小学校での活動を終え、帰路にスマ トラ島へ移動し、メダン市内のホテルでは緊張が解けて

疲れが出たのか風邪症状と熱のある学生が数人いたので部屋周 りを頻繁に行いました。

薬については朝から少 し体調が悪い程度のときは我慢する場合が多く、持っている薬をいつ、何を、

どのくらい飲めばいいかなどの助言は必要になります。持参薬はやはり学生だけでなく現場に携行する

ことが必要でした。救急かばんは常に持ち歩いていたのですぐに対応でき、頭痛薬、胃腸薬はかなりの

頻度で使いました。特に不足 した薬品類はなくマンディ (水浴び)が久かせない現地では入浴もでき、

肌に密着 して水を通さない防水フィルムは傷の手当てに欠かせません。デジタル体温計も数秒で沢J定で

きるのを 2本持参し、病人が数人いるときに有効活用できました。

モアウォ小学校の児童はよく私達に日本語で 「ありがとう」と、はにかみながら声をかけてくれます。

言葉が通 じなくてもコミュニケーションがとれるとよく言われますが、「ありがとう」の力は偉大です。

子ども達は私達を和ませてくれるし、こちらもなにか話しかけなければという気持ちになります。今年

は別の日本語を流行 らせてくれた学生はいたでしょうか ?体調を回復 したメンバーの一人が「これしか

できない」といって私に足つばマッサージをしてくれたときは驚きましたが、心からのありがとうだっ

たことは良くわかりました。

言語の不安については、現地では英語はほとんど通用しませんのでイン ドネシア語の学習が事前研修

に取 り入れられました。イン ドネシア語は英語ほど皆の中で浸透 していないので、メンバー間にさほど

差はなく、そのために自己嫌悪に陥ることが少ないのは心理面をカバーする際助かりました。

具合の悪 くなったメンバーのシャツをホテルで洗っているとアンモニア臭で目が痛くなるほどでし

たが、日本と違いかなりの汗をかき、手絞 りでは渇きが悪いこと、体調不良になると洗濯もできず着替

えが多めに必要なこと、天候も考えて多めに用意することなど考えると衣類についての説明がもつと必

要であつたかもしれません。

今回のインドネシアプロジェク トはこれまでとは異なり体調不良者が続出しましたが、与えられたこ

とに責任を持って取 り組み、個人の力を結集 して全体を作 り上げること、周囲にも関心を寄せ、完成度

の違いを認め、それを乗 り越えて自らの努力で足並みをそろえ、協力することを学んでくれ、プロジェ

ク トは成功裡に終えることができました。
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第 2部 学生による活動報告

目次

事前研修

宿泊研修

結団式

在メダンロ本国総領事公邸表敬訪問

プサントレインでの活動

モアウォ小学校での活動報告

① はじめに

② 絵本の読み1聞かせ活動報告

③
―
紙芝居活動報告

F防災教育のための紙芝居」

「外国語教育のための紙芝居」

④l ホームステイ報告

⑤ モアウォ小学校での活動を―終えて
―

⑥ お男―けれ会

北スマトラ大学との交流|

一国一帰

・ 2-5=



第 11回「国際参加 プロジエク ト (イ ン ドネシア )」

活動報告

目次

事前研修

宿泊研修

結団式

在メダン日本国総領事公邸表敬訪問

プサントレインでの活動

モアウォ小学校での活動報告

① はじめに

② 絵本の読み聞かせ活動報告

③ 紙芝居活動報告

「防災教育のための紙芝居」

「外国語教育のための紙芝居」

④ ホームステイ報告

⑤ モアウォ小学校での活動を終えて

⑥ お別れ会

北スマ トラ大学との交流

帰国

事前研修

石倉護1、 大藤孝洋2、 上田彩加3

私たちは 4月 27日 からインドネシア出発の 8

1国際文化学部ヨーロッパ・ァメリカ学科

英米語コース 4年生
2国際文化学部アジア学科

韓国 。車月鮮語コース 3年生
3国際文化学部 ヨーロッパ・ァメリカ学科

英米語コース 3年生

月 2日 まで毎週火曜日午後 4時半から7時半まで

の間、天理大学地域文化研究センター共同研究室

で事前準備に従事 してきました。事前準備の主な

内容は、オジエンテーション、青年海外協力隊説

明会参力日、健康管理についての講義、インドネシ

ア語講座、ビデオカメラ使用についての講習、北

スマ トラ大学でのプレゼンテーション準備、紙芝

居の作成、そして絵本読み聞かせの練習である。

事前研修日程

4月 27日 オ リエンテーション

5月 11日 青年海外協力隊募集説明会

5月 18日 現地での健康管理について

5月 25日
イン ドネシア・

イン ドネシア語概論

紙芝居の脚本・絵コンテ作成

6月 1日
ビデオカメラの講習

紙芝居の脚本・絵コンテ作成

6月 8日 紙芝居の脚本・絵コンテ作成

6月 11・ 12日 宿泊研修 :紙芝居の絵の完成

6月 22日
紙芝居・絵本のインドネシア語での

読み込み練習

6月 29日
紙芝居・絵本のインドネシア語での

読み込み練習

7月 6日
北スマ トラ大学との交流

リハーサル

7月 8日
天理小学校で紙芝居・絵本読み聞かせ

のリハーサル

7月 13日
紙芝居・絵本のインドネシア語での

読み込み練習

7月 27日 結団式・神殿参拝

7月 30日 最終打合せ・荷物整理
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4月 27日 、メンバーとスタッフの初の顔合わせ

の後、活動の説明オリエンテーションが行われた。

センター長である住原先生のあいさつに始まり、

スタッフとメンバーの自己紹介に続いて、活動の

概要についてスタンフの方から説明があつた。こ

の時、メンバー同士の会話は少なく緊張でいつぱ

いだつたが、皆、期待で満ち溢れた面持ちで先生

方を聞いていた。

5月 11日 には青年海外協力隊の方々から彼 らの

活動内容について説明を受けた。青年海外協力隊

の国際協力活動は世界中のたくさんの発展途上

国の発展に貢献してお り、彼 らの経験談を通 して

その活動の重要さや意義を知る事ができた。この

プロジェク トの根本的な目標は彼 らと同じく国

際協力活動であるとい うこと再確認する機会 と

なつた。

5月 18日 には現地での健康管理について、特に

暑さの激 しいイン ドネシアでの熱中病対策を中

心に大森先生の講義を受けた。予防するためには

十分の水分補給 と睡眠時間を確保する事が大切

であり、予防のために冷えピタやスポーツ ドリン

クの粉を現地に持参するように指導された。

5月 25日 、倉光先生によるイン ドネシア語講座

を受けた。倉光先生はパワーポイン トを使って、

イン ドネシアの 日常会話で主に使われる言葉や

自己紹介する際に必要な表現についての解説で

あつた。メンバーは皆、ノー トにメモを取 りなが

ら習った言葉を声に出して楽 しく覚えようとし

ていた。授業の終わりには、ニアス島でしか使わ

れないこんにちわの挨拶 “ヤホーブ"を教わり皆

で練習をした。

6月 1日 には、ビデオ撮影についての解説を天

理大学広報部の井上氏より受けた。講座では主に、

撮影方法、機能、機材についての説明であつた。

撮影の際、基本的には、三脚を使用したほうが良

いことや、ズームやパンなどの撮影方法の種類な

ども教わった。撮影機能には、ホワイ トバランス

や逆光補正や録画モー ドなど様々なものがあり、

機材は、コンバーターが良いと説明された。たく

さんの撮影方法を学ぶ事ができ、イン ドネシアの

現地活動で活用できそ うなことを学ぶことがで

きた。

6月 15日 、北スマ トラ大学でのプレゼンテーシ

ョンについて、4つの班に分かれて、天理大学、

天理教、日本の若者文化、若者ファッションのテ

ーマについて話 し合いをした。天理大学担当は石

倉、橋本、上田ゆ、田中、栄の 5名 、天理教担当

は安藤、坂本、三枝、滝、大藤の 5為 、若者担当

は渡部、苅安、吉森の 3名 、若者ファッション担

当は斉藤、逸崎、原田、上田さ、乙守、上田ちの

6名 となつた。その後、各班で時間を合わせて話

し合いをかさね、少 しでも北ン、マ トラ大学の学生

に喜んでもらえるよう準備をすすめ、4つの班と

も素晴 らしいプレゼンテーションを完成するこ

とができた。 7月 6日 にはプレゼンテーションの

リハーサルを行い、天理大学や天理教の詳 しい紹

介をする班もあれば、工夫 して若者文化クイズや

ダンスの DVDを プレゼンテーションにとりいれて

いる班もあり、笑いも起こり、とても楽 しいプレ

ゼンテーションに出来上がった。また、改善点な

ども見つか りより良いプレゼンテーションを作

るための良い リハーサルを行 う事ができたと思

う。

以上の作業が終 り、いよいよ現地での本活動の

準備が始まった。まず、地震の紙芝居を作成する

班 と会話の紙芝居を作成する班に分かれ、リーダ

ーを決めた後、アイデアを出し合い、おおまかな

内容やス トージーを決めて、細かい絵やセ ジフを

考えた。子ども達がわかりやすく飽きないように

する、伝えたいことをしつかり表現するなど、個

人の意見を全部取 り入れようとし、考えれば考え

るほど難 しくなって試行錯誤を繰 り返 し、なかな

か進まなかった。その後も、絵コンテの作成、色

塗 りなど、しなければいけないことがたくさんあ

ったので、研修の日だけでなく空いた時間にメン

バーで時間を決めて集まって準備をした。

紙芝居が完成すると、紙芝居班 (「地震 と津波

について教える」、「日本語 と英語の会話を教え

る」の 2班 )と 絵本班 (「ハルばあちゃんの手」、「ど

ろんこハ リー」「まじょのマジョンナさんJ「ちい

さなくも」の 4班)に分かれた。現地のモアウォ

小学校での授業をどのように行 うか、全体的な流
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れを考えて把握しておく必要があつたので、各ン)王

で時間を計つたり、最初に言 う挨拶を考えた り、

読むスピー ドや授業のスケジュールを調整 した。

イン ドネシア語での読みの練習が始まり、インド

ネシアの留学生の音読を録音したCDを聴き、各

自それぞれ練習した。その後、時間を作つて、留

学生の方や山本春樹先生がイン ドネシア語の指

導をしてくれた。また、椋野先生が健康状態につ

いて個人面談してくれて、事前に健康について気

をつけることを知ることができた。

事前活動は、することがいつぱいで大変だつた

が、毎回研修を終える度に、メンバー同士の距離

は縮まり、インドネシアでの活動への意欲は大き

くなっていったと思 う。たくさん話しあう機会が

あつたので、いろいろな意見を聞き、相手の立場

になって考える大切 さを改めて感 じた。準備を精

一杯 したからには、現地で成果を発揮したい、活

動を良いものにしたい。そんな思いでインドネシ

アヘの準備を進めた。

宿泊研修

上田千穂4、

栄春奈
5

6月 11日 、今 日は待ちに待った宿泊研修の日で

す。年後 4時半開始の研修に一足早く 1時から晩

御飯の買い出しに4人 (斉藤、吉森、滝、上田千)

で行きました。「お寿司つてこれで足 りる ?」 「30

人前用意するんやんなぁ・・・」まだあまり話 し

たことがなく、メンバーの好みもわからないまま

4国際学部地域文化学科 (タ イ語)1年生
5国際学部地域文化学科 (イ ン ドネシア語)1年生

4人であたふたしていました。4時半になり、O
B,OGも 集まる中、研修は始 りました。まずは

倉光先生の持ち物講座、そしてOB、 OGによる

体験談。笑い声が絶えない食事会 となりました。

その後、天理教紀陽大教会信者詰所へと歩いて向

かいました。言吉所でお風呂に入 り、パジャマパー

ティーがスター トしました。改めて自己紹介から

始まり、とにかくメンバーの名前を覚えるのに必

死、ゲームをしながらメンバーのことを知るのに

一生懸命な一 日目でした。

2日 目、朝食は 7時半からでしたが、各自起床

時間もバラバラで、中には 5時半からの朝づとめ

に行く人もいました。その後、9時からゆっくり

作業へと移っていきました。

紙芝居の作成の作業を、地震 。会話互に分かれて

行いました。たまに大きな声でセ リフの読み上げ

をしたり、世間話をしたり、和気あいあいと作業

も進んでいきました。お昼御飯を食べて 12時半

から作業を再開しました。

3時ごろに、インドネシアに同行 してくださる高

藤 さんが今回行 く私たちメンバーの様子を見に

駆けつけてくださいました。そこでニアス島につ

いての最新情報や、今研究されていることについ

てお話を聞かせてもらいました。すぐに帰らなく

てはいけない高藤 さんに「ニアスでお世話になり

ます」とお別れをして 4時半作業終了。みんな家

に帰 りたかつたのか片付け、部屋の掃除、記念撮

影をテキパキこなして 5時に詰所をあとにしまし

た。

今回の宿泊研修の最大の目的だったメンバ
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23 : 00 就寝

21:00
・講堂で親陸会

(ゲームなどグループワーク)

19:30 紀陽詰所に移動

18:00 ・OB/OGを 交えた懇親会

16i30

地域文化研究センター集合

①「本番にむけた準備・持ち物について」

(倉光先生、OB・ OG)

②ニアス島での体験談+ア ドバイス

(OB、  OG)

宿泊研修 1日 目 (6月 11日 )

―が仲良くアょ`ることも無事にミッションクリア

ー。お疲れ様でした II

【高藤洋子さん 位教大学アジア地域研究所研究員)の お話】

毎年インドネシアに行つている。「国際参加プ

ロジェク ト (IPP)」 に参力日してからはインドネシ

アの防災教育について研究を始めた。IPPの活動

のなかつた 2009年 度にも単身でニアス島を

訪れた。2年前の IPPの活動で教えた ドッヂボー

ルや リコーダーはモアウォ小学校で浸透 してい

る。今回の活動は、私たちの活動の後もモアウォ

小学校の先生たちが子供たちに対 して防災訓練

の授業オと′行 うかにかかつている。

イン ドネシアの防災協力について…スマ トラ

島沖地震でニアス島は700名 近くの死者を出した

のに対 し、シムル島ではわずかの 6名 であつた。

理由は 100年前の地震による災害を目の当たりに

したシムル島の住民たちにより、自分を守る方法

を子守唄にして代々受け継いできたこと。その子

守唄は韻をふんでいたり、人が覚えやすいとする

『 3』 をうまく活用 していたなど身近で親 しみや

すいものとなっている。

【OB・ OGの体験談&ア ドバイス】

● 子供に朝 5時から走 りに行 こうと誘われ る

こともある?!

● トイレとマンディは1貫れるしかない、 トイ

レしてからマンディすれば大丈夫 ?!

● 子供 と遊べ (体力には気を付けて)

。 体調を崩したらすぐに対処を (日 本食のレト

ル トは保険で持っていくべき)

。 ご飯をいつぱい食べると喜んでくれる

0 イン ドネシアはオカマが多い

。 子供たちとの会話も真面目に (約束を破った

といってすごく怒 られた)

。 疲れていたら休むこと

。 毎日昼寝 しても大丈夫

● ケロンブランダー とい うめちゃめちゃおい

しいジュースがある

結 団式

原田 亜紗美
6

式次第

1.飯降学長の挨拶

2.住原センター長の挨拶

3.事業説明 (プ ロジェク ト担当教員 )

4.学生自己紹介 (イ ン ドネシア語と日本語 )

5.記念撮影

6.神殿参拝

2010年 7月 27日 、地域文化研究センターにて、

「国際参加プロジェク トJの結団式が行われまし

た。

最初に、飯降学長先生の挨拶がありました。先

生は「活動を行 うことで、心を培 う。心とは、国

際性や宗教性であり、それが他者への献身である。

『人のために何かをさせていただく。世の中に、

17:00 亀旱青文

16i30 作業終了、片付け

12:00

紙芝居作成 (下絵、色塗 り)

高藤洋子さんのお話「ニアス島の地震被害と

防災教育について」

11:30 昼食

9:00 ・紙芝居作成 (下絵、色塗 り)

7:30 朝食

宿泊研修 2日 目 (6月 12日 )
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心を培つた人材を。』という想いから、「国際参加

プロジェク ト」が発足 した。」と本プロジェク ト

の意義を述べられ、『誠の心』と書いた色紙をく

ださいました。「真の誠 とは、人を助ける心や人

に尽くす心である。Jボランティア活動を行 う根

底には、『誠の心』が、自分を動かし、人を動か

すものだと感 じました。

次に、住原センター長の挨拶がありました。「活

動は、HOP(事前研修)STEP(現 地活動)」 U
MP(事後研修)である。そして、 2つのことを伝

えたい。 1つは『準備』。心と体の準備をしつか

り行い、万全の状態で活動に臨んでほしい。そし

てもう1つが、『私たちは天理大学、日本の代表』

ということである。ニアスでの最後の活動となる

今年、数千人の人たちの想いがニアスに届く①私

たちは、その想いを送 り届ける役 目を担ってい

る。」

現地での大きなSTEPを 踏み出せるよう、準備

の重要J陛を再確認 し、活動を行いたいと感 じまし

た。

次に、井上先生から、ホームステイ先での注意

事項についての説明があり、関本先生から3原則

(生水を飲まない 。海に入らない 。動物に触らな

い)の話がありました。チームで活動するために

は、必ずルールがあり、それを守ることでよりよ

い活動ができると感じました。

結団式に出席して、改めて活動の本意に触れる

ことができ、私たちの「国際参カロプロジェクト」

に対する想いが高まりました。たくさんの人々の

想いを背負い、天理大学、そして日本の代表とし

て活動したいと決意を新たにしました。

在 メダン 日本国総領事公邸

表敬訪 問

安藤健太7斉
藤貴子8

インドネシアに到着して最初の活動は、メダン

の総領事公邸の表敬訪問でした。公邸に到着する

と、青山総領事と秘書の方々が私たちのことを迎

えてくれました。公邸内は、インドネシアにいる

ことを忘れ させてくれるぐらい日本の空気が流

7国際文化学部アジア学科中国語コース 4年生
8体育学部体育学科スポーツ学コース 4年生
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れていました。広間には私たちのために綺麗にセ

ッティングされた丸い形のテーブルがいくつも

並べられていました。それはまるで政治家の方々

の食事会に来た気分でした。

私たちが席に着くと、まず青山総領事から挨拶

があり、「バ リやジャカルタなどの観光地ではで

きない貴重な体験を是非ニアスで してきて下さ

い。」と激励の言葉を頂きました。総領事の挨拶

の後、私たちを代表して住原先生が総領事館の皆

様のご好意に対する感訪子の言葉を述べました。最

後に、学生代表としてサブリーダーの石倉護君が

「みんなで力を合わせて、プロジェク トを成功さ

せます。」と決意を述べました。

総領事公邸では、私たちのために昼食 としてイ

ン ドネシア料理 と日本食を用意 してくださいま

した。インドネシア料理にはそれぞれネームプレ

ー トが並べられていて、ささやかな心遣いが感 じ

られました。インドネシアの方が作つたとは思え

ないほどの本格的な日本職に感動 し、学生だけで

なく先生方も夢中になって料理をいただきまし

た。デザー トは南国なだけあつてとても色鮮やか

で、ココナッツの甘さも加わり、とても美味しか

ったです。

昼食を美味しくいただきながら、私たちは各テ

ーブルで談笑を楽しみました。テーブルごとに総

領事館の方々が一人ずつ付いてくださったため、

色々な話ができました。青山総領事は「スマ トラ

島の人たちは日本にすごく興味のある人たちば

かり。またインドネシア人でもニアス島に行った

ことのない人が多い。そのニアス島でホームステ

イをするのだから驚きだ。Jと 語つておられまし

た。

はじめは緊張していた私たちですが、美味しい

料理と総領事の方々の手厚いおもてなしに、いつ

の間にか リラックスして楽 しい時間を過すこと

ができました。普通ならできない総領事館公邸に

伺 うことができ、改めてこの 「国際参加プロジェ

ク トJに対する責任の重さを実感 しました。学生

一同、次の日からのニアス島での活動

に気持ちを引き締めなおした一 日になりました。

プサ ン トレイ ン活動報告

田中元恵9吉
森祥平

Ю

イン ドネシアに到着 して 2日 目の年後。いよい

よプロジェク トの最初の活動 となるプサン トレ

イン寄宿塾での紙芝居 と絵本読み聞かせを披露

する時がきた。プサン トレイン寄宿塾はイスラム

教を厳格に信仰する生徒たちの学校である。小学

生は自宅から通つているが、中学生以上は全寮制

であり、きちんとした生活 ヅズムで共同生活オとテし

ながら学業に励んでいる。

プサン トレイン寄宿塾にバスで到着 した時か

ら、私たちを待ってくれていたたくさんの生徒た

ちがイン ドネシアと日本の国旗を持って花道を

作つていて、私たちは音楽隊の誘導によつて講堂

へ導かれた。講堂にはすでに全校生徒が待機 して

いており、舞台向かつて左は男子、右は女子と分

けられていた。私たちは想像を超える歓迎ぶ りと

生徒数に圧倒されながら一番前の席に招かれて、

交流会が始まつた。

塾長先生の挨拶に始まり、続いて天理大学の住

原先生、学生代表が挨拶をした。そのあと高学年

対象の紙芝居班は講堂に残 り、低学年対象の絵本

班は大きめの教室に移動 して読み聞かせをする

ことになつた。

生徒の移動に時間は少 しかかるようだが、紙芝

居班と絵本班に時間差ができては大変だ。すぐに

4冊の絵本の読み間かせが始まった。生徒全員に

絵本が見えて声が聞こえる状態にすることは難

しい状態であつたが、私たちは緊張しながらも彼

らに喜んでもらえるようにと全力で絵本を読ん

だ。

9人間学部人間関係学科生涯教育専攻 3年生
10国 際文化学部 ヨーロッパ・アメリカ学科

フランス語コース 2年生
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おそらく8,4学年ほどの大勢の生徒が次々と教

室に入つてきてあわただしかったし、また閉めき

った教室の 3か所で同時に絵本を読むことは、想

定外のことも多く、気温や湿度が高い環境だった。

教室自体が薄暗かったこともあり、生徒たちは絵

本が少し見にくかつただろう。私たちは、生徒を

前にしたイン ドネシア語での読み聞かせは初め

てということもあつて緊張し、また想定外の環境

にも戸惑つたが、できるだけのことはやった。生

徒たちは私たちの問き取 りにくいイン ドネシア

語をどこまで理解 してくれたかわからないが、一

生懸命見てくれている様子もあつた。

講堂ではもう一つの活動である紙芝屋を披露

していた。練習とは違 う広い会場で大衆が見てい

Ｆ
　

ｔ
　

上
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る状況はかなり緊張するものだつた。絵本班が終

了するまでに時間もあつたので、紙芝居の会話の

復習や交流をすることもできた。

絵本班が講堂に帰ってきてからは、生徒たちが

インドネシアの伝統的な舞踊を披露してくれた。

衣装も楽器も見たことのないものばかりで、目が

離せなかった。それ以上に、私たちのために練習

してくれたことや生徒の代表は選抜であること

が私たちとつてはとてももつたいないものだっ

た。カメラに収めきらないほどの突顔をもらい、

写真をたくさん撮ったり交流をしたり、とても楽

しくて寄宿塾の滞在があま りにも短 く感 じられ

る交流会であった。

モア ウォ小学校での活動報告

① はじめに

上田 裕太郎
11

ニアス島につきモアウォ小学校での活動が始

まりました。まず学校でホームス>イ

先の家族や学校の先生、そして多くの子ども達

に迎えられました。次の日から本格的な活動が始

まりましたが、最初に思つたことは子ども達をど

うやって集中させるかとい うことでした。子ども

たちは興奮してはしやいでいるので、とても活動

に入ることが出来る状態ではありませんでした。

しかし実は私たちも最初は楽 しくはしやいで し

まつていたのです。

なんとか静かにさせようと考えました。そこで

まず北スマ トラ大学の学生たちにお願いして、静

かになるように促 してもらい、また自分たちでも

「静かに」や 「座つてJ等の簡単な単語を覚える

ことで活動できる状態まで持っていくことが必

要でした。そ うすることで日本人を見て騒いでい

た子 どもたちを静かにさせることに成功 しまし

た。次に気になつたことは他のクラスの生徒たち

が窓から入つてこようとしたり、手を振ったりす

るので絵本や紙芝居の途中で気が散ってしま う

原因になりました。そこで他のメンバーが注意を

詞にいつた り気が散つた生徒や集 中していない

生徒の近くに座 り集中するように促 しました。こ

うすることである程度生徒を集中させ ることが

出来ました。また絵本や紙芝居の間の時間で体操

や軽いゲームをして子 どもたちと身体を動かし

て遊ぶことで リフレッシュを図ることができま

した。また活動後もそれぞれの班に分かれて反省

会をすることで 目線のもつていき方や本のめく

り方など反省′点を言い合いました。絵本と紙芝居

それぞれで工夫することでより良い活動になる

ように目指していきました。

② 絵本の読み聞かせ活動報告

阪本 健太郎12

8月 4日 から11日 までニアス島で活動をした。

まず、8月 4口 の年後にメダン空港を出発 し、タ

方にニアス島のビナカ空港に到着 した。 しかし、

荷物の トランクが手違いにより空港に一緒に届

かないというハプニングもあつた。空港から車で

12文学部歴史文化学科歴史学専攻 4年生
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移動 し、モアウォ小学校でホス トファミリーとの

対面式をした。顔合わせの時に、村長さん、校長

先生の挨拶があった。解散後、それぞれのホーム

ステイ先へ移動 した。翌日5日 から紙芝居と絵本

の読み間かせの現地活動を開始した。朝は 7時 15

分に小学校に集合 し、8時 5分までその日の流れ

の説明や ミー>ィ ング、教室の準備をした。8時

5分から9時 15分までが 1限 目で、2限 目は 9時

25分から 10時 35分までだった。活動内容は、紙

芝居班と絵本班の二つに分か油ノて、三つの教室に

分かれて活動を行った。絵本班は、4種類の絵本

に、それぞれ 3人ずつが担当し、計 12人が活動

した。

絵本は、「ちいさな雲」、「どろんこハ リー」、「と

なりの魔女のマジョンナさん」、そして、「ハルば

あちゃんの手」の 4種類である。「ちいさな雲J

は、上田千穂 (泰 1)、 栄春奈 (F口 1)、 上田裕太郎 (国

3)が担当し、「どろんこハリー」は、吉森祥平 (仏

2)、 三枝春菜 (宗 3)、 田中元恵 (人 3)が担当し、「と

なりの魔女のマジョンナさん」は、滝まどか (仏

1)、 柳瀬奈美 (西 2)、 橋本郁弥 (中 4)が担当し、「ハ

ルばあちゃんの手」は、苅安健太郎 (英 3)、 石倉

護 (英 4)、 阪本健太郎 (歴 4)の計 12人が担当した。

絵本は 日本語のものを山本春樹先生がイン ド

ネシア語に訳 してくださつたものである。絵本の

読み聞かせで一番苦労したことは、今まで話した

ことのないノrン ドネシア語で子 どもたちに読み

聞かせることだった。

日本語では、感情をこめて読めていたが、イン

ドネシア語では、どこを強調 して読むか、どの部

分に感情を入れて読むのか、細かい点で苦労した。

しかし、数多くの練習を重ね、ニアスの子どもた

ちの前で実際に読む間に、だんだんと上達 してい

つたと思 う。ただ絵本を読み聞かせするのではな

く、この絵本で子どもたちに何を伝えたいのか、

どのような思いが込められているのかなどを念

頭に置き、読み間かせに取 り組んだ。そこで「導

入、展開、まとめ」とい う一つの流れを作った。

「導入」ではその絵本の興味を湧かせるような簡

単な質問を各絵本チーム (種類別)で考え、「展開」

で絵本を読み、「まとめJで子どもたちの心に残

すように工夫 した。例えば、「小さな雲Jや 「と

なりの魔女のマジョンナさん」では、読む時の工

夫として 1変身」というセ リフや呪文の句を子ど

もたちと一緒に声に出し、子どもたちも参力日して

いるとい う一体感が出るようにした。活動後にミ

ーティングを重ね、読む際の注意点や、サポー ト

に回つた時の子どもたちへの配慮など、非常に細

かいところまで、話し合った。読み聞かせが上手

くいかない時もあつたが、最終日には、メンバー

全員がいきいきとした顔で絵本の読み聞かせを

終えていた。この活動は、単なる絵本の読み聞か

せではなく、子どもたちの心に何かを残す教育の

一つだと感 じ、意味のある活動であつた。

③ 紙芝居活動報告

ニアス島に到着 して2日 目の8月 5日 、今回の

プロジェク トの目玉である紙芝居活動が始まっ

た。モアウォ小学校では、 1日 2時間 (活動最終

日のみ 1時間)の活動を4日 間、全部で 7時間行

った。紙芝居活動は、防災教育 (地震班)と外国

語教育 (言語班)を内容にした二部構成のもので、

モアウォ小学校の 4・ 5・ 6年生を対象に行つた。

『ちいさなくも』
エリック・カール作・絵、

もりひさし訳借成社、1996

年。

SI AVAN KECIL

『 となりのまじょの
マジョンナさん』

ノーマン・ブリッド[フ ェル

作、長野ヒデ子絵、ながつ

きるり訳、偕成社、2001

年。

BU lヽAJONNA,

PEいlYIHIR

TETANCGA

『 どろんこハ リー』
ジーン・ジオン作、マーガ
レット・ブロィ・グレアム

絵、わたなべしげお訳、福

音館書店、1967年。

HARRY BERLUMPUR １

～

３

年

生

『ハルばあちゃん

の手』

山中E作、木下晋絵、福音
館書店、2005年。

TANGAN NEい lEK HARU

情

操

教

育

対

象
日本語タイ トル

絵本のタイ トル
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活動初 日、子どもたちが紙芝居に集中してくれ

るか不安な気持ちを抱えながら活動に桃んだ。紙

芝居で授業をするにあたつて、私たちと子どもた

ちとの距離がなるべく近くなるように、またすべ

ての子 どもたちに紙芝居がよく見えるようにと

いうことから、まず教室の机や椅子をすべて教室

の端に寄せた。子どもたちは今から何が始まるの

だろうという少しワクワクした様子で、すぐに私

たちの周 りに集まり、その後、北スマ トラ大学の

学生にこれからする地震班の紙芝居の話の説明

をしてもらい、子どもたちはひざを抱えて床に座

り紙芝居に注目してくれた。子どもたちの表情や

目の動きに気を配 りながら、話を進め、途中内容

の難しいところでは、北スマ トラ大学の学生に説

明を入れてもらった。しかし、子どもたちの様子

はどこかポカンとしていた。地震が起こる仕組み

から実際に地震が起こったときにどのように避

難すべきかを内容にした地震班の紙芝居は、子ど

もたちには少し難 しかったようだ。後半の言語班

の紙芝居も同様、通訳を介して説明を随時しても

らいながら話を進めた。途中、子どもたちと一緒

に日本語や英語の発音練習をする場面があつた

ので、そこで場を盛 り上げることができた。一 日

目の活動を終え、放課後各々に活動の反省をした。

小学校の先生から指摘をいただいた結果、どうや

ら私たちが使っていたインドネシア語を、子ども

たちは理解できていなかつたようだ。子どもたち

が日頃使っているニアス語と、公用語であるイン

ドネシア語はかな り違 うものだとい う理由であ

った。すぐさまその箇所を先生にア ドバイスして

いただき、原稿にも変更を加え、子どもたちが退

屈することなく楽しく、かつ実践的に学べるよう

さらにいくつかの工夫を加え翌日に挑んだ。前 日

の反省が活かされて、翌 日の活動は見違えるよう

に良くなつた。言葉を何回も違 う言葉に言い換え

て説明したり、地震が起こったときの状況を教室

内で再現し、実際に子どもたちに避難訓練を体験

してもらつたことで、紙芝居に対する子どもたち

の反応だけでなく、子 どもたち自身の理解も深ま

つた様子だつた。二日目の活動を終え、メンバー

内で良かった点や改善すべき点など意見を出し

合い 日に 口に活動がより充実 したものになって

いった。言葉の壁はあつたものの、教室にいる全

員が一体 となつて学ぶことができたように感 じ

た。口果題はまだ残つているが、実践する度に反

省・改善の繰 り返 しをしてきたことが今回のプロ

ジェク トの成果に繋がつたのではないだろうか。

このプロジェク トで子 どもたちに伝えたことが

どのような形であれ、彼 らの将来に活かされれば

と思 う。

1 防災教育 のための紙芝居

防 災教 育 の た め の紙 芝 居 は 、 まず 地震

の仕 組 み を説 明す る ところか ら始 ま り、

続 い て 実 際 に地 震 が発 生 した ときの避 難

の方 法 につ い て クイ ズ を交 えて解 説 す る

内容 です。

地震 の仕 組 み の説 明 で は 、 地 殻 の変 動

に 関す る難 解 な言 葉 を小 学 生 に うま く伝

え るた め に、卵 の殻 を地 殻 に例 えて解 説

した り、 地震 と津 波 との 関係 を効 率 的 に

伝 え るた め に絵 の一 部 を可動 式 に して み

た りと、工夫 を しま した。

避難 す る場 面 で は、地震 が発 生 した時 、

収 ま っ た後 、 そ して避 難 す る経 路 に 関す

る三 択 クイ ズ を絵 で示 し、赤 ・ 青 ・黄 色

の服 を着 た子 どもた ちがそ れ ぞれ の方 法

で避 難 す る様 子 を図示 しま した。 最 後 に

「押 さな い 。走 らない 。騒 が な い」 とい

う「二つのべか らず」をイ ン ドネシア語

に してみんなで唱和 しま した。 こ うした

外国語教育

(英語/
日本語 )

ブディ君の

外国語の学

びの旅

PERJALttLヽ どヾSI BUDI

DALAM PELAJARAN

BAHASA ASING

４
～

６
年
生

地震 と津波
GEMPA BUMI DAN

TSいしヽMI
防災教育

対

象
日本語タイ トル目的

紙芝居による教育目的とタイ トル
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【絵本の読み聞かせ活動】
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【絵本の読み聞かせ活動】
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【紙芝居活動】
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【紙芝居活動】
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「三 」 の数 字 を用 い た方 法 は、子 どもた

ち の記 憶 に残 りや す い手 法 で あ る と事 前

研 修 で学 ん だ もの を取 り入 れ た もの です。

紙 芝居 の後 は 、実 際 に避 難 訓練 を して

み ま した。 教 室 の 中で 、机 の下 に隠れ た

り、 一列 に並 ん で教 室 の外 に避 難 した り

と訓練 を行 い ま した。

2 外 国語教育のための紙芝居

外 国語 教 育 の た め の紙 芝居 は 、英 語 と

日本 語 を勉 強 す る とい う方針 のみ が あ り

そ の他 は全 くの 白紙 の段 階 か ら台本 を考

えま した。 ス トー ジー の流 れ をつ く り、

子 ど もが 興 味 を持 ちや す い よ うに と工夫

した。 主 人公 はイ ン ドネ シア人 の男 の子

で名 前 をブデ ィ君 と した。 ブデ ィ君 が イ

ン ドネ シ ア か ら 日本 へ 、 日本 か らア メ リ

カヘ と飛 ん で行 き、 日本 語 と英 語 を勉 強

す る とい うス トー リー に した。

勉 強 した単 語 の 内容 は基 本 的 な挨 拶 と

食 事 の とき に使 え る語 彙 な ど少 な い もの

だ が 、物 語 の流 れ の 中で外 国語 を勉 強 す

る方 法 は 、 まず 外 国語 へ の興 味 を引 くこ

とか ら始 め る上 で 、子 どもに は効 果 的 で

は な い か と思 う。 実 際 、紙 芝居 の後 には

日本 語 と英 語 を使 って挨 拶 な どの練 習 を

行 い。子 どもた ち も大 きな声 で、日本語 。

英 語 で 自己紹 介 を して くれ てい た。

④ ホームステイ報告

渡部京介門

ニアス島での活動中、私たちは現地の方の家に

ホームステイ (HS)さ せていただいた。ニアス島

に到着したその日に、ホス トファミリー (HF)と

の対面式があり、学生一人ひとりの名前が呼ばれ

13国 際文化学部 ヨーロッパ・ァメリカ学科

英米語コース 4年生

HFが紹介されました。熱い抱擁を伴 う出迎えに戸

惑いつつも、その歓迎に私たちの心も躍 りました。

ニアス島で迎える初めての夜は、他の学生メン

バーもスタンフの先生方もいないとい う心細 さ

と、初めて体験するニアス島の生活に対する動揺

が相まって、とてつもなく長く感 じたのを覚えて

います。家に着くとまず 「マンディー」というイ

ン ドネシア式の入浴を勧められましたが、日本の

お風呂とは違ってシャワーもお湯もなく、水がた

められた水槽から手桶で汲んで浴びました。マン

ディーを終えて食事になると、床に敷いたマット

の上にお皿やボウルが並べられ、お祈 りが始まり

ました。お父さんが感謝の言葉を述べ、「アーメ

ンJと 言 うと、それに続いてみんなも一緒に「ア

ーメン」と言って食べ始めました。スプーンやお

箸ではなく手を使って食べるとい う初めての体

験も、想定済みだつたので動揺もせず難なく食べ

られました。ニアスでの初めてのご飯は、お米と

ほうれん草のような野菜と辛い魚でした。ご飯は

すごく美味しくて、「エナッ (お いしい)?」 と

お母さんに聞かれても「エナッ、エナッ (お いし

い)Jと 予習してきたイン ドネシア語でサラつと

答えられました。食事を終えても寝るにはまだ早

かつたので、最初の夜は HFと 日本やインドネシ

アについて色々な話をしました。私の HFは、両

親はイン ドネシア語 しか話さないのですが、4人

の子供たちはみんな英語が話せたので、通訳をし

てもらいながらコミュニケーションをとりまし

た。たくさん話 しているうちに時間が経つて夜も

遅くなり、おやすみのお祈 りと聖歌を歌つて、初

日の夜は眠りにつきました。

そんな生活をしていく中で、HF以外にも多くの

人たちと関かかわることがありました。年前中は

プロジェク トの活動を行い、午後は各自の自由行

動だったのですが、ゲームセンターやショッピン

グセンターがあるわけでもないので、自由時間は

基本的に「ジャランジャラン (散歩 )」 をしまし

た。その途中、多くの人たちが「アリガ ト」と私

に声をかけてくれて、その中の何人かとは仲良く

なりました。島の中学生とバスケットボールやサ

ッカーの試合をしたこともありました。サッカー

40



の試合を通 して知 り合った中学校の先生に頼ま

れて、日本語教室を開くこともありました。他の

中学校の先生とも知 り合い、「生徒たちは外国人

に興味があるから、ぜひ皆に話をしてあげてよ」

と頼まれたので、大勢の中学生の前で小さな講演

会もしました。そこにいた生徒の一人がギターを

持ってきて「日本の歌を唄つてよ」と頼んできた

ので、私は「なごり雪」を弾き語 りました。する

と生徒は盛 り上がり、先生も大喜びで一緒に歌っ

てもくれました。話を聞くと、インドネシアでも

放送されている日本アニメ「ナル ト～疾風伝～」

の主題歌でもある「なごり雪」はイン ドネシアの

人達にも人気なんだそ うです。ひとたび歌を唄 う

と、その事を聞いた IIFや近所の子どもたちが 「キ

ョウスケ け ゴリユキ !!」 とギターを持ってく

るようになりました。そして一緒に歌いながら練

習をし、最後には日本語の歌詞を国ずさむまでに

なりました。歌が唄えることが認められると、今

度は 「明後 日の 日曜礼拝のノ、テージで歌いなさ

い」と HFがすすめてきました。夜に教会に集ま

って練習 したりしながら何とか歌を覚えて、礼拝

では完壁に歌 う事が出来て HFも 大喜びでした。
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そんな風に して多 くのイン ドネシアの人達 と

関わり、HFと も少 しずつ絆を感 じ始めたころに、

お別れが来てしまいます。最後のお祈 りを家族で

する時、お父さんがいつも家族の名前を言 うので

すが、家族の名前の最後に「キョウスケ」と僕の

名前を言つてくれたのが聞こえました。最初の頃

は名前をなかなか覚えてもらえず、インドネシア

語で “日本人"と 呼ばれていたのに、ついに家

族の一員になれたような気がしました。そして夜

中の 3時過ぎまで家族みんなが起きていてくれて、

お別れ問際には手紙やイン ドネシア土産を貰い

ました。不便さや戸惑いも少なくはなかったです

が、最高のホームステイを経験する事が出来まし

た。

⑤ モアウォ小学校での

活動 を終 えて

滝まどか14

四日間に渡るニアスでの活動で、メンバーたち

の気持ちが一つになっていったと同時に、メンバ

ーー人ひとりの責任感の向上、子どもに「教える」

とい う自覚が高まった。

活動中の教室は、毎 日生徒達の有 り余るほどの

元気で、教室の窓や、 ドアの隙間から興味津々な

眼差 しで覗き込む子でいつぱいだった。

毎 日の活動後のメンバー同士の話 し合いで

日々活動内容は改善され、工夫を加えた結果、活

動初 日と比べて最終 日の紙芝居 と絵本の読み聞

かせは比べ物にならないくらい良いものになっ

た。初めの方は、こちらが一方的に読んで、子ど

もたちが本当に理解 してくれたかどうか分 らな

い状態で、不完全燃焼で終わってしまっていた。

しかし、だんだん生徒と一体になって一緒に楽 し

む方法、子どもたちの視線をこちらへ向ける工夫

を見いだし、日を重ねるごとにしっかり活動でき

ている、自分の身になっているとい う充実感を味

わえるようになった。

絵本、紙芝居を読むメンバーの声の大きさや、

強弱、表情、表現の仕方なども、子どもたちに伝

えたい、楽しんでもらいたいという気持ちが高ぶ

るにつれ、豊かになっていった。私達が変わると、

同じように子どもたちも一緒に楽しんでくれ、真

剣な場面では真剣に聞いてくれるようになった。

スマ トラ大学の学生の方たちが、初めや最後にイ

ン ドネシア語で子 ども達に本のあらす じなどを

説明してくれたりと、子どもたちと私たちを繋ぐ

懸け橋になってくれたおかげで、今回の活動がス

ムーズにいつたと言つたと思 う。私たち自身も活

動を通して、スマ トラ大学生との交流を深めるこ

とができた。

ニアスでの活動は今回で最後。ニアスの子ども

たちはとびっきりの笑顔で私達を迎えてくれた。

彼 らにとっても、私たちにとってもこの四日間は

特別で貴重な体験だった。

私達が紙芝居や絵本を通 して伝えたことを次

の世代へと伝えてもらい、今後の生活に役立つ知

識として残 してくれることを願 う。

⑥ お別れ会

三枝春菜朽

8月 10日 、モアウォ小学校校庭にてお別れ会が

行なわれた。校長挨拶に始まり、生徒達が伝統的

な歌やダンスを披露してくれた。そこでは、第 9

回プロジェク トで指導 した 「大きな栗の木の下

で」と「幸せなら手をたたこう」も、振 りをつけ

ながら元気よく歌つてくれた。歌の伴奏は、生徒

が鍵盤ハーモニカを用いて演奏 してくれ、「国際

参加プロジェク ト」の活動が、しっかりと現地に

根付いていることを確信することができた。また、

女子生徒数名が華やかな赤い衣装に身を包んで

登場 し、「モヨ」と呼ばれる、歓迎の意が深 く籠

められた伝統的なダンスを披露 してくれたこと

も印象的であった。

天理大学生からは「世界に一つだけの花」を全

員で歌い、生徒の代表がインドネシア語で感謝の

14国際学部地域文化学科 (フ ランス語)1年生
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気持ちを伝えた。その後、住原センター長挨拶、

記念品贈呈と続いた。挨拶の時には、今回のプロ

ジェク トに同伴 して頂いた北スマ トラ大学の学

生が、日本語・インドネシア語の通訳を勤めてく

れた。記念品には、今回の活動で用いられた紙芝

居や絵本、「絆」の文字が描かれた千羽鶴や、小

学校からの要望でパソコンなどが寄贈された。

今年度の活動で伝えられたことが、今後もニア

スの人々と共に生き続けていくだろうとい う大

きな期待に胸を膨 らませ、私達はモアウォ小学校

での活動を終えた。

北スマ トラ大学 との交流会

橋本郁弥皓 苅安健太郎17

16国 際文化学部アジア学科中国語コース 4年生
17国際文化学部ヨーロッパ・ァメリカ学科

英米語コース 3年生

ニアスでの活動を終えた私たちが残す最後の活動

が北スマ トラ大学との交流会であった。 同世代の

イン ドネシア人と関わりあう貴重な機会であったの

で個人的に期待を胸に抱いていた。 しかし、ニアス

での活動とは違い自分たちの発表の練習を重ねてい

なかつたことに多少の不安もあつた。

住原センター長の挨拶、学生代表挨拶の後に私達

のプレゼンテーションが始まった。二部構成になっ

ていたプレゼンテーションは、初めに天理大学・天

理教の説日月、続いて日本の若者文化紹介 となってい

た。天理大学・天理教の説明では「国際参加プロジ

ェク ト」のテーマでもある「他者への献身」という

ことに重点を置きながら大学の成 り立ち、卒業生紹

介、イン ドネシアとの関わりを紹介 し、天理教の歴

史、 「かしものかりもの」の教理などについての説

明をした。そこで多少ではあるが天理スピリットが

伝えられたのではないかと感 じた。

続く日本の若者文化紹介では女性編 と男性編に分

割 して説明をした。女性編では主にファッションを

中心として解説 したが、女子学生が多かったので好

印象であった。続いて男性編ではファッションや音

楽、言葉、アニメなど多岐に波つて紹介し、学生の

興味にも合致したようで食い入るように画面と説日月

者を見ていた。

私たちのプレゼンテーションの後には北スマ トラ

大学の学生が声雰lを披露の時間が待っていた。 トバ湖

の伝説の演劇で、日本の鶴の思返 しに似ている点が

あり親近感が沸いた。
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ラマダンの時期ということで、私たちだけ別室で

昼食をとつた後に、北スマ トラ大学生との交流を深

めるために北スマ トラ大学生 4人 と天理大学生 2人

のグループをつくり、メダン観光をすることになつ

た。私のグループは市場に行 くために、乗 り合いバ

スに乗った。この乗 り合いバスが日本と違いとても

面白い乗 り物であった。大きさはハイエースぐらい

で、その中に 8人以上の人たちが乗 り、人 と人の距

離はとても近く、しゃべらないではおけない状況で、

見ず知らずの人と仲良くなれる。市場は日本 と同じ

く会話を交えての商売で、私たち日本人はお金を持

っていると考えられているため、北スマ トラ大学生

に市場では店の人とは話さないでくださいと言われ

た。 しかし、この市場での買い物はとてもエキサイ

ティングでいい買い物ができた。

ベチャと呼ばれるバイクの横に 3人分の座席を

構えている乗 り物で移動をした。天丼も低 く、座 り

ながら前傾姿勢をとらなければならない空間、エア

コンもドアもなく暑 さと排気ガスで途中気分が悪

くなるが、実に異国情緒溢れたものであつた。着い

た場所はバザールのような場所で、中は雑然として

いて自分がどこを歩いているのか分からなくなっ

た。

バザールを後にし、「お菓子を買いたいJと いう

要望にメダン名物の専門店に案内してもらったが、

私たちの欲 しかったものは/、 ナック菓子だつたた

め、結属 SOGO内 のスーパーで買い物をしホテルヘ

と帰った。期待 していたイン ドネシア人との交流が

できたことに満足し、今でもメールなどで連絡を取

り合 う友人と出会えたことを嬉 しく感 じる。

帰 国

乙守 真喜
18

8月 H日 の早朝、私たちはホームステイ先の人

達と最後のお別れをして車でニアスの空港へ と

向かつた。約 1週間のホームステイが終わつた。

小学校での紙芝居 。絵本の読み聞かせ、ニアスの

18国際文化学部ヨーロッパ・アメリカ学科

フランス語コース 3年生

人たちとの交流、とても大事な時間だつたと名残

惜 しみながらも7時発の飛行機に乗つた。日が昇

つて間もない時間に出発。飛行機に朝 日が差 し込

みとてもきれいだつたのを覚えている。そして、

1時間でメダンに到着 した。メダンに着くと私た

ちはバスでアセアン・インターナショナルホテル

ヘ行った。午前中は休憩。午後からメダン観光。

ホテルで 1泊。 12日 はスマ トラ大学への訪問が

あり、 20時 35分にはメダンを離れた。

飛行機に乗つてシンガポールヘ。 23時にシン

ガポール到着。そこからシンガポール空港で買い

物をしたりして深夜の 1時 15分にシンガポー

ルを飛び立った。約 6時間飛行機に揺られて 13

日の朝 8時半に関西空港に到着。日本も暑かった。
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第 3部 学生によるレポート

インドネシアでの活動後には、毎週大曜日の5時間目に事後研修 12010年 9月～2011年 1月 )を行

つた。毎回数名の参加者に発表してもらい、参力H者同士で討論した後、以下の通リレポ‐卜にまとめた。

1.イ ンドネシアの環境と現実―～なんでゴミすぐほるん?～

上劇 千穂  国際学部地
'或

文化学科 (タイ語)1年生

2・ 背景を知るということ

栄 春奈   国際学部地域文化学科 (イ ンドネシア1語)1年生

a教育が子供たちを救う

滝 まどか1  回1際学部地域1文化学科 〔フランス語)1年生

4・ 私たちは1何を残してこ
―
れたのか?

昔森 祥平  国1際文化学部ヨーロンパ |ア メリカ学科フヲ|ンス語コ‐ス2年生

5,手紙で始まる1国際協力

上由 彩加  国際文化学部ヨ‐ロッパ oア メ)″学科英米語ユース 3年生―

6.月易チフスになゎて良かったこ.と 悪iかったこと ～病床で感じた家族の絆ト

上田 裕太郎 1文
‐
学部国業学国語学科 3年生

■ 1栄養と料理―ホームステイをと|お し|て

大藤 孝洋  1国際文化学部|アジア学科韓回・朝鮮語コース 3年生

8,紙芝居で防災教育

乙守
―
豪喜  国際文化学部ヨーロンパ・アメリカ学科フランス語コ‐ス3年生!

つもホ~―ムステイを上手くすごせる説明書五 hdonttiaニ アス島編

苅安 健太郎 国際文化学都ユーロンパ・アメリカ学科英米語渾―ス8年生

10,現地の言葉で話すということ

一枝 春菜  人間学部宗教学科 3年生
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11.ホームステイ体験記

田中 元恵  人間学部人間関係学科生涯教育専攻 3年生

12と インドネシアの宗孝女

安藤 健太1  国際文化学部アジア学謝中国語ロース4年生

13,音楽交流を通して感
「
じたこと

石倉
.護    国際文化1学部ヨ‐ロッパ アヽメンカ学科英米語コ‐ス 4年生

14・ たくさんの人に支えられて

逸崎 あずさ 国際文化学部ヨーロッパ・アメリカ学科英米語翠―ス 4年生

15,感謝するということ

丸藤 貴子  体育学部体育学科スポ|エン学コ‐ス4年生

16,F絵本・ハルぼ―あちやんの手」教育者としてどのように読み聞かせするか―

阪本 健太演卜 史学部歴史文化学科歴史学専攻 4年生

17.1絵本読み聞かせの工夫1点

橋本 郁弥  国際1文化学部アジア学科中国語コース4年生

18.日 本のこどもたちに伝えたいこと

原田 亜紗美 体育学部体育学科スポエツ学コーース 4年生

19‐ 膨朝ヒ』―とF麟』(π)国際協力

旋都
―
京介  国際女化学部|ヨ ーロンパ・アメ)力学科英米語コース4年生

・ 47・
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インドネシアの環境と現実

～なんでゴミすぐほるん?～

上田千穂
19

こ れ

1と
 子  _

「イン ドネシアではなぜごみを躊賭なく捨て

ることが出来るのか」この点について考えてみる。

国際問題の 1つ に「ゴミ問題」がある。今回私

はインドネイアヘ行き、現地ではゴミをどのよう

に処理しているのかを知った。

まず、インドネシアで見てきたことだが、現地に

入る前から「ゴミをどこにでもほる」と聞いてい

た。だがそれは、バナナの皮、や しの殻などのこ

とだけについて言つているのだと考えていた。現

地に行つて驚かされた。飴の包み紙などお菓子の

袋に止まらず、ペットボ トルの容器など、さらに

は海に向かつて遠 くまで投げるから見ていてと

言わんばか りに捨てていることに現地の子供た

ちは何も感 じてなどいなかった。ホームステイ先

の母も「そこらへんに捨てなさい」と外の空地を

指した。日本に帰ってから眺めていた写真の中に

も、子供たちをとつていた写真の背景にはゴミが

あった。また、ニアスではゴミ処理もしていた。

だがそれは燃えるゴミもプラスチックも一緒 く

たに燃やすということ。しかしまだ私は小さな島

だからゴミに対する認識が薄いんだと考えてい

た。違っていた。イン ドネシアのスマ トラ島の大

学から通訳のためにニアスに来ていた大学生が

平気な顔でペ ッ トボ トルのキャップをカバー し

ていたビニールを教室の床に投げ捨てたのだ。

日本に帰ってから、私はこれらのことが気にな

るようになっていった。そこでインターネットで

調べていくと「コンポス トの利用」や「ゴミ銀行」

が実際イン ドネシアでされているゴミ対策だと

挙げられていた。しかし、それだけではないはず

だと思い、今回ニアスヘのプロジェク トにも参力日

された高藤洋子さんとメールをする中で「日本で

もできる活動」を知った。それらを順に挙げてい

こうと思 う。

1.コ ンポス トの利用

インドネシアに行き、生ごみの山を見た高倉弘

二という人が、コンポス トを利用することでその

まま捨てられてきた生ごみを上、肥料に変え、か

つて見たごみ山を消したそ うだ。では、コンポス

トの利用で挙げられる利点とは 【図 1】 のように

放置するならメタンから来る異臭が、焼却するな

らC02(二酸化炭素)の増大につながる。しかし、

コンポス トを利用することにより、それら害にし

かならなかったものが堆肥 とい う植物にもため

になるものに変わっていくという点だ。

生ごみ堆肥化は温隈化防止にもつながる

→

′
　
　
↓
　
　
ヽ

C02の21倍の
温悪化舟〕果

→

0
難肥化 肥料として活用

【図司】コンポストの利点

もちろん、日本とインドネシアでは環境も違う

ことからコンポス ト内に入れる微生物が育つか、

また輸入 した微生物がインドネシアの生態系に

どう影響を与えるかなどが問題 として取 り上げ

られた。コンポス トの値段についても日本円では19国
際学部地域文化学科 (タ イ語)1年生
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800円 ほどだがインドネシアでは 800円 も高価な

もので受けいれられるまで時間がかかつた。しか

し、今ではスラバヤという地域で 3万個も普及さ

れている。

2.ゴ ミ銀行

イン ドネシアのジョクジャカルタとい う市で

行われている市民のアイディアで、ゴミを『The

」akarta POst』 というところへ持つていくと、通

帳に持ち込んだゴミの種類、量に比例 してお金が

たまるというシステムの銀行、いわゆる『ゴミ銀

行』が 1店舗ある。仲介業者によるゴミの買い取

り価格は以下のとおりだ。

新聞紙 :1キロ当たり

800ル ピア (約 8円 )～ 1000ル ピア (約 10円 )

プラスチック :1キ ロ当たり

約 250ル ピア (約 2.5円 )

白色紙 :1キ ロ当たり

2400ルピア (約 24円 )

大型のケチャップなどのガラスのビン :

100ルピア (約 1円 )

小型のビン :    50ル ピア (約 0.5円 )

スナック菓子のビニール袋や洗剤容器 :

1つ 当たり    15ル ピア (約 0.15円 )

発泡スチロールは、業者には売らず、ゴミ銀行

のボランティアが砂やセメン トと混ぜ合わせて、

旗竿用の台座の原料として使用する。ボランティ

アはスナック菓子 の包装や洗斉Jのプラスチック

容器を使って財布やハンドバッグ、ノー ト型パソ

コンを入れるためのカバンといつた工芸品を作

り、1万ルピア (約 100円 )か ら 4万 5000ル ピ

ア (約 450円 )と いつた価格で販売する。デザイ

ンは自分たちで考えているそうだ。

3,日 本で出来る活動

『 日本におけるゴミ分別のしかたを教えるこ

と』これは日本で出来る活動の 1つだ。実際にア

ジアから来日しておられた方で、自国に戻られて

からゴミ分別を村に持ち帰つたところ、村のゴミ

が減り、きれいになったとの報告もあつたそうだ。

この活動の始ま りは 日本 に住んでお られ るイ

ン ドネシア人に通訳、生活サポー トのボランティ

アで、地域に住む在外外国人が 日本での生活に 困

らないよう、また地域の皆さんが外国の方々を受け

入れ、お互いが気持ちよく 暮 らせるよう、多文化共

生社会を築くためのボランティア活動だそ うだ。そ

のひとつにゴミ出しルールの説明会がある。アジア

の他の国から来 日された方々は、日本の徹底 したゴ

ミ出しルールに驚き、感心するとともにその細かさ

に困る方が多いとのこと。ゴミ出しルール説明会で

は、その問題を少 しでも角罪決できるよう、ゴミを出

す 日にごみ箱をひつくり返 して分別するのではなく、

最初から分けておけばよい、とい うことや写真のよ

うに絵でそれぞれのごみを分別すれば、日本語がま

だ分からない方々にも一 目瞭然だとい うことを提案

しています。(図 2)はあらかじめ分別できるよう作

られたゴミ箱だ。

以上 3つ を調べていくうちに、「イン ドネシアで

はなぜごみを躊賭なく捨てることが出来るのか」

とい う質問に 1つの考えが浮かんだ。それは、こ

れまでのイン ドネシア人の生活で出てきていた

ごみは自然に帰るものだったのではないかとい

うことだ。それが今ではゴミとして捨てられるも

のの多 くが自然に帰ることのないプラスチ ック

や発泡スチロール といったものに変わつていつ

ている。つまり、早すぎる経済成長に市民がつい

ていけるような対策 もなしに輸出してしまつた

先進国側に問題があつたのかもしれない。そして、

この問題を現地の人にだけに任せて しま うのも

無責任だ。実際に何をすることがもつともよい解
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決策 となるか、今回挙げた 3例をみてもわからな

い。現地に行つて直接生ごみの処理の仕方を指導

するのも必要だし、「ごみ銀行」のような地域の

アイディアから始まることも魅力的だ。また日本

がアジアでゴミ分別収集方法や リサイクルの技術

はとても高いレベルにあることから、講習を受けた

人の中の 1,2人が自国に持ち帰つてそれが成功

する、その成功の報告を聞くほど嬉 しいこともな

いだろう。それでも、最終的に気づいて行動しな

くてはいけないのも現地に暮 らす人たちだ。そし

て、地域によつて、同じや り方でも成功するとこ

ろもあれば失敗することもあるだろう。だからこ

そ『地域密着型』のごみ対策を模索する必要があ

る。

背景を知るとい うこと

はじめに

今回、「国際参加プロジェクト」でインドネシ

アという国でボランティアをさせていただいた

のですが、海外でボランティアをするにあたつて、

その国のその地域について知らないと自分たち

がうまく動けないと思った。また、今回インドネ

シアという国に行ってみて、インドネシアの人た

ちにとつて「日本」という国の存在の大きさがう

かがえた。昔から日本とインドネシアは深い関係

にあるといわれているが、私たち日本人はインド

ネシアについて知 らなさすぎるのではないかと

思った。

1.甘い紅茶

ニアス島での活動期間中は、ホームステイをさ

せていただいたのですが、初めて家に行つたとき

にすごく甘い紅茶がでてきた。紅茶というよりも

砂糖の味しかしなくて、ほとんどの残してしまっ

た。次の日先生に聞いたところ、昔からの風習で

砂糖をたくさん入れることが、その家はけちでは

ないということを表すそうだ。もし、それを知つ

ていたなら、ホス トファミリーの好意だと思い残

さなかったのにと思つた。

2・ 独立記念 口

活動の拠点であったニアス島ではかんじられ

なかったが、活動期間の数 日後がインドネシアが

日本から独立した日であり、メダンではインドネ

シアの国旗がいたるところにかかげてあつた。独

立記念 日間近とい うこともあり、盛 り上がってい

るような雰囲気もただよつていたが、私たち日本

人にも優 しく接 してくれて、インドネシアの人た

ちの人柄の良さが うかがえた。

3.イ ンドネシアと日本の関係

インドネシアに行ってみて、日本製品の多さや、

北スマ トラ大学と交流会をした時も日本語を学

んでいる日本語学科の生徒の多さに、「日本」とい

う国の存在の大きさがうかがえた。また、天理大

学にも設立当時からインドネシア語学科がある

ということは、日本とインドネシアが深い関係に

あったということがうかがえる。

(1)歴 史

第二次世界大戦中、燃料の獲得を目的に日本軍20国
際学部地域文化学科 (イ ンドネシア語)1年生
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はマレー半島に上陸し、大束亜共栄圏としてイン

ドネシアの独立を約束し、タイを除く東南アジア

地域一帯を植民地とする。占領中は日本化政策が

とられる。現在も残るものとして「隣組」と呼ばれ

る町内会みたいなものや、インドネシア国軍のは

じまりとされる、軍事教練や兵補などである。第

二次世界大戦に敗戦後も残留 した一部の 日本兵

は、インドネシア人とともに対オラング戦争にも

参加 した。戦後賠償として、賠償 とい う名の下、

建物、デパー ト、橋などを援助した。その時、多

くの日本企業が参入 した。また、2000年まで ODA

の日本最大の投資国はインドネシアであつた。

(2)経済関係

2006年の外務省のデータによると571社の日本

企業がノrン ドネシアで活動 しており、有名な企業

として、 トヨタ自動車、ホング技研、三菱自工、

松下電器産業、日清食品、花王などがあげられる。

逆に、イン ドネシアからの輸入品とし天然ガス、

石油、最近では食料品や衣料品も増えてきている。

イン ドネシアは日本にとつての最大のエネルギ

ー供給国である。

現地のことを知るとい うことは、現地の文化、

人々を知 り、よりよい活動の手助けになるのでは

ないか、と考える。自分が生活 している場所との

違いを知 り、考え、実際に現地に行つてみて初め

て、異文化理解が深まるとい うことを、今回イン

ドネシアに行つてみて改めて実感 した。背景を知

るということは、海外でのボランティアの基本で

あり、重要なポイン トだと考える。日本に帰って

きて、ニアス島での活動のことやメダンでの交流

会のことを思い出す と、もつとうまく活動ができ

たのではないか、うまく過ごすことができたので

はないかと、少 しばかり後悔が残つているが、今

回 うまくできなかつたことが次の活動につなが

ることを願つている。異文化を理解することは、

相手のことを相手の立場になつて考えることも

ふくまれる。相手のことを受け入れる、受け止め

る、活動をする場所 (今 回はインドネシア)の生活

に身をまかせてみる。イン ドネシアと日本の関係

の背景をふまえて今回の活動をふ りかえつてみ

ると、インドネシアの人たちの心の広さに、おお

らかな人柄に、太陽のようなまぶしい笑顔にすご

く助けられた活動であった。

(3)イ ンドネシアからみた日本

日本・日本人のイメージとして、先進国、まじ

め、礼儀正しい、ワーカーホリック、自由 (若者

のファッションなど)が あげられる。またイン ド

ネシアでは、中学校高校の教科書における日本関

係の記述がたくさんあり、インドネシア人は一般

に日本のことを比較的よく知つてお り、日本語学

習をはじめ日本に対する関心が高い。

(4)これから

最近話題になつている、看護師や介護士の不足

を外国の人たちから補 う政策で日本はインドネ

シアと協定を結んでおり、これからも日本とイン

ドネシアは深い関係が続いていくだろう。日本に

とってインドネシアという国の力が必要になっ

てくるだろう。

教育が子供たちを救う

滝まどか21

はじめに

私達の泊まったホテルの周 りには物乞いをす

る子どもがいた。イン ドネシアが貧 しい国とい う

印象がなかつたので、そのような光景に出くわす

とは思つていなかった。今回の活動で私たちがし

てきた 「情操教育」は、子ども達にどんな効果を

もたらすのか、貧困と教育の観点から今後の私な

りの国際協力について考えていきたい。

① 物乞いをする子どもとの出会い

メダンのホテルから物乞いをする3人の少年

が目に入つた。外はもう真っ暗だったのを覚えて

(5)  まとめ・感想
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いる。日本では家で、ゆっくリテレビを見ている

時間だろう。こんな時間に子どもが外で物乞いを

しているなんて信 じられなかった。しかもメダン

の道路は大量の車 とバイクで荒れていてとても

危険だった。日本がとても平和だと改めて思った。

この子達は一 口学校へも行かずに物乞いをして

過ごしているのだろう。バスの窓越しに私に向か

つて手を差 し出してきた少年の瞳はとても暗か

つた。私はどうしてあげたらいいのか分からず、

目をそらしてしまった。

② 物乞いをする子どもの背景

私がメダンで見た物乞いは小学生くらいの子

どもだつた。物乞いの背景には、本当に家が貧し

くて止むを得ない場合 と、やくざのような親分が

取 りまとめていて、子ども達を使ってお金を稼い

でいる場合があることが調べて分かった。しかも、

一 日に稼がなくてはいけない額が決まっていて、

その額に満たないとひどくお仕置きをされる。ど

うしても生活に困つて物乞いをしている人ばか

りではなく、働くよりも収入がいいからといつて

物乞いにはしる人もいるのだそ うだ。家出をして

そのままやくざに捕まってしまった子どももい

るのだとか…。日本では児童に対する福祉が充実

しているからそのような危険なことから子ども

達は守られている。しかし、インドネシアでは、

児童に対する福祉がまだ充実されていない。物乞

いをして育った子ども達の将来はどうなつてし

まうのか。

③ 情操教育の大切さ

学校へ行けなくて育った大人は、危険で搾取さ

れやすい、労働条件の悪い仕事に就 くことが多い。

そこで働き手が負傷してしまえば、家族を養 うこ

とがままならなくなり、またその子どもも学校ヘ

行けなくなる。発展途上国ではそのような悪循環

が続いてなかなか貧困から抜け出せない。教育を

しつか り受けられれば知識や技能がきちんと身

に付き、より安全で安定した収入が得られる職に

就くことができる。それだけに限らず、学校とい

う場では、「情操教育」を学ぶことができる。「情

操教育」とは、「倉J造的・批半U的な心情、積極的・

自主的な態度、豊かな感受性 と自己表現を育てる

ことを目的とした教育」とい う意味である。私達

は小学校 。中学校と、ただ勉強をして知識を身に

つけてきただけではなく、人として大事なことを

知 らない うちに身につけていたことに気付かさ

れた。私達がニアスで実際にしてきた絵本の読み

聞かせでは、子ども達に想像力を持たせることが

出来たかもしれない。あるいは、新しい発想の手

助けになったかもしれない。紙芝居では、実際に

災害から身を守るための知識を教えてきた。万が

一同じ災害が起きたときに、紙芝居で学んだ知識

を生かせたら、私たちの活動が命を救ったことに

なる。学校で教育を受けられないとい うことは、

生・死をも左右させるものだと思った。

モアウォ小学校の子 ども達の笑顔はとても眩

しかった。有 り余る程の元気だった。メダンで見

た少年のような暗い瞳をした子はいなかった。子

どもには学校へ行ってのびのびと遊んで、勉強し

て、子どもらしく無邪気でいてほしいと思った。
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ユネスコの 2000年の統計によると、世界では、

学校に通えない 6歳～H歳の子どもは約 1億 1300

万人もおり、15歳以上の成人で読み書きのできな

い人は約 8億 8400万人と言われている。現在で

は、貧困のサイクルを断ち切るためには教育は重

要な鍵であり、全ての人の基本的人権であると世

界的に認識されている。しかし、教育は長い目で

みないと結果が表れてこないことから、短期的に、

成果を求める医療に関しての対策が優先 されて

しまう。教育の発展なしには政治の進展や、社会

経済の開発は期待できないのに、この悪循環から

なかなか抜け出せないでいる。アフリカなどの貧

困の激しい発展途上国では、例え学校に行けたと

しても、学校の設備があまり良い状態ではなく、

先生は多すぎる生徒の指導に疲れ、授業を進行さ

せるために厳 しい規則や、体罰を与える。授業で

は、普段使っている言葉 とは違 う言葉が使われ、

質問もできず、暗記ばかりの退屈な授業。勉強に

集中することができず、久席も多くなつてしまう。

ついには基礎学力をつけることができないまま

学校を辞め、安い賃金で働き始める。この子達が

成長して家庭を持つても、貧 しいまま。自分の子

どもに学校に行かせることもできない。こんな悪

循環の中に暮らす人もいるのだ。

⑤ ス トリー トチル ドレンヘの教育の支援

私が調べたあるNGOでは学校へ行けない子ども

達に対して様々な支援を行っている。例えば、施

設で寝泊 りさせ、そこから通信の学校に通つてい

る子どももいる。それはあくまでも、子ども達の

希望が最優先とされ、決 して強制されない。NG0

の職員は教育に限らず、衛生面や、性感染症、路

上生活で伴 う危険についても子 ども達に教えて

いる。NGOの支援によつて将来の目標を見つけ、

勉学に励もうと頑張ろうと思っている子 どもは

増えた。しかし、勉強をする姿勢が身についてい

なくて集中することができなかったり、路上生活

の中で幼い頃からの薬の使用で、頭が柔軟に働か

ないなどの問題もある。また、通信を卒業して大

学に上がっても、周 りより劣つていると自分にコ

ンプレックスを持って耐えられずに、また路上に

もどつてしまうことも少なくない。そのような子

ども達の心のケアも必要となってくる。まだまだ

解決されない問題がたくさんある。

まとめ

日本のような小 さい島国がアメリカと対等に

先進国に並べるのは、昔の日本人がとても勤勉だ

ったからだ。勉強することによつて新たな発明を

し、それが海外でも必要とされたから日本の産業

が発展した。そう考えると、教育は豊かな国を作

るためにとても重要だということが分かる。あの

有名なマザ~テ レサも「教育は貧困を抜け出す第

一歩になる」とい う言葉を残 している。だからと

いってむやみに教育を導入するのではなく、その

地域にあつた教育を考えていくべきである。日本

では、全ての子どもが教育を受けられる権利があ

る。家計の厳 しい家庭には国が何らかの形で守っ

てくれる。ス トリー トチル ドレンの将来はどうな

るのか、教育を受ける機会を大人から奪われてし

まっている。このままずつと社会から排除されて

一生を過ごすのか。それはあまりにも無謀である。

わたしは今回の活動を通して学校へ行くこと、教

育の大七刀さが分かった。学校へ行けるとい うこと

が当た り前だけど大切だとい うことに気付 くこ

とができた。いつか世界の子ども達がみんな自分

達の生活のこと、お金のことを考えずに学校へ行

けること、子どもらしく無邪気に笑つて過ごす 日

が来る事を願つている。

私たちは何を

残 してこれたのか ?

吉森 祥平
22

私が 「国際参加プロジェク ト」に参加 しようと

思つたのは、私は将来国際協力関係の仕事に就こ

うと考えてお り、今まで国際協力なんて一度もし

たことがなかつたので、将来の為の第一歩として

22国
際文化学部 ヨーロッパ・アメリカ学科

フランス語コース 2年生
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このプロジェク トに参加 してみようと決意 し、参

力日した。

私は絵本班にな り絵本の読み聞かせをするこ

とになったのだが、絵本の読み聞かせなど今まで

一度もしたことがなかったので、「絵本の読み聞

かせなんて誰でもできるJと 舌氏めていた部分があ

り、イン ドネシアに行くまでの間あまり練習して

いなかった。おそらく一番練習 していなかったん

だと思 う。インドネシアに着いたら初海外だとい

うこともあり、いろんな事が衝撃的で絵本の読み

聞かせをするとい うこと自体イスラムの寄宿所

に着くまで忘れていた。イスラムの寄宿所で読み

聞かせをすることになり、読み聞かせている時に

子供たちの様子を眺めてみると、食べ物を食べて

いたり、話していたり、横向いていたりと集中し

て聞いてくれている子供が非常に少ないのが印

象的だった。どうすれば、子供たちは周 りに気を

取 られず絵本だけに集中してくれるのだろうか、

と考えたが、答えが見るからなままニアスで絵本

の読み聞かせをする日になつてしまった。

初 日のニアスでの読み聞かせは、イスラムの寄

宿所でと比べるとあまり変わらない結果に終わ

り、活動終了時に反省 とこれからどうすればいい

のかを話 し合い、ようやく自分の中でどうすれば

よいのか道筋が見えてきた。二日日、三日目と日

がたつごとに少 しずつ絵本の読み聞かせかたが

進歩していき、上手な人と比べればまだまだだが、

最終 日には初 日とは比べられないほど上達し、帰

国した。

情操教育の難 しさ

帰国後、関本先生から「僕たちがしてきたのは

情操教育だよ」、と教えられ、「情操教育 ?」 とな

ったので、情操教育と言 う言葉について調べてみ

ようと思い情操教育について調べてみることに

した。

情操教育について調べれば調べるほど疑問が

浮かんできた。それは、「私たちが三アスでして

きたことは情操教育になるのだろうか ?絵本の

読み聞かせは成功だったと言えるのか ?」 である。

情操教育は「情操の豊かで健全な育成を目的とす

る教育」と詳書に載っている。「情操の豊かで健

全な育成Jをできたかどうかなど、わかりはしな

い。そこに情操教育の難しさがあると思 う。自分

は正しいことをしたのかさえわからない。私は絵

本の「どろんこハリー」の読み聞かせをした。「ど

ろんこハリー」は、お風呂が大嫌いな犬がお風呂

に入れさせ られようとするときに逃げ出し、遊ん

で泥だらけになり、家に帰っても家族が自分のこ

とをハリーとわかってもらえず、わかってもらう

ため努力するというお話だ。このお話を聞いたか

らといって何か変わるとも言えないし、変わらな

いとも言えない。

また、地震と津波についての紙芝居は、いざ地

震や津波が起こったときに紙芝居で教えた通 り
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に行動できれば成功だといえる。が、それ以外の

紙芝居や絵本の読み聞かせは成功か失敗かがわ

からないので、情操教育は成功・失敗の判断も難

しいと思う。

活動を振 り返 りこれから・・・・

この活動全体を振 り返 り、私自身はうまくでき

なかったと思 う。ホームステイ先の家族とコミュ

ニケーションがとれず泣きそ うになったことも

あったし、絵本の読み聞かせは反省と後悔の連続

だった。しかし、学ばせてもらつたことがあまり

に多く、うまくできなかったが参加 してみて人と

して成長できたと思 う。多くの人の支援があった

からこそ活動を無事に終わ らせることができた

ので、支援 してくれた人に報いるためにも、今回

得たことを、将来、そして今 日から生かせていく。

「国際参加プロジェク ト」に参加 した人、先生

たち、影で支えてくれた人、私の知 らないところ

で協力してくれた人、本当にありがとうございま

した。

手紙で始まる国際協力

上田彩力日23

私は「国際参カロプロジェク ト」に参力日した際、

以前参加 したメンバー (2007、 2008年の参加者 )

からニアス島に住むホス トファミリー宛の手紙

や写真を預かり、渡した。

まず私のホス トファミリーに、預かつた写真を

見せて、彼 らを知つているかどうかきいてみた。

全員のことを知っていて、近辺に住む人はほとん

どお互いが顔見知 りだとい う。村人同士の距離の

近さに、ひとつの地域としての意識やインドネシ

ア人の人柄の良さを感 じた。どこに住む誰である

かを優しく教えてくれて、配達の際にはホス トシ

スターが同行 してくれた。引越ししている家庭な

どもあり、なかな力剖I煩調に手紙配達が出来なかつ

23国
際文化学部ヨーロッパ・ァメリカ学科

英米語コース 3年生

たが、ホス トフアミリーがその家までバイクで連

れて行つてくれたので、無事全ての手紙の配達が

できた。

今回、手紙配達を行ったことで、ホス トファミ

リー以外の現地の人々と交流ができ、私の交流範

囲は広まつたといえる。写真を見せると「○○は

元気にしている?今何をしているの ?」 などイン

ドネシア語で尋ねられ、メンバーの近状を心配 し

ている様子だつた。手紙を渡すと喜ぶ顔が見るこ

とができて、心が温かくなった。私の手紙配達は、

何 らかの意味を持っていたと思 う。プロジェクト

が終わった後であつても、「つながつている」と

いう意識をお互いに持ってほしいと思つた。そし

て自分も現地での活動が終わってから、そ う感 じ

たいと思つたからだ。

学校の校庭では ドッジボールで遊ぶ子 ども達

の姿が見られたことや、モアウォ小学校でのお別

れ会で子どもたちが「大きな栗の木の下で」と「幸

せなら手をたたこう」を歌つてくれて、以前の活

動が継承されているのがよくわかつた。また、今

回自分たちが行つた絵本読み聞かせ、地震・外国

語についての知識が今後 も子 どもたちに継承 し

正
¶
く
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て、役に立ててほしぃと願 う。

ただの交流に終わらせない、継続的な協力をし

ていきたい、という/、 ピリットを持って現地イン

ドネシアでの活動に挑んだ。そして、小学校では

紙芝居や絵本を読むことで現地の子 ども達に教

育を行った。その中で築いた絆は、このような小

さな個人レベルのつながりを確立・確認すること

は、国家間どうしの関係につながるのだろうか。

この経験から、私は個人的なレベルから始まる交

流について考えた。

自分がスポンサーとなり寄付という形で、支援

プログラムを提供 している団体を通じ、開発途上

国の貧困の中に暮 らす子 ども達へ手紙を渡すボ

ランティアがある。お互いの存在を確認 し、支援

を実感することができる。子ども達も温かいつな

がりを確認することができる。このような手紙を

書くボランティアもあることから、手紙をもらっ

て悲 しむ人はいないといえるだろう。

私は自分が国際協力や国際交流をしたいと思

つた際には、国際協力に個人的な意見を持ち、自

分か らアクションを起こすことが大切であると

思 う。何かを始めることに意味があり、それらが

身近に存在 していることを知ってほしいと思 う。

考えること、続けることが私たちに今できること

である。国家と国家、政府 と民間の個人と個人の

関係が、国際関係の改善につながる。個人的なつ

ながり、個人レベルの信頼関係や交渉が発展する

といえる。

身の回 りの小 さな本仕が出来る人間になりた

いと思 う。外交関係修復の手段として、外交政策、

戦略など政治的な言葉を聞くが、第一歩は小さな

他者へ対する行為、一人一人の他者へ貢献する心、

誠実な心であってほしいと思 う。

しかし小さなことから始まる、という言葉はう

たい文句として、さまざまな分野で聞く言葉であ

るが、それオご国際協力に当てはめるのは違 う、と

い う意見もあるかもしれない。河ヽさなものが集ま

って大きくなる、とイメージだけが選考 した甘口

の理想論であるかもしれない。しかし、相手はあ

くまでも「人」であり、技術・設備など、物質的

な支援より、「人」として関ることのソフ ト面の

機能の持続が国際協力を理解する上で大切だと

思 う。「人」同士で関わつて築いた絆を大切にし

たいと思 う。交流とは、向き合 うものがあってこ

そで、現地の人々の家にホームステイという形で

家に滞在させていただいたことや、小学校での活

動で出会った子供たち、協力 しあった先生方、北

スマ トラ大学の学生など、本当にすべての出会い

に感謝している。そして、その出会いを大切にし、

関係を何らかの形で続いていけたらと思 う。実際

にインドネシアに赴き、現地の人々と関わること

で、伝統的な価値観や考え方を尊重しあいながら

協力 していけるのはこの 「国際参加プロジェク

ト」だからできたことだといえる。この参力日する

ことができて、本当に良い経験ができた。

インドネシアと日本 との国家的なつなが りは、

政府や民間の個人と個人の関係から生まれる。一

人一人の人間関係から始まる。「国際参加プロジ

ェク ト」が再度ニアス島で実施されること、また

は活動の継続を期待 したい。また、今回確立した

関係やつながりをどう守っていくのかは、個人の

意識に委ねられているといえる。個人と個人の関

係がつなぐ絆の大切さを知っていきたいと思 う。

日本へ帰ってから、ニアス島のホス トファミリー

にイン ドネシアでの写真を収めたアルバムと手

紙を送った。すぐにホス トシスターから手紙を受

け取つたとメールが来て、そこには手紙の返答と

「あなたとの出会いは宝物」という言葉が添えて

あつた。そんな風に、相手を思ってつながってい

くのだと思う。

腸チフスになって良かったこと

悪かったこと

～病床で感 じた家族の絆～

上田 裕太郎24

8月 9日 モアウォ小学校での絵本の読み聞かせ

の最終日、体調の変化を感 じて寝込んでしまいそ
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こからどんどん体がだるくなって動けなくな り

ました。そしてホス トファミリーに先生を呼んで

もらうように頼みました①この時は先生に見ても

らつて少 し寝たら元気になるだろ うと思つてい

たのでしたが、先生が来るまでに熱がでてきて目

眩がして立っていられなくなりました。ホス トフ

ァミリーみんなが僕の部屋に集まってきて心配

そ うに毛布をかけてくれた り手を握った りして

くれました。僕はこの時家族にすごい迷惑をかけ

てしまつていると思い自分が情けなく感 じま し

た。すぐに先生が来てとりあえず、ホテルに行く

ことになりました。この日の夜、現地の兄弟と現

地の兄弟 とイン ドネシアの伝統武道のシラン ト

を見に行 く約束をしていたのでその約束を破 る

ことになつてしまいさらに自分が情けなく感 じ

ました。この時に兄弟は 「また明日行こう。」と

言つてくれたことがその時の僕をとても安心 さ

せてくれた一言でした。

そ してホテルについて明日元気になつて約束

を果たさないと、と思い薬を飲んで、体温をはか

ると 40度 と表示されていました。自分の体温を

みて余計にしんどくなりました。その時にまずイ

ンフルエンザだと疑われ病院に行 くことにな り

ました、病院につくとすぐにベッドに運んでもら

い先生が来て診察してくれるのを待ちました。隣

では交通事故で運ばれてきた人が唸 りながら寝

かされていたので今 日は近 くで事故があつて特

に忙 しいのかなと思って尋ねてみると毎 日交通

事故でたくさん人が運ばれてくると言っていた

ので驚きました。交通のマナーが日本ほど良くな

く信号も多 く設置 されていないのが原因なのか

なと感 じました。また病院の数も少ないので僕が

運ばれた病院は 24時間あいていてやつぱり日本

とは違 うと感 じました。しかし今考えるとそのお

かげで自分 も診察 してもらえたとい うことに気

付きました。診察 してもらいすぐにインフルエン

ザではなくおなかが張っているか らおそ らくサ

ルモネラだろうと言われました。お腹を触っただ

けでこう言われたのでなんでそれだけで分かる

のかなと半信半疑でした。この日ホ冴ルに帰ると

ホス トファミリーがバナナを届けてくれていて

嬉 しかったと同時に心配かけて申し訳ないなと

思いました。

次の 日もう一度病院に行き血液検査を受ける

ことになりました。そしてこの日病名を宣告され

ました。腸チフスでした。初めて聞いた病気だっ

たのでよくわからないけどとにかくしんどい と

い うのが初めの感想でした。その日はホテルで昼

食会が開かれてお り病院か らかえつてきて自分

のホス トファミリーの一番下の男の子が僕に気

付いてきてくれたのがとても嬉 しかったのを覚

えています。 しかしとにかくしんどかつたので、

あまり話も出来ませんでした。特にお腹がとても

張つていて息苦 しいのと熱 と頭痛がひどかった

ので部屋で寝ることしかできませんでした。その

日の夜病院から処方 された薬が効いて少 し体調

が良くなったときにホームステイ先に戻 り家族

にお別れを言いに行きました。家族が荷物を整理

してくれていて片付けもす ぐに終わ り少 し話を

しました。この時に現地のお母さんから泣きなが

ら「ごめんね」と言われたことがなんだか申し訳

なくて自分の方が心配をかけてしまい「ごめんな

さい」と思つていましたがなにも言えませんでし
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た。薬が効いていてもやはりいつもより身体はし

んどくて、兄弟が泣いてくれているのをみても自

分は出なかったことが悔しかったです。もつと言

いたいことがあったのにと日本に帰ってきて思

いました。

そ してニアスをでてメダンのホテルに戻 り北

スマ トラ大学の交流会なども休ませてもらい休

養をもらい日本に帰ってきました。日本に帰って

きてす ぐに病院にいき腸チフスは最低ニカ月通

院 ヒ́なければならないと言われました。そしてこ

のときはじめて腸チフスの説明を聞いて意外 と

大きな病気なのだなと、わかりました。腸チフス

は東南アジア等の発展途上国で見 られる感染症

で汚染された水や食べ物等から感染 し約 1週間か

ら2週間で発症する病気だと教えてもらいました。

このときに 日本で感染 した疑いもあるといわれ

ていましたが今の 日本では国内で感染すること

の方が難 しいと言われおそ らくイン ドネシアで

の感染だろうと診断されました。発症は個人で差

があり 3日 ～4日 で発症する人もいると言われま

した。そして一応食べるものには気をつけていた

つもりなのですが感染 してしまったので、おもい

だすと幾つか思い当たることがありましいた。

まず一つに一度ホームステイ先の水をのんで

しまったこと、次に現地の子どもからもらった木

の実をたべたこと、家の中の衛生状況などが考え

られました。私の家はニアスの中でも古い家で台

所はかまどの用になってお リハエがとても飛ん

でいたのでハエを媒介にして感染 したとい うこ

とが考えられます。気をつけていたつもりが出来

ていなかったなとこの時反省 と同時にそんな地

域に家族が生活 していることを知 りとても心配

になりました。

そして日本での通院が始まりました。最初のう

ちは週に一度病院に行き血液検査をしました。日

本に帰つてきた時体重が 59キ ロ (行 く前は 66キ

ロだった)だったので少し血を抜かれるだけ倒れ

そうになりました。通院中に助かったことは、食

べ物の制限がなかったことです。そんなに多くの

食材は食べる気に成 らなかったのは事実ですが、

時間をかけてゆっくり食事をとることで食欲 も

徐々に回復 して行き、10日 程経つとほばなんでも

食べられるようになりました、でもさすがに揚げ

物はまだのどを通らなかったです。また便の検査

も何度か行い、チフス菌が検出されるかが確認さ

れ幸いチフス菌が発見されることはありません

でした。しかし菌が発見されなくて完全に治った

とは言えないと言われました最初の 1カ 月は抗生

物質を処方されていましたが、残 りの 1カ 月は薬

をぬき、薬を飲まない状態でチフス菌が検出され

るかを確認 しました。この時もし検出されればま

た初めから治療のや り直しになり、そこからまた

2カ月通院しなくてはいけないと言われていまし

たが無事発見されずに済み、最後の通院が終わり

ました。治療は抗生物質を毎日飲むだけだったの

で楽に終わりました。

そ して しばらくして 日本に家族からの手紙が

届きました。内容は僕のからだを気遣ってくれて

いることや何時ニアスに戻つてくるかとい うこ

と等が書かれていてほんとうに嬉 しかったです。

手紙の他にも手作 りのネ ックレスやお守 り絵等

が入つていて離れていても繁がっていることを

感 じました。僕はホームステイを始めた当初はと

ても不安で 「今 日から家族だよ。」と言われてい

ましたが。正直なところ自分はそうは思っていま

せんでした。でも日に日に生活するうちに仲良く

な り自分が倒れた時に本当に心配 してくれて少

しずつ本当の家族の絆をかんじていきました。も

し自分が病気になっていなかったらこのことに

は気付けていなかったかもしれません。そして文

化や国籍などが違 う人たちとも家族になれるこ

とを、身を持って感 じました。

腸チフスが治った今だから言えることですがこ

の病気のおかげで色々な人に支えられているこ

とを実感 し日本 とイン ドネシアとい う2つ家族

とい うものができ自分の家族 とい うものの定義

が少 し変わりました。家族は血のつながりと一緒

にいる時間が大切だと思っていましたがそんな

ことは関係ないことに気付かされました。
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栄養 と料理

―ホー ムステイ を通 して一

大藤孝洋25

はじめに

私たち人間は、毎 日食べ物を食べて生きている。

食べるという事は世界共通の事であるが、食べる

ものは国によつて異なってくる。そこで今回、イ

ン ドネシアのニアス島でホームステイをさせて

もらつた間に食べた料理の種類や栄養を調べ、ど

のような生活を送っていたのかを報告 したいと

思う。

1.ニアス料理 (ホ ームステイ先)と

日本料理の特徴や違いを比べる

2.ニアス料理の栄養 と特徴について

炭水化物が多いため、エネルギーに変え力を

出せる。

→ 結果、体力がつきやすいのである。

25国
際文化学部アジア学科

韓国 。朝鮮語コース 3年生

野菜が少ないため、ビタミン Bl、 B2、 ビタミ

ン C、 ビタミン E、 食物繊維などが不足してし

まう。

→ 結果、病気になりやすくなつてしまうので

ある。

【シリコンの葉、アヤムゴレン (チキン)】

【ラーメン】

【焼きそば】

食物繊維は人間の体を健康に保つために必ず

必要であるが、野菜料理が少ないニアスでは、ど

毎食ご飯 (お米)がでる

炭水化物が多い

スプーンとフォークか素手で食べる

飲み物や果物は甘いものが多い

少し辛い食べ物が多い

ニアス

(

ヽ
ヽ
′ヽぼ

日本

・ ご飯 (お米)中心の食事

・ 料理のパランスがよい

。 おはしを使ってたべるものが多い

。 お椀をもつて食べる

。 薄味が多い (特に関西 )
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のように食物繊維を取っていたのか ?それは、ア

ボガ ドジュースなどの栄養価の高い果物で補っ

ていたと思われる。それと、シリコンの葉が頻繁

に出たのでそれで食物繊維を取っていたと思わ

れる。

バナナやアボガ ドジュースはビタミンが多く

含まれていてよい。

→ 結果、疲労回復につながるのである。

先ほども述べたアボガ ドは、ギネスブックに

載っており、世界で最も栄養価の高い果物と

言われている。

3.ホームステイでの仰天ニュース

◆ アボガ ドジュース事件

私のホームステイ先のお母さんは、表情がとて

も豊かでテンションが高く、初 日はそれについて

いけなかったが、2日 目の小学校で紙芝居を終え

家に帰るとアボガ ドジュースを用意 してくれて、

それを飲んでいる私にお母 さんが「エナ !!」 と

大きなジェスチャー付きで言つてきたので私も

頑張って 「エナ !!」 と返すと、それが好物と思

われ、毎 日アボガ ドジュースが出てきた。

◆ アジバナナ事件

私のホームステイ先では、たまにバナナが食後

に出てきて食べていた。悲劇はホームステイ中盤

に起きた。その日もいつも通 リバナナを食べよう

と思いバナナの皮をめくると、アリがうじゃうじ

ゃ動いていた。呆然としていた私に、お母さんは

スプーンを持ってきて、アリを掃つて食べなさい

というジェスチャーをだされ、頑張つてアジを取

り除き食べると、お母さんはジェスチャーでまた

も「エナ !!Jと 聞いてきて、私も精一杯の 「エ

ナ !!」 を返 した。正直、味は普通のバナナだっ

たが気持ちはすごく悪かった。でも、今思い返せ

ば、こんな経験は現地でしか出来なかっただろう

し、良い思い出になったと思 う。

おわりに

私がホームノ、テイを通して感じた事は、まず料

理はお母 さんとお姉 さんが交代 して作つていた

点である。家事全般的に女性がしていた。そして、

ご飯を食べる前には必ず神様に感謝をし、「アー

メン」とお父さんが言つていた。お父さんが不在

のときは′自、子が変わりに言つていた。ご飯ノど食べ

るとき、お父さんのみ素手で他はスプーンとフォ

ークを使って食べていた。魚料理が多く肉料理は

めったにでなかった。様々な事を感じることがで

き、初めてのホームステイを通して、家族の温か

さや絆がすごくわかった。ホームスタイをさせて

もらえて本当に良かった。
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【ホームステイ先の献立一覧】

大藤 孝洋

たかさん家のフアミリ

ーとパーティーをした

マ ジ う ま

い !!

チキン、スー

プ、米
パーティー夜

尽 昼の定番魚?
魚が ピリ辛

でおいしい

魚、米～
バナナ

魚、ごはん、

バナナ

焼きそば、ごはん朝

8/6

(金 )

朝の定番なのか ?うまい !!
焼きそば、米

夜
メニューが 3品になつ

た

シ リコンの

1葉 は苦かつ

たけど健康

に良さそう

米、魚、

シリコンの葉
ごはん、魚、野菜

家庭の味 !

スー プとご

はんがあう

スープ、魚、

米、バナナ
スープ魚、

ごはん、バナナ
尽

そばめしを楽 しめた
これ もうま

い :
焼きそば、米焼きそば、ごはん朝

8/5

(木 )

日本で食べるラーメン

と同 じ
普 通 に うま

い !

ラーメン・米ラーメン、ごはん夜
8/4

(火 )

コメン ト味食材名前日時
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ホームステイラス トご

はん

家庭の味 を

今 まで本 当

にあ りが と

う

魚、米魚、ごはん夜

色んな家族が集結 して

たのしかつた

う ま す ぎ

る !!

米、チキ ン、

魚、など
パーティー尽

おいしかった～

ピ リ辛豆 腐

とごはんが

合う

米、とうふごはん、タフ朝

8/10

(火 )

魚料理が最近多い定番の味魚、米魚、ごはん夜

たぶんサンマだった

ア ツア ツ ご

はん が お い

しい

魚、米魚、ごはん尽

ラーメンと米最高 !おいしい
ラーメン、米、

バナナ

ラーメン、

ごはん、バナナ
朝

8/9

(月 )

パン甘かつたうまい !!
魚、米、パン、

バナナ

魚、ごはん、パン、

バナナ
夜

ラーメンと米が合う

しようゆ ラ

ー メンが う

まかった

ラーメン、米ラーメン、ごはん尽

日本の豆腐とは硬さが

違つた
よかった米、とう心、ごはん、タフ朝

8/8

(日 )

アリバナナだつた
チキ ン うま

い

米、チキン、シ

リコンの葉、バ

ナナ

米、アヤム ゴ レ

ン、シリコンの葉
夜

ピリ辛でうまい
スー プがお

いしかった
米、スープごはん、スープ尽

また食べたいな
ナ シ ゴ レン

うまい～
ナシゴレンナシゴレン朝

8/7

(土 )
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紙芝居で防災教育

乙守 真喜
26

私はノイン ドネシアでの活動の一部である紙芝

居をした。私が担当した紙芝居の内容は、地震・

津波の仕組みとその対処法である。このことをイ

ン ドネシアの子供たちの心により残るようにし

たい。だが、子供はなかなか集中力がすぐに散乱

してしまう。そのためには紙芝居のしかたを工夫

し、子供たちを惹きつけることが大事である。そ

こで、回数を重ねるごとに工夫していつた点とそ

の結果を述べていこうと思 う。

その前に、実際に行った内容を右の図とともに

示したいと思 う。まずは、地震の仕組みについて

の説明である。海の下に二つのプレー トがありこ

れがぶつかり、はね上がる事で地震・津波がおこ

る、ということの説明。次に、地震・津波がおこ

つたときにどうすればいいかを登場人物を用い

て内容を進めていつた。それが先生と生徒で、紙

芝居の中の絵には出でこないのだが、読む人がな

りきり会話する。その会話の中で子供たちに質問

をし、どの答えが正解であるか答えてもらう。絵

には三パターンの子供たちの絵をかいて、どれが

正解か考えてもらった。

最後に、避難のしかたを実際に行つた。まずは

私たちが例を見せてから子供たちに行動 しても

らつた。地震がおき、机の下に隠れ、地震が治ま

26国
際文化学部ヨーロッパ・アメリカ学科

フランス語コース 3年生

ったら一列に並び、前の人の肩に手を置き、三つ

の合言葉を口にしながら、 ドアから出ていく、と

い う動作だ。

内容としてはざっとこんな感じである。

● 紙芝居の内容と進め方

そのなかで少 しずつ工夫していった点を種類

男Uに あげていく。

● 工夫 した点

内容について

① 会話形式+ク イズ形式

② クイズを三択にする

③ 合言葉

「押さない 。走らない 。しゃべらない」

子どもたちの理解を促進するために

① 三択で色別に分ける→赤 。青・緑で絵に見

分けをして分かりやすくする。

子供たちの目を見て問いかける。

今絵の中の誰がしやべつているか指を指す

１

１

ｑ

②

③

地震の仕組
みについて

1,と |り」

l山足三・ユ|:I皮

への対処法
のI;す tiり 〕

実際に行動
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囲
教室の中の黒板の前から隅の方へ移動

囲
一回、自分たちが前に出て例を見せ   る。

「机の下に隠れる」⇒ 「しゃべらない」⇒ 「前の

人の肩に手を置いて一列に並ぶ」⇒「建物からで

るの動作」を一つ一つ確認 して進める。

内容点において、①番 目は会話形式にクイズ形

式も加えたことだ。こうすることで聞いている子

供たちも一緒に考え、紙芝居に集中Jし てもらう。

②番 目はクイズを三択にすること。これは正解

も含め、これはやってはいけないと間違いも理解

してもらうためである。

番 目は、「押さない 。走らない 。喋らない」の三

つの合言葉を使い、復唱しやすくしたこと。そし

て実際に避難 してもらう時に、繰 り返し口にして

もらうことでより頭に残 り易くする。実際に子供

たちみんな声を揃えて復唱してくれた。

次は内容の他に促進するために工夫 した点だ。

①番 目はクイズを出している時、三択の絵の子供

の服の色を赤 。青・緑にし、見やすくしたことで

ある。この時に、「どの色の服を着た子が正解か

な ?」 と聞いて返って来る答えが色なのでこちら

も分かりやすい。そして、その絵を見た子供たち

が各々に赤 !や青、緑と口にしていたので考えて

くれているのだなと思った。

②番 目は子供たちに問いかけてみることであ

る。台本には、「みんな分かったかな― ?」 と聞

くところがある。最初は本当にその部分を読むだ

けだつた。なので、子供たちの反応も返ってこな

い。次から子供たちの目を見て聞き、なおかつ間

を置いてみると返事が返ってきた。

③番 目は紙芝居の絵の誰がH柴 っているか指を

さしながら話すということ。 このことにより、絵

の中の誰が喋つているのかとい うことが分か り

やすくなる。そして、私たちの手を動かすことで

手に注目がいき、紙芝居に集中させる。実行 して

みたら、自分が指示す ところに子供たちの目が行

つていることに気付いた。

次は場所の工夫点である。最初は図の中の真ん

中にある黒板の前に台を置き、そこで読んでいた

のだが、右の ドア、左の窓から違 うクラスの子供

たちが出入 りをして聞いている子供たちの集中

の妨げになった。そして場所を左の隅に変えた。

そのことにより右の ドアから入つて来る子供た

ちが聞いている子供たちには見えないし、左の窓

から入つて来る子供たちからは紙芝居が見えな

い。それプラス、集まる形が扇形になり広がらな

いので紙芝居が見やすくなる。

伸

最後は、紙芝居で習つたことを実際に行動に移

してみることだ。体を動かすことでより覚えられ

るはずだ。私たちが前にでて例を見せ、それから

次に子供たちも実行するという形をとった。

そしてその行動が、地震が起きた時の状況を作

る。机をガタガタと動かして似た感 じを作った。

そして机の下に隠れる。子供たちは楽しそ うにす

るのでおしゃべ りが多かったが、国の前に人さし

指をあてて静かにする動作をしたらみんな黙っ

た。そして一列に並んで前の人の肩に両手を置き、

二つの合言葉を国にしながら歩いて部屋から出

て行った。一つ一つできているか確認 しながらし

たので確実なものにすることができたと思 う。

最後に

結果としては、良かったのではないかと思 う。

何回も読み聞かせ、繰 り返していくうちに工夫も

増え、子供たちを惹きつけられたはずだ。紙芝居

を見る目が違ったからだ。しかしこれが本当かど

うか勝手に決め付けてはいけない気はするが、私

はそ う感 じられた。この活動が成功した 。してな

い関係なく、少 しでも多くの子供たちに地震の内

66



容が頭に残ればと思う。

今回、私たちが子供たちに教育とい う形でノイン

ドネシアヘ行ったが、こっちも学んだことがある。

それは紙芝居 とい うものは読むだけではないと

いうこと。最初は台本を読むだけだつたが、子供

たちの目を見て話すことで聞いてくれているの

だという事が実感できた。質問の問いかけに対 し

てもみんなそれぞれ口にし、答えてくれて子供た

ちの素直さを確認できた。その素直さが私にとっ

てとても嬉しいものであった。

ホームステイを上手くすごせる

説明書 in lndonesiaニ アス島編

苅安健太郎27

私が今回このプロジェク トに参加 したのは、自

分にとつて今年が 「チャレンジ」の年 と決めて参

加 した。これまでの大学生活は本当に決まつたこ

とだけをして何の変化もなく何の感激、悲 しみ、

刺激もない本当に内容もない生活でした。そんな

自分を変えたくて今年を自分にとつての節 目で

あり「チャレンジ」の年と決めたそんなときにこ

のプロジェク トを意識 した。ただ自分を変えたく

て、人としてさらに大きくなるために、海外に行

きたくて、このような気持ちで参力日したプロジエ

27国
際文化学部 ヨーロッパ・アメリカ学科

英米語コース 3年生

ク ト。初めて踏み入れる新 しい土地、確かに不安

と希望に満ちていた。しかし、その地イン ドネシ

アについた時点でこのプロジェク トは始動 して

いて、ついたその数時間後にはホームステイをし

ていた。本当に後悔をした初 日であつた。なぜな

ら言語も通 じない家族は多すぎるなどの多々の

問題、不安があつた。その不安は一 日で吹き飛ん

だ。なぜなら本当にこのニアス島のファミリーや

人々はいい人たちだつたからである。

ここで私 はプ ロジェク トメンバーによるアン

ケー トを実施 した。アンケー ト内容にそつて説明

したい と思 う。アンケー ト内容は以下である。

1 便利でよく使った単語は

2 ホームス>イ で困つたこと、その角罪決方法は

3 コミュニケーションのコツ

4 ホームステイで気をつけたことは

5 日本から持っていってよかつたもの

6 どのようにして家族に溶け込んだのか

7 ホス トファミリーに 1番喜んでもらつた

ことは
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8 ホームステイで得られたこと、教訓

9 ホームステイで人としてどのように

変化 したのか

10 もし自分がホス トファミリーになったら

以上の 10の質問をしたところなかなかために

なる結果となった。

1 便利でよく使った単語は

もう一度ラギ

ありが

とう
トウリマカシ散歩

ジヤラン

ジヤラン

挨拶ヤホーヴ後でナンティ

大丈夫
ティゲ

アパァパ
食べるマカン

暑 いパナスうまいエナ

日本語インドネシア語日本語インドネシア語

この表から見てわかるように本当にひとつの

単語だけで通 じてそして会話ができると感 じま

した。エナという言葉は食事のたびに連呼すると

ホス トマザー (イ ヴ)は とても喜びそれだけで少

しずつですが絆ができていきました。パナスやマ

カン、ラギ、ナンティなどは日常の会話でとても

効果的で本当に頻繁に使える単語です。ジャラン

ジャランは家族以外の人たちとの場にもなるの

で、毎 日のように行けば島民すべての人たちと交

流ができます。 トゥリマカシはどこでも通じる単

語で本当にありがとうとい う言葉だけで知 らな

い人や知っているすべての人たちとつながるこ

とができ幸せになれるとても大切な言葉です①こ

の表の言葉だけでは会話は成 り立ちませんが自

分が思 うに一応 これ らの単語だけでも生活はで

きると思ヤヽます。

2 ホームステイで困つたこと、その解決方法で

はメンバーそれぞれの経験が書いてあり驚 くべ

きものも中にあつた、食事が体にあわないので

「小食です」というと、気の利いたインドネシア

の母も食事を少なめにしてくれるそうです。特に

このホームステイで困つたのがやは り言葉 とい

う大きな壁であった。メンバー全員がイン ドネシ

ア語初心者とあり、会話や思つている本当の気持

ちが伝わらず多くのメンバーが困つたという。こ

の言語 とい う大きな壁はどこの国にいっても起

きるものである。メンバーの角年決方法ではやはり

ジェスチャーオど使いとことん会話 したら通 じる

という積極性が大事という答えが多かつた。他に

は先生から支給された「指差し会話帳」が大きく

反響をよび、帰る頃には本がボロボロになるとい

うほどであつた。そして各々それぞれの解決法が

あり、見ているだけで勉強になりました。

3 コミュニケーションのコン、コミュニケーシ

ョンができるかできないかで現地での時間の過

ごし方が変化 し、うまくいくと、とても有意義な

時間を過ごせます。多くの人がジェスチャー、ボ

ディーラングージ、笑顔、冗談、変な体の動きな

どを使 うことにより会話に流れや楽 しみができ

しつかりとしたコミュニケーションができます。

そ して一番重要なことは会話でわかつたフリアど

しないということである。フリをすることでその

場や後々で絆 とい う面でも大きな問題が生じる

ので、フリをせずわからないのならとことんコミ

ュニケーションをすることを進めます。

4 ホームステイで気をつけたことでは、赤の他

人 としてではなく本当の家族 として接すること

により自分も相手も気構えせず本当の家族 とし

て過ごせることができます。しかし、しっかりと

した節度を持って行動をしなくてはいけません。

もし、行き過ぎた行動をするとインドネシアの人

たちの持つ 日本人 とい うイメージが傷つくので

節度があるが、その家族の一員という気持ちでホ

ームステイを行いましょう。

5 日本から持っていってよかったものでは、こ

れは本当に個人差がでるもので体の体調を安定

するために必要なものや暑さ対策、自分なりの日

本食、そして家族へのお生産である。体の体調を
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安定するためにはアクエ リアスやポカ リの粉や

冷えピタ、正露丸や風邪薬などが多かった。自分

なりの日本食では日本のお菓子や梅千、味噌汁の

素やおかゆなどが上げられる。家族のお生産では

お菓子やおもちや折 り紙や折 り紙の本などがあ

ります。他には写真やティッシュ、ゴミ袋、「指

差し会話帳」や変圧器、日本の家族など写真など

も大いに活用されたそ うです。

6 どのようにして家族に溶け込んだのか、まず

は自分 自身がホス トファミリーに興味を持ち接

する事が大事である。積極的にコミュニケーショ

ンをとつたり、子供 と遊んだり、

指差し会話帖でひたすら会話をしたり、歌を一

緒に歌つたり、家の手伝いなどを一緒に行 うこと

により言語の壁 もなくな り家族の中に溶け込む

ことができます。

7 ホス トファミリーに 1番喜んでもらつたこ

とでは、手料理したこと、自分がホームステイを

したことや、私という存在など本当にホス トファ

ミリーも生徒のこと喜んでくれるようです。

8 ホームステイで得 られたことでは、積極的・

自発的に行動することの大切さ、自己主張をはつ

きりと行 う、何事も経験、感謝ということを忘れ

ない、郷に入れば郷に従えなどメンバー全員が 1

つないしは 2つ は教訓を得て 日本に帰ってこら

れています。

9 ホームステイのおかげで人 としてどのよう

に変化したのか、この質問では多くのメンバーが

行く前と後では考え方や感 じ方が変化 していた。

日本では当た り前だと思っていたことが当た り

前ではなかつたと気づいたり、視野が広がったり

「世界」という枠で物事を考えるようになつた。

さらに新 しい世界に出て、さまざまな人たちと出

会いたいなど本当にメンバー全員が人 として 2

倍 8倍以上に大きくなり成長 したことがわかり、

やはり海外に行 くことは人 とい うものを大きく

するものである。

10 もし自分がホス トファミリーになったら、

今回は自分たちがホス トとな りどのようにする

か今回の経験も踏まえて考えてもらつた。自分が

不 自由だと感 じたことを感 じさせないように努

力する、自分から話 しかけ安心させる、日本語を

教えてあげたり、日本の文化にどつぷ りつからせ

たりなど、受身ではなくホス トファミリーも積極

的に行動 しようとするのがみ うけられた。

少 しですがこれ らのことを踏まえてイン ドネ

シア・ニアス島でのホームステイをすると快適で

多くのことを得ることができ人として 2・ 3倍以

上になつて帰ってくることができる。

現地の言葉で話すとい うこと

三枝 春菜28

はじめに

私はモアウォ小学校の 1・ 2年生を対象に『 ど

ろんこハ リー』とい う絵本の読み聞かせを担当し

た。 4日 間にわたり行われたモアウォ小学校での

教育支援活動および現地でのホームステイを通

して、私は「現地の言葉で話すということ」にと

ても魅力を感 じた。公用語ではなく、その土地の

人々の言葉を用いて接することで、親近感が生ま

れ、現地の人々と親密な人間関係を築くことがで

き、より効果的な交流 (特にモアウォ小学校にお

いては教育支援活動の実施)に繋がるのである。

1.イ ンドネシア語とニアス語

ここで、まずはインドネシア語とニアス語の成

り立ちや特徴を簡単に紹介していく。

インドネシア語 (Bahasa lndonesia)(公 用語 )

は、インドネシアの島々を波り歩くマレー商人た

ちが広めた交易語 (リ ンガフランカ)であつたマ

レー語の一方言を、国家の共通語としたものであ

る。インドネシアは万を超える島々に、2億 3千

28人
間学部宗教学科 3年生
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万人もの人々が住み、580以上の言葉 (地方語)

が話されているため、一つの民族の言葉を国語と

定めるよりも、リンガフランカのマレー語のスマ

トラ方言をイン ドネシア語 として定めたのであ

る。

一方、ニアス語 (Nias)(方言)は、オース ト

ロネシア語族に属する言語で、話者はイン ドネシ

アのニアス島、バ トゥ諸島に居住する。言語学分

類的に北西スマ トラ語に属し、話者数は約 77万

人 (2000年 )である。方言として、北部方言、

中央方言、南部方言の 3つがあり、私たちが滞在

していたグヌンシ トリはニアス島北部に位置す

るため、おそらく北部方言が話されていたであろ

うと考えられる。

2.ニアス語を使ったコミュニケーション

今回の「国際参加プロジェク トJの事前研修で、

私はOBoOGの 方々からニアス語である「ヤホ

ーブ」 (こ んにちは)や 「サオハグル」 (あ りがと

う)な どの簡単な挨拶を教わっていたため、現地

の人々との会話でよく用いていたが、その他のニ

アス語はほとんど知らなかったため、基本的にホ

ス トファミリーも公用語であるイン ドネシア語

で会話をしてくれていた。しかし、日が経つにつ

れてホス トファミリーが「これはニアス語では～

と言 うんだよ」と教えてくれるようになり、私は

教わつたニアス語オど積極的に会話の中に取 り入

れるようにした。すると、ホス トファミリーや現

地の人々はとても喜んでくれ、現地の人々と私の

心の距離がぐつと縮まっていくのを感 じ、とても

感動 した。このような体験から、「もしかすると

私が学校で読み聞かせている絵本をニアス語に

訳 したら、子供たちも喜んでくれるかもしれな

い」と思い、ホームステイ先の姉弟に手伝っても

らいながら、絵本の現地語訳に取 りかかつた。

2.絵本を訳す前と訳した後の子どもたちの反応

私がニアス語に訳 した絵本を生徒に読み聞か

せることができたのは、モアウォ小学校で行われ

る活動の最終 日に当たる、8月 9日 の僅か 2回の

授業のみであつたが、公用語での読み聞かせの時

とは異なる生徒たちの反応を確認することがで

きた。

公用語での読み聞かせの初 日は、子供たちの反

応が薄く (私の練習不足が原因の一つであったと

考えられるが)、 ただじつと見ているとい う感 じ

で、内容をちゃんと理解 してくれたのか分からず、

不安な気持ちが残る結果となった。その点は、毎

回授業後の反省会で「ああした方がいい、こうし

た方がいい」と仲間にア ドバイスをもらい、様々

な工夫をこらすことで、回を重ねるごとにある程

度改善することができたと思 う。
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一方、三アス語に訳 した絵本の読み聞かせでは、

単語 。単語での生徒の反応に若千の違いが見られ

た。 うなずいたり、笑つたり、私に続いてその単

語を繰 り返し発音するなど、生徒の集中力も高ま

って、絵本の世界に生徒を引き込めたという手応

えを感 じた。その中でも「ブルダンサ (イ ンドネ

シア語でダンスとい う意味)」 のニアス語 「ファ

ゾゲゾゲ」は特に反応が良かった。

しかし、結果的にニアス語に訳した絵本の方が

良かったのかと言 うと、一概にそ うとも言えない。

というのも、今回私達が絵本の読み聞かせの対象

としたのは小学校 1・ 2年生の生徒であったが、

モアウォ小学校において、公用語であるイン ドネ

シア語の勉強が始まるのは 2年生からであり、対

象とした生徒達の少なくとも半数は、イン ドネシ

ア語 自体まだ しつか りと理解できていないとい

う事実が後に明らかとなつたのである。また、二

アス語においても分かるものと分からないもの

があるようで、例えば「犬Jと いう単語はニアス

語では「アス」というのだが、生徒達はイン ドネ

シア語での「アンジン」の方が理解 している様子

であつた。 (私 のホームステイ先にいた 8才の女

の子も、犬を指さして 「アス」ではなく「アンジ

ン」と言つていた。)私が絵本の現地語訳を手伝

つてもらったホームステイ先の姉弟は 16歳 と

11歳の子だつたので、高学年くらいの生徒に読

み聞かせをしたら、ニアス語訳でも十分理解でき

たかもしれない。

おわりに

以上のように、ニアス語訳の絵本の読み聞かせ

については様々な問題を残 したまま、活動は終わ

りを迎えてしまったのだが、異文化理解において

「現地の言葉で話すとい うこと」の重要性や魅力、

それが生み出す人間関係における効果など、私が

学び得た物は大変多く、そのきっかけを与えてく

れ、また力を貸してくれたホス トファミリーには

とても感謝している。

ホームステイ体験記

田中元恵29

い

,_＼

″/

2010年夏、イン ドネシアのニアス島での初めて

のホームステイは驚きと涙いっぱいのものであ

つた。何度振 り返っても記憶に残る体験記である。

ホス トファミリー との対面、不安

「国際参加プロジェク ト」3日 目に活動拠点 と

なるニア /、 島へ到着 し、モアウォ小学校で PTA

20人
間学部人間関係学刊生涯教育専攻 3年生
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のホス トファミリーの方達 との顔合わせがあっ

てからす ぐに私達はそれぞれの家へ連れて帰 ら

れることになった。何もわからないまま母 (イ ブ)

にバイクで自宅まで送ってもらったのだが、まず、

あまり英語がわからないイブと私、それからイン

ドネシア語ももちろん会話できるわけもなく、コ

ミュニケーションが困難であった。何より心配に

なったのはニアスに着いてからからトイ レに行

きたい時が来ることだった。どうすればよいか先

に聞いておく必要があつたので、案内してもらう

と「ここが トイレだけど壊れていて使えないから

ここでいいよ」と排水溝をゆびさされてしまった。

トイ レに行かずに一週間過 ごすことはできない

ので、驚いて泣きそうだった。不安すぎて日本に

帰 りたくなつた。そこで先生に電話をかけたいと

頼んで携帯電話を貸 してもらったがかけ方か番

号が違 うのか、かけることができなかった。さら

に不安になって涙が出た。晩ごはんを食べるよう

に勧められたが他の家族は誰も一緒には食べよ

うとしないので気まずかった。テレビもラジオも

会話もなく家の中はシーンとしていた。私が相当

困つた顔オごしていたのであろう。家族は「寝てい

いよ」とベッドヘ案内してくれた。そこでまた驚

いたのは、フラットなベンドに姉妹 と私の 3人が

寝るということだった。今 日初めて会った家族に

両隣挟まれて寝ることに驚いた。早く明日になっ

て他のメンバーに会いたかったし様子を知 りた

かった。

眠れたのかどうか自分でもわからないまま午

前五時、朝食の準備を始めた姉 (ヤ ンティ)にマ

ンディOKしてもらつて汗を流 した。水は研修の

話より見た目は大丈夫だったので抵抗なかった。

朝食を食べて学校へ行 く準備をしたものの行き

方もわからなかったが、イブが 「まだ早い」とい

うからとにかく待って、制服に着替えたイブと家

を出た。イブはモアウォ小学校の先生だった。こ

の日は乗 り合いのタクシーで登校 した。学校でメ

ンバーに会えるとうれ しくてほっとして不安か

らの解放で涙が止まらなかった。この日から本格

的なプロジェク トが始まる日で全校児童 とメン

バーが顔を合わせた。

午前中の活動を終えて、本当はまだ帰りたくな

かつたけれ ど一人で帰れる自信ももちろんなか

つたので、イブとすぐ帰宅した。不安が大きすぎ

てお腹 もあまりすかなかったが昼食をとりあえ

ず食べた。家族は各々が食べたいときに一人ひと

りが食べるスタイルであったようで慣れてきた。

午後四時に同い年の大学生 (イ タ)が大学に連

れて行ってくれるというので、それまで小中学生

の妹 (フ ェンとエンダン)と 家の裏の海辺の散策

(ジ ャランジャラン)につきあってもらつて、自

己紹介をした り地震があったときのことなど聞

いてみた。広がる海 と妹たちのおかげで私は「あ

せ らなくてもいいんだ、できることを精一杯やれ

ばいいんだ」と思えて不安や緊張から開放された

ような気がした。それからは少 し元気になったこ

ともあつてお土産のおかしをあげた りしてコミ

ュニケーションも何 とかできるようになってき

た。

それからイタと歩いて大学へ行った。成績発表

か何かの日でたくさん学生達がいてイタの友達

や彼氏も紹介 してくれてニアスのキャンパスラ

イフが体験できた。イタにイブからの電話があつ

て急いで帰ると先生方 とメンバー数人が自宅に

様子を見に来て下さつたていた。 トイレのことを

確認 してもらうと壊れているのは二つある トイ

レのうち片方だけだとわかり安心した。

外の風景と 食生活

しか し三 日目の活動中にとうとう倒れてしま

つた。精神的なものと食事と睡眠も十分でなかっ

たせいであろう。午後から先生のいるホテルで休

ませてもらってこの日はホテル泊になった。着替

えを取りに一時帰宅すると姉 (フ ィシカ)に [Are

you sick?]と 言われて一瞬戸惑ったが 「寝る

だけだから大丈夫だよJと いっておいた。

四口目は一人で寝 られたこともあつて元気に

なって活動できた。年後はメンバーで折 り鶴の作

品の制作もあつて帰るのが少 し遅 くなったが方

法がなく初めて歩いて帰宅 した。道の路肩でテー

ブルに直に置かれて売 られている魚を見て驚い

た。家までもうすぐのところでイブがバイクで来
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てくれてシティヘ連れて行ってくれて、生のココ

ナッツを食べたり、レス トランでミーゴレンやラ

ーメンを食べた。そこでは小中学生の子どもも労

働 していたのがテ レビでしか見たことがなかっ

たので、不思議な光景だつた。日本ではほとんど

見られないような色や形の果物や魚が多くて、い

かに気候や文化違 うかを感 じた。

シティでは果物を買い、コンビニにも行つてイ

ンドネシアで初めてションピングをした。

五日目は日曜 日ということもあり、別の小学校

の先生であるフィンカの小学校ヘイタと二人で

行った。日曜礼拝の指導があって子どもたちは教

会へ行き私たちは帰宅した。昨日買つたパイナッ

プル (ナナス)に塩をつけて食べたり、庭になつ

ているカカオ (チ ョコラ)を味見した。チョコレ

ー トからは想像できない酸っぱくて予想外の味

だった。お昼は姉の友達が、野菜のかき揚げ「バ

ックワン」を作 りに来てくれた。これはニアスで

食べたもので一番おいしかつた。

ホームステイも終わりに近づいて

近くに住むイブの母 (ネネ)やおじさんおばさ

んなど親戚が次々に私に会いに来てくれて、家に

もお邪魔 した。たくさんのニアスの家族に出会 う

ことができた。とにかく親戚の家が近くて学校帰

りでも毎 日のように挨拶を交わせるくらいで戸

が開けつ放 しの家も少なくなかつた。

午後からはメンバーの集まりがあって作品の

制作に取 り組んだ。途中激 しいノ、コールや雷もあ

つて熱帯雨林気候を体感 した。

六 日目の活動最終 日はラマダンの初 日であつ

たため学校は休 口らしく、子どもたちも早くに帰

ってしまったことで、歌の練習などした。

帰宅 して私もそろそろ終わ りを迎えるニアス

での時間を振 り返 りながら家族にメッセージカ

ー ドを作ることにした。エンダンの友達も一緒に

遊びながら、ゴミ (サ ンパ)を―力所に集めるこ

とを教えた。玄関と室内の区別があまりはつきり

しない文化には多少慣れるしかなかつたが、ゴミ

を散 らかつたままにする習慣を少 しでも変えた

かったからである。

その後は最後にもう一度子 どもたちと海に行

って空気をいっぱい吸い込んでたくさんのニア

スを吸収できたことを嬉 しく振 り返つていた。

最終 日はモアウォ小学校でお別れ会 とホテル

オ トモシでホス トファミリーとの昼食会。メンバ

ーそれぞれのファミリーが一堂に会して、思い思

いのランチタイムを過ごした。終了後先生が荷物

回収に来るとい うので居間で家族 と待っていた

が大幅に時間は過ぎて三時間半はそこにいただ

ろう。疲れてしまった私はホームステイ最後の夜

にも関わらずすぐに寝てしまった。

ありがとう ごめんなさい

ニアスをたつ朝、夜中の二時に目覚め、予定時

間まで荷造 りや身の回りの整理をしていて、準備

していた靴下がないことに気づいてあたりを探

す と置いたはずのないところへ置かれていて中

にはイブからの手紙が入つていた。それを見た瞬

間に大泣きし、手紙には「女良 (娘 )」 や [maaf(ご

めんなさい)]の文字が見えて、イブに対する私

の態度はとてつもなく申し訳なかつたとい う感

情があふれてきて謝 りたかつた。伝わつたかどう

か分からないままでなかなかコミュニケーショ

ンもとれなくて、いつもイブの表情が恐くて面と

向かつて答えられなかつたこと、食事のこと、べ

ッドや トイレのこと、生活のあらゆることに驚く

私を心配 してくれていたことを思 うと、心からご

めんなさいと一週間ありがとう!!と い う気持ち

が涙になってあふれた。

バパもいなくて、五人の子どもたちとの生活を

支える体が丈夫でないイブのことを思 うと、帰る

のがさびしくなってしまった。迎えの車が来てく

れるまで家族 と何度も何度も別れを惜 しんで、最

後は笑顔の「サォハグル (あ りがとう)」 「サンパ

イジュンパ (さ よなら)」 であつた。

私のホームステノTは涙に始ま り笑顔に終わっ

た。
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インドネシアの宗教

安藤健太30

はじめに

最初になぜこの「国際参加プロジェク ト」に参

加 したのか、それはインドネシアとい う海外に対

しての興味はもちろんあったのだが、なによリイ

ン ドネシアとゆう日本語が通じず、ほとんどなに

も知 らない土地で自分がどれほど人の役に立て

るのか、また自分がどこまで出来るのか試 したく

応募させていただきました。しかし、実際現地の

フイン ドネシアに行って、何が出来たのか、どれほ

ど自分が未熟で不甲斐ないかを学び、また震災が

あつたにも関わらず どれほど力強く生きている

かなどホームステイ先や小学校を通 じ様々なこ

とを学ばせていただきました。

イン ドネシアとゆ う環境が全 く異なった世界

での生活は自分を食事や、文化、教育など様々な

事に興味を抱くきっかけになり、その中でも特に

宗教について一番興味を抱いたのです。それは、

現代の日本にはない信仰心の強さ、また普及度に

驚いたからなのです。

自分は天理教を信仰 しており、周 りにも天理の

大学ゆえに多くの天理教を信仰する知人がいて、

何も信仰 していない無宗教の人はそれほど多く

はいません。 しかし、日本の世間一般を見たら、

その観点は 180度変わり、ほとんどの人が何も信

仰 していない無宗教だと、信仰 していても熱心に

していなく名前だけの人がほとんどだと思われ

ます。

なぜ同じアジアなのにそれほどまで普及 した

のか、それらの観点からホームステイ先が信仰し

ていたキリス ト教、インドネシアのほとんどが信

仰しているイスラム教、2つの宗教を中心に宗教

が与えるインドネシアヘの影響などを、この活動

報告で述べていきたいと思う。

1 土着宗教

イン ドネシアは世界で 4番 目に人 口が多い国

で約 2億人を抱える多人口国家で、その総人口の

約 87%がイスラム教とい う、世界でも最多数の

イスラム教国とされていて、他にもキリス ト教、

ヒンドター教など、様々な宗教がある国とされて

いるが、それらの宗教がイン ドネシアの国境を越

えてきたように、イン ドネシアの上着宗教も存在

していた。それが、バタック地方による土着宗教

である。

バタック地方は、バタック人が住むスマ トラ島

の北部山岳地帯の真ん中の峻険な斜面によって

海岸低地地域から切 り離された高原周辺をさし
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てお り、このような地理的条件、もしくは、バタ

ック人が食人習俗をもつている種族 との噂を聞

いてか外部の人間の怖れなどがあり、バタック人

は外部世界から比較的孤立して暮 らしてきた。し

かしこのことは、彼 らが外部の人間や文化との接

触をまつたく持たず、完全に自足的で閉鎖的に暮

らしてきたことを意味するものではない。インド

洋を渡つてノインドから直接、またジャワ島から間

接的に伝わってきたヒンドゥー文化は、バタック

人の言葉、宗教などに大きく影響 している。

その宗教的側面からいえばどうであろう、もち

ろんこのバタックに存在 しており、占いや病気を

治すなどの上着宗教が成 り立っていた、しかしこ

れ らはバタックでも一部のもので しか無かつた

のだ。たが、バタック全体に影響を与える宗教も

存在 しており、それがシシガマガラジャ信仰であ

る。シシガマガラジャとは王様の称号であり、政

治権力 としてバタック地方オど支配するものでは

なく、宗教的権威によつて君臨していたとされて

いる。

2 イスラム教 。キリス ト教との関わり

イスラム教、キリス ト教の布教が強くなったの

は、 19世紀半ばぐらいといえよう。

南に住む ミナンカバ ウ人の間で行われたイス

ラム改革運動は、隣接 しているバタック地方にも

影響を及ばし、それをきつかけに南部地区を中心

としたバタックのイスラム教普及が始まつた。

キリス ト教はといえば、ちょうど同じ頃に入つ

てきており、それはイスラム教に対抗するため植

民地支配 しているオラングの力がこの地を支配

していることから与える影響であった。 しかし、

これまでキジス ト教は 1824年 、1884年 と

2度バタック地方における布教活動を失敗 して

いて、1861年 にバタックの中心の トバ地区で

やっと浸透 してきたのである。それ以降徐々に信

者数が増加 していき、現在ではバタック地方の人

口の約40%が新旧教のキリスト教徒であると

され、トバ地区においては90%を超えることに

なった。

まとめ

この度、この活動報告書を通して、イン ドネシ

アと宗教の関わ り、また歴史について調べたが、

やはリイン ドネシア現地に行って聞いた声には、

いまだに引っかかるものがある。もしかしたら、

あの時自分の言葉が通 じなかったのかもしれな

い、だからこそ確かめに行きたいと深 く思 う。

この 「国際参加プロジェク ト」は、自分にとつ

てかけがえのない大切なものとなった。チョイ悪

風で恐いのにバイクは 30キ ロ台のや さしいお

父さん、英語ペラペラ美人なお母さん、首の横か

らひげが生えて早朝に釣 りに行 く元気なじいち

ゃん、しつか りものでふざけるのが好きなジョデ

ィ、わがままで泣いてばつかりの可愛いニコ、本

当に最高の家族でした。そんな家族の温もり、信

仰心の強さを学んだプロジェク トでした。
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音楽交流を通して感 じたこと

石倉護阻

1。 はじめに

私はイン ドネシア・ニアス島での一週間のホー

ムステイ生活を通 して、音楽がニアス島の人々の

生活に深 く密接 した重要な文化のひ とつである

こと、そして、音楽交流は異文化で人々と交流す

る上で、ことばや文化の違いを越えて人と人との

心の意志疎通を可能にしてくれる大切な役割を

果たすとい うことを学んだ。私は以下で、その理

由を自分のニアス島での経験 とリサーチに基づ

いてと述べていこうと思 う。
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2.音楽と宗教の関わり

音楽がニアスに住む人々の生活に密接 した重

要な文化のひとつであると述べるのは、彼 らが信

仰するキリス ト教の 日常的なお祈 りや 日曜 日の

教会でのミサにおいて、歌を歌 う機会がたくさん

あるし、彼らは日常的にギターを弾きながら近隣

に住む人々と島に古 くから伝わる歌や最近流行

しているポップスを歌 うとい う楽 しく温かい文

化があるからである。

インドネシアでは、国民の約 90%弱がイスラム

教、10%弱がキリス ト教、そしてその他がヒン ド

ゥー教を信仰 していると言われている。国民の大

半がイスラム教信仰者であるにも関わらず、ニア

ス島ではキリス ト教徒が多数派であるので島民

の生活 とい うのはキリス ト教の宗教色を帯びて

いる。しかし、もちろんイスラム教徒もいるので

イスラム教色が全くないとい うわけではない。実

際、私がホームステイさせて頂いた家族の方々も

キリス ト教の教徒であったので、就寝前には毎 日

必ず聖書に書かれている文をメロディーにのせ

て歌っていた。父親か母親が一節を歌い終わると

子供たちや近隣に住む人々も一緒に声を合わせ

て歌 うという感 じだった。また、滞在中一度だけ

ミサ とい う日曜参拝に連れて行ってもらう機会

を頂き、そこでたくさんの人びとが約 3時間ずつ

と聖歌を楽しそうに歌 う姿を拝見した。何人かの

島民がギターやキーボー ドを演奏 して、それに合

わせて声を張つて歌つている陽気な姿を見て私

は感銘を受けた。ミサが終わった後の人々の様子

はとても満足気だったし、私自身、歌は歌えなか

ったがその雰囲気に釣 られて心地よい気分を味

わうことができた。これで、音楽が果たして生活

に密接 した重要な文化なのかは言 うまでもなく、

宗教が彼 らにとって重要な生活の一部である限

り、音楽も彼 らの生活から切つても切 り離せない

大切な文化と言えよう。

3,日 常生活における娯楽としての音楽

宗教的な面から文化 としての音楽の重要性を

述べたが、彼 らのギターを片手に家族、または近

所に住む人々と一緒に歌を歌 う様子から彼 らの

日常生活における音楽の重要性が分かる。私がホ

ームステイ していた家族は皆ギターの弾き語 り

が好きで、毎晩様々な音楽を聞かせてくれた。家

族のひとりがギターを弾き始めると、それに釣ら

れて他のみんなも歌を歌い始め、いつの間にか、

隣に住む子供たちも集まり 10人以上で歌を大合

唱するということもあつた。私の住んでいた家族

だけがギターの弾き語 りを日常茶飯事にしてい

るのではないかと思 うだろうが、しかし、私の近

所に住む別の家庭からもギターの弾き語 りの音

があちらこちらから聞こえ、また、プロジェク ト

のメンバーのひ とりも家庭のギターで日本の曲

を歌って聞かせるとい う事をしているほど、ギタ

ーとい うのはどの家庭にもひとつはある代物で

あると思われる。それに加え、ギターの練習用譜

面があるわけでもないのに、幅広い年齢層の人々、

または男女 どちらもギターの弾き語 りができる

のは、親から子へ、兄弟から姉妹へ、または友か

ら友へとギターの弾き方を教え合い、娯楽 として

共に楽しんでいるからであろう。したがつて、音

楽は彼 らの生活の一部であり、重要な文化のひと
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つである。

4.言語の違いを越えて意志疎通

を可能にする音楽

これまでニアス島での音楽 と日常生活の密接

した関係性 とその重要性について述べてきたが、

次に音楽交流を通 してホームステイ先の家族 と

言語や文化の違いを越えて家族の方々と心の意

志疎通ができたことに関して説明し、異文化での

音楽交流の重要性について主張したいと思 う。

おそらく、私はプロジェク トに参力日したメンバ

ーの中でも音楽を通 して最もコミュニケーシヨ

ンを図り、意志疎通を可能にしたひとりだと自負

できる。というのも、私は毎晩、ホームア、テイの

家族の方々と一緒に庭先で一緒にイン ドネシア

の歌を歌い、他のメンバーでもそこまでインドネ

シアの音楽 と触れ合つた人はいなかつたからで

ある。したがつて、他のメンバーに比ベインドネ

シアでの音楽交流 とい う観点で言えばより確実

で信頼のおける意見を述べる事ができるのでは

ないかと思 う。しかし、これはあくまで個人的な

意見にすぎない。

私は、異文化や他の言語を話す人々と出会つた

時、その現地の音楽を一緒に現地の人々と歌つた

り、また自国の音楽を紹介 して歌 うことで、現地

の言語を話す事ができなくても、その時の場の雰

囲気やその現地の音楽のメロディーによつて心

を通じ合わせる事ができたり、お互いの文化を知

ることができると思つた。

モアオ小学校で、ホームステイ先の家族の方に

初めて出会った時、私は彼らの話すイン ドネシア

語オど全く理解することができなかつた。したがつ

てこの先 どうコミュニケーションをしていけば

いいのか不安であった。しかし、始めての晩御飯

の後、庭先で家族の方々や近くに住む従兄弟達が

ギターを奏でてインドネシアの歌を歌い、私の事

を歓迎してくれた。その時も、何を言つているか

理解できなかつたが、音楽に合わせ踊つたり、歌

を真似 した りしながら歌 う夢でコミュニケーシ

ョンを取ることができ、ほんの一夜で仲良くなれ

た。この晩、私は『 ダヌニハー』というニアスに

伝わる歌の歌い方や楽譜をカタカナ表記でノー

トに記録 し、その後お別れ会のパフォーマンスの

ひとつとして披露する事を提案 し、実際歌 うこと

になった。毎晩このようにインドネシア、または

ニア ,ア、の歌を教えてもらい一緒に歌い、その場の

雰囲気を共有 し、歌を歌えば歌 うほど家族の方や

近隣の人々と仲良くなっていくのを感 じた。した

がって、全く異なる言語を話す人々と、ことばで

意志疎通できなくても音楽で心を通 じ合わせる

ことができるのだと思った。もちろん、相手の言

語を話 し、聞いて理解できることに越 したことは

ないが。

5.異文化理解に繋がる音楽交流の重要性

また、異文化での音楽交流において、相互に音

楽を紹介 し合 うことでお互いの文化を知る事も

でき、異文化理解につながる。私はイン ドネシア

の歌を聞いただけでなく、自国の音楽を紹介する

こともできた。 日本でもアジアでも有名な SMAP

の『世界に一つだけの花』を歌い、ローマ宇表記

で歌詞をノー トに書いてプレゼン トした。それを

もらつた家族の一人の妹は大変喜び、頻繁に歌っ

ていた。この時、日本の音楽を紹介できたし、そ

れで喜ばす事ができたことに私は音楽の素晴 ら

しさに気づいた。また、家族に教えてもらつたイ

ンドネシアの歌にクリスマスノングの『 ジングル

ベル』の替え歌バージョン『 リノガエ』という歌

がある。これは、お母さんが料理を作る手順を説

明した歌で、歌詞の最後に『アジノモ ト』とい う

ことばが出てくる。後で調べて分かった事だが、

以前イン ドネシアで味の素を販売 した時に、イス

ラム教では豚を食べることは禁止 されているに

も関わらず、味の素の成分の中に豚の成分が含ま

れていることが明らかにな り大きな問題 となつ

たそ うだ。よつて、私はこの歌からインドネシア

の宗教・文化・歴史などにも興味を持つようにな

った。そして、これが異文化理解に繋がる大切な

ことだと気づくことにもなつた。

6.終わりに

以上に述べたように、インドネシア・ニアス島
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での活動やホームステイでの音楽交流を通 して

音楽の持つ人と人の心をつなぐ力、そしてその音

楽がニアスに住む人々にとって生活に密接 した

貴重で素晴 らしい文化のひとつである事を学ん

だ。この異文化間での音楽交流というのを国際協

力活動や、また日本の教育や社会活動などの様々

な場面で行っていけばより良い国際社会になっ

ていくのではないかと感 じた。

たくさんの人に支えられて

逸崎あずさ32

はじめに

海外の色んな国の色んなものオご自分の目で見

て、視野を広げたいという理由からこの「国際参

加プロジェク ト」に参加 した。私は今までに、文

化実習やあるボランティアなどを通 じて海外に

32国
際文化学部ヨーロッパ・アメリカ学科

英米語コース 4年生

出向く機会に度々恵まれ、また渡航先では普通に

生活する際に何か不 自由だと感 じることはほと

んどなかつた。しかし、普段当たり前だと思つて

いるその当た り前がいかに大切であるか気づか

せてくれたのが、このプロジェク トだった。

I.辛かった事前研修を乗 り越えて

就職活動や教育実習などの私情 と並行 させなが

らの約 2ヶ 月間の事前研修は、本当にあっという

間に終わってしまった。現地インドネシアでの活

動に向けて事前準備を重ねる内に、当初抱いてい

た意欲が不安へと変わっていった。就職活動もな

かなか思い通 りに進まず、そこへ 3週 間の教育実

習が重なり、私にとつて本当に辛い時期だった。

プロジェク トに参加する前からわかつていたも

のとはいえ、事前準備を他のメンバーに任せきり

で実習に徹するということは容易ではなかった。

しかし、実習期間中は実習のことにだけ集中する

よう努め、実習を終えプロジェク トに帰つてくる

と、やらなければいけない準備はすべて終了して

いた。これだけの準備をするのにどれだけの時間

を費やしてくれたのだろう。理由はあつたにせよ、

肝心な準備も出来ず、このままプロジェク トを続

行 していいのだろうかと罪悪感に駆られた。しか

し、プロジェク トの仲間はそんな内心戸惑つてい

た私を笑顔で迎えてくれた。「おかえリー !」 み

んなのその一言に救われた。あらためて今一度、

立ち止まってみて自分と向き合った。今自分が置

かれた状況から逃げず、このプロジェク トを続け

ること、たつたそれだけのことと思われるかもし

れないが、それが今の私に与えられた試練なのか
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もしれないと思つた。そしてなによりも、ここに

は支えてくれる仲間がいると感 じた。当初抱いて

いたプロジェク トに対する想いを甦 らせ決意を

新たにした。

Ⅱ.い ざ、ニアスヘ

そして、いよいよ本番の時がやってきた。イン

ドネシアのニアス島とい う全 く見知 らぬ土地に

降り立ったときはやはり不安で仕方なかった。ニ

アスに向かう小型機の中からも、一目瞭然だった

が、目に入つてくるのは青々と茂る森林だった。

本当にここで私たちは生活 していくのかと、一瞬

疑ってしまうほど、家などの目立った建築物は目

に止まらなかつた。空港から車で小学校に向かい、

そこでモアウォ小学校の先生方やホス トファミ

リーと対面し、挨拶を交わした。その時の私は、

おそらく不安でいっぱいの面持ちだっただろう。

そんなことにも関わらず、ホス トマザーはあたた

かく笑顔で迎えてくれた。家に帰るとホス トファ

ザーを始め、9人 もの幼い子どもたちが待ってい

てくれたが、とにかく子どもの多さには驚かされ

た。その後もその日は驚きの連続だった。今まで

海外で困る事と言ったら、もちろん言語が通じな

いということぐらいだつたが、インドネシアとい

う国は、食や生活の文化は私が想像 していた以上

に違ったからだ。カルチャーショックとはこうい

うことを言 うのかもしれないと思つた。食事やお

風呂、洗濯など日本でなら難なくこなしていたこ

とも、イン ドネシアでは何もかもが一苦労だった。

私が 日本 とい う豊かな環境で生活をしているこ

とが、当たり前ではなく本当にありがたいことな

のだということに、身をもつて気づくことが出来

た。言葉も上手く通じない、生活にも思 うように

‖貫れることが出来ないそのような状況で、私が困

っていると、家族のみんなは一生懸命理解 しよう

としてくれた。会話帳を使ったり、紙に書いて説

明したり根気強く付き合ってくれたのだ。

プロジェクト最終 日、まさかのタイミングで体

調を崩してしまった私は、ホテル泊をせざるを得

なくなってしまった。その国家族のみんなは、私

を送 り出すためにご馳走を準備 してもてなそ う

としてくれていた。今度は自分がみんなを支える

んだと強く決心していた自分が情けなかつた。そ

れに覆いかぶさるように、家族のみんなやメンバ

ーのみんなに申し訳ない気持ちでいつぱいだっ

た。私 と家族との別れは、みんなよリー 日早く、

急に訪れた。急速、北スマ トラ大学の学生に翻訳

を頼み、家族に手紙を渡 した。伝えたかったこと

はいっぱいあったのに悔しかった。そんな状況で

も、自分たちのことよりも私のことを気遣ってく

れる、そんな家族みんなの温かさがあの時は特に

身におみて涙が止まらなかった。

このプロジェク トのことは、友人から聞いたこ

とがあったので 1回生の頃から知っていたが、こ

の大学生活最後の年に参力日させてもらえたこと

を本当にありがたかつたと今もなお感 じている。

このプロジェク トで得たものはと聞かれると、一

言ではなかなか言い表せない。実際私は、ニアス

の人々のため、メンバーのために本当に有効に力

を注げたのかはわからない。しかし、来春からひ

とりの社会人として社会で働く私にとつて、今回

のプロジェク トでイン ドネシアの人たちから教

わったこと、イン ドネシアで見たもの、感 じたこ

とがさらに大きな糧になるように、努めていきた

い。

最後にこのプロジェク トに参加す るにあたつ

てお世話になった先生方、学生スタンフのみんな

に感謝 しています。ありがとうございました。

感謝するとい うこと

斉藤貴子33

今回この「国際参加プロジェク ト」に参加 させ

て頂き本学の建学の精神にもとづく「他者への献

身」と私の中でのセルフモチベーション「One fOr

all,All for one」 という言葉の意味通 り、みん

なで互いに助け合い成 し遂げる事の素晴 らしさ
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を身につけることが出来た。見て聞いて学んで沢

山のことをインドネシアで吸収してきた。大げさ

かもしれないが、このメンバーでないと私はここ

まで身も心にも残るものにはなつていなかった

と思 う。今、考えると何かの縁と縁が結び付きお

世話になった先生方や今回のメンバーに出会え

てプロジェク トを成 し遂げることができた事ヘ

感謝する。

私は大学生活の途中で今まで 21年間続けて

きた水泳を辞め、在学している意味があやふやに

なりながら登校 していた。休学していたため同学

年の友達たちはみんな卒業 し知 り合いもほとん

どいない状態で、出席 口数のため 2時間弱かけ通

学し、完全に私は大学から心を閉ざしていた。こ

んなネガティブな自分が嫌だった。

4年次生になリオリエンテーションでの 1枚の

紙が私と「国際参カロプロジェク ト」を引き付けた。

ここで私はとてもプラスのパワーを持つている

人たちに出会 うことができた。名前も顔もほとん

ど知らない約 20人の天大生が集まった。このプ

ロジェク トヘの考えも想いも個々に違っていた

が、私にはみんなが凄く魅力的な個性を持った人

たちに見えていた。なぜならばまずはこのプロジ

ェク トのメンバーに選ばれたからだ。すなわちみ

んなそれぞれ運がついている人間なのだ。私は謙

虚という言葉が今まで人に合わせて、本当は何を

考えているのか理解できないし苦手だつた。だが、

プロジェク トを参加 してから私なりの謙虚 とい

う言葉の意味は人に感謝することで、きちんと人

に対 して愛をもつて対応できることではないか

と考えが変わっていつた。参力日したくてもできな

かった学生もいたのだから参力日できて当た り前

と思ってはいけない。私はこの魅力的な人たちが

約 20人 も集まってプロジェク トを成功すること

ができたならば…と考えるだけでワクワクして

いた。だからこの幸せなプラスのパワーを事前活

動でもっともつと大きくしインドネシアヘも、と

日々前進 し続けた。

ニアス島を含め、インドネシアでの生活は初め

てのことばかりで、てんやわんやな毎 日だつた。

痛いくらいの日差 しがとても気持ちよくダイ レ

ク トに体に染み込んだ。その日差 しを受けて育っ

た子供たちの笑顔は今にもとろけだしそ うだつ

た。スケジュールは決まっていたもののすべてが

行き当た りばつた りで私たちは留まることしら

ず前進 し続けた。日本では味わうことができない

とイン ドネシアを五感で感 じたときプロジェク

トに参加 させてくれた両親の顔が自然にでてき

たことを覚えている。記1臆 というものは消えてし

まわないが薄れてしまうものだ。だが、インドネ

シアでの生活は薄れることさえも許 しがたい。こ

80



のニアス島でのホームステイ期間中、メンバー全

員それぞれが笑顔にならなかつた 日はないと思

う。その笑顔は決して作った笑顔ではなく本当の

自然に出た笑顔であっただろう。これはきつとニ

アス島の子供たちが引き出してくれた最高のプ

レゼントだと私は気付いた。あれほど毎日ニアス

島の人たちと向き合 うことしかない生活がもう

ないと思えば寂しい気持ちになるが、それを超え

る何倍 もの私たちを受け入れてくれた現地の人

たちへの感謝 とい う気持ちが自然にでてくるの

ではないかと思 う。

上手 く言葉が通 じないときや慣れない生活が

続き体調を崩してしまうメンバーもいた。私もそ

のうちの 1人だつた。体調不良の学生の周 りには

いつも椋野先生 と心配する仲間たちが付いてい

た。モアウォ小学校での地震の仕組みと避難方法

の紙芝居は現地の大学生を通 さないと子供たち

に上手く伝わらない事が何回か続いた。インドネ

シアにはそれぞれの地域に母国語に近い言葉が

あり、小学生低学年ごろまでは現地でよく使われ

ているニアス語 しか理解できない状態だった。私

たちはこのことを現地に行 くまで知 らなかつた。

これは私たちの勉強不足であり失敗であるのだ

ろうか ?確かにもつとニアス島について勉強 し

ていれば上手くニアス語で伝えることが出来た

かもしれない。しかし、後の祭 りであって私は失

敗だと思わない。なぜなら私は今まで自分のした

いことを自分で選び進んできた。もちろん成功も

失敗もあつたが、どんなに悪い状況にあつたとし

ても真正面から向き合つて受け入れる。だから私

は失敗や挫折だとは思わない。紙芝居では、地震

の仕組み と避難方法を日本の小学生低学年に日

本語で教える場合でも 5害1の 子供たちが理解で

きているかどうかという状況だつた。そのような

状況で聞き慣れないイン ドネシア語での紙芝居

はやはり現地の子供たちの理解を得ることがは

じめはできなかった。そこで私たち紙芝居ン)工はこ

の現状を受け入れ、現地の大学生からの援助や仕

組みについての説の訂正を行 うことにより子供

たちの反応が理解できている方向へ と変わって

いつた。これはきつとニアス島の子供たちと向き

合 うチャンスだったのであろう。チャンスをくれ

た子供たちにありがとうと伝えたい。

私が考える人が輝ける 1番の方法とは “ありが

とう"をたくさん発声することだと思 う。三アス

島の人たちは私たち日本人を見かけると時と場

合など関係なく「アリガ トウ !」 とに叫んでいた。

“ありがとう"の意味を理解 して口にしているの

かは分からないが、この言葉を聞いて不愉快にな

る人はさぞかしいないであろう。そんな素敵な場

面に毎日数え切れないほど出くわした。人は感謝

した分だけ成長すると考えている。だから私は人

の良いところを見つけたらすぐに伝える。“あり

がとう"は人だけではなく感謝の気持ちがあれば

すぐに “ありがとう"を 国にする。それを行つて

いるとこんなに魅力的で素晴 らしい人たちと引

き付けられた。水泳と離れてからこのプロジェク

トに出会 うまで学生とい う名のフリーターで大

学生活に誇 りを持てないでいたが私は今、胸を張

って大学生活が充実 していると語ることができ

る。このプロジェク トで素晴らしい縁に巡 り合い

ながら感謝するという気持ちを学んだ。いつの間

にかネガティブな私の心は消え、元のポジティブ

な私に戻つていた。やっぱりみんなに、ありがと

う。

「絵本・ハルばあちやんの手」

教育者 として

どのように読み聞かせするか

阪本 健太郎
34

概要 :ハルばあちゃんの手を通 じて、生きてきた

人生を伝える。そのあと、実際に祖父や祖母と

話をするきつかけとする。体験談などを聞くこ

とも子供たちの成長にもつながる。

31文
学部歴史文化学科歴史学専攻 4年生
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1、 ハルばあちゃんの手のあらすじ

「海辺近くの小さな村に生まれたハル。みなが

その手を見て、すごくきれいな手でうらやましが

った。すごく器用な手で、折 り紙やあやとりなど

手を使 うことなら誰にもまけなかった。中でも村

の祭 りで踊ることが一番好きだった。それから、

大人になり、結婚 し、子供も生まれ、ケーキ屋も

営んだ。その後、子供も大きくなり、おじいさん

も病気で亡くなり、故郷の村に帰る。」このよう

に、ハルが生まれてから年をとるまでの人生を描

いた物語である。

2、 絵本をどのように工夫 した ら上手く読み間

かせ られるのか

この「ハルばあちゃんの手」という絵本は、小学

校低学年を対象に読み聞かせを行つた。前で述べ

たように、ハルばあちゃんの手をそのまま読んで

しまうと、物語を読み聞かせているだけになる。

これだけでは、小学校低学年にも難 しい内容なの

で、上手く伝わらない。それでは、どのように工

夫することが必要なのだろうか。ここでは、読み

聞かせをする上で、工夫する点、実際に現地 (イ

ン ドネシア)で行った方法について、紹介したい。

まずは、声の強弱などはもちろん、会話の部分

に関しては、特にそのときの物語の流れや状況を

想像 しながら感情を込めて読む。また、その物語

の中で一番伝えたいことは何かとい うことを理

解する。そして、原稿を見すぎず暗記して、わか

りにくい箇所を見ながら読む。子 どもたちの目を

見ながら心に訴えかけることで、文字の裏側に隠

された筆者の伝えたい思いなどが伝わる。言葉を

ただ、読むだけでは、伝わらりにくいことも思い

や感情を込めるだけで、伝わり方は変わつてくる

と考えた。絵本の読み聞かせなので、絵を見なが

ら、指差しもする。そ うすることで、物語の流れ

についていける。

現地活動初 日は、ただ、絵本の読み聞かせをし

ていただけで、情操教育の一環としての読み聞か

せではなかった。それは、日本語の絵本をインド

ネシア語に訳 してもらい、その原稿をもとに、イ

ンドネシアの子どもたちの前で、読んでいただけ

だつた。これでは、読み手が日本人なだけで、自

分たちがわざわざ読むということが、本当に必要

なのかと感 じた。そのようなマイナスな考えが、

子どもたちの反応にも出ていた。しかし、その日

の活動が終わるごとに、ミーティングを行い、反

省 J点 を挙げ、改善′点も一緒に考えた。そこで、「ハ

ルばあちやんの手」という絵本では、導入、展開、

まとめ、とい う授業を行 うような流れを作 り、取

り組むことにした。その結果、日を重ねるごとに

子どもたちの反応も変化 し、絵本を集中して聞く

ようになった。導入、展開、まとめのような授業

のような流れが、子どもたちの今後に繋がる読み
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聞かせへ となった。

3、  おわり1こ

自分の全く知らない言語で、絵本の読み聞かせ

をすることがすごく困難なことだと感 じた。他の

言語で読み聞かせをする前に、日本語で、絵本の

読み聞かせを上手くできるような努力が必要だ

と感 じた。読み聞かせの練習にあてる時間が少な

かつたことが、今回の反省点である。

今回の活動を通 して、絵本の読み聞かせは子ども

たちの成長に欠かせない必要なことだと感 じた。

それは、ただの読み聞かせではなく、情操教育だ

からである。絵本の読み聞かせを通じて、子ども

たちの心に何か残 したい、また、その種にいつ芽

がでるかが、わからないが、その種が子どもたち

の将来に役立つだろうと感 じた。教育というもの

は、人に、教えるだけでなく、自分にも言い聞か

せることができる。他人だけでなく、自分も大き

く成長できるものだと考えた。この活動で、初心

に戻ることができ、自分をもう一度見つめ直すい

い機会となつた。ここで実践 したことを今後に繋

げていけるよう、しつかり心に留めたい。

絵本読み聞かせの工夫点

橋本郁弥35

はじめに

第 11回 「国際参カロプロジェク ト」では絵本の

読み聞かせをした。筆者は読み聞かせは「事前準

備」が大変重要であると考える。本レポー トでは

絵本の読み聞かせの工夫点 と気をつけるべきポ

イン トをまとめた。

今回の活動目的は外国語教育・防災教育・情操

教育の三′点、その中の情操教育を目的とした絵本

読み間かせを私は担当した。

絵本の名前は「となりのまじょのマジョンナさ

ん」図はこの本のあらすじである。

【図 :絵本のあらすじ】

マジョンナさん一緒に

いると、いつも楽しいこ

とばかり。次第に仲良く

なる。

子どもたちのとな りの

家に魔女のマジョンナ

さんが引つ越してくる。

大人は魔女と知るなり

怒鳴り込んでくる。マ

ジ ョンナ さんは怒 っ

て、魔法で王子と女王

に変える。

子どもたちから魔法を
かけてと頼まれるが、
「そのままのあなた
が、なによりいちばん

すばらしいのよ。」と伝
える。

35国
際文化学部アジア学科中国語コース 4年生
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この本のメッセージとは最後の「そのままのあ

なたが、何よリー番すばらしいのよJと いう一言

に込められている。ここには魔女とも知 りながら

も仲を深めてくれた子 どもたちの心は大切であ

る。そのまま純粋な心をもつて成長 して欲 しいと

い う意味を表 したいと感 じた。そこで私はこの文

を伝えるために行った工夫点を中心にレポー ト

を書いていく。

それでは初めに工夫点についてまとめる。

【読み聞かせの工夫点】

・絵本を聞いているとき、子ど

もたちに目線を合わせ、絵本が

見やすいかどうかの確認

目線を合わせる

・担当絵本以外の時に行い児童

観察

学生は児童 を囲む

ように座る

・“絵本"を聞くという雰囲気を

作る

聞 く時は自分が一

番真剣に聞く

・同じ体勢で聞いている児童の

休憩
運動させる

キ

絵本に注意を向ける指をさす

・興味を引く。絵本の内容につ

いての予備知識を与える

導入で「魔女」につ

いての質問

・最後尾・右端・左端にも見や

すく
持ち方

本に集中しているかを確認目くばせ

・子ども達に絵本に参加 しても

ら つ

みんなでセ リフを

読む

・絵本の特徴、登場人物の特徴

を出す
抑揚をつける

・カタカナより正確な発音を覚

える

イ ン ドネシア語で

覚える

目的・効果など工夫点

それでは上記の工夫点を 3つ のグループに分

けてみる。グループ化 してわかった事は現地に行

ネ
絵本は 4冊 1チームで行われた。運動は 2冊 目を読み終

わつた時に行った

つてから出来る事の方が圧倒的に多いというこ

とだ。かといって 「事前準備Jを怠っていたかと

いうわけではない。ここからは「事前準備Jの工

夫点についてコメン トをしていく。他のグループ

に比べて工夫点の数が少ない理由は費やす時間

が非常に多いとい うことである。インドネシア語

を学習 したことがなかつたために山本春樹先生

や留学生を交えての発音練習や、インドネシア人

の絵本読み聞かせ音源のシャ ドー ウィングに取

り組んだ。結果的に現地活動から半年たった今で

も思い起こせるほどにまで身についた。

【工夫点の分類】

・持ち方

・導入で魔女に

ついての質問

・目線を合わせ

る

・聞く時は自分

が一番 真剣 に

聞く

・学生は児童を

囲む よ うに座

る

・指をさす

・運動させる

・みんなで呪文

(セ リフ)を読

む

目くばせ

・インドネシア

語で覚える

・抑揚をつける

読み聞かせの

環境づ くり

子どもの

集中力向上
事前準備

「子どもの集中力向上Jについては読み F耳日かせ

をする度に思いついたものがほとんどであった。

一番効果的であったのは「みんなで呪文を読む」

という項目であり、アブラカタブラと唱えたのだ

が、イン ドネシアの子ども達にとっても馴染ある

呪文だつたため親近感があったのではないだろ

うか。「目くばせ」は自分に余裕がなくては難 し

い。ゆえに、初めから行お うとすると自身の呼ん

でいる場所が分からなくなるので逆効果だ①

最後に「読み聞かせの環境づくり」について述

べていく。一番有効だと感 じたのは「導入で魔女

についての質問」だ。ここで子ども達との距離を

縮めると、先に述べた呪文など一緒に唱えやすい

84



環境で絵本を読み進めることができた。その他に

ついては正直、効果があつたのか分かりにくかつ

た。

こうして振 り返つてみると、絵本の読み聞かせ

は奥が深いことが分かる。特に今回は外国語で行

うとい うこともあつて一朝一夕で完成 させ られ

るものではない。ゆえに出発前の準備が重要にな

つてくるのだが、私の考えが及ばず現地で気づか

されることの方が多かつた。これは反省点といえ

る。回避するためには日本で本番同様の読み聞か

せ練習を重ねることが重要だと考える。

今後の「国際参カロプロジェク ト」で絵本読み聞

かせ活動に取り組む学生がいたのならば、事前準

備の努力次第で現地活動の成果が問われること

を頭に入れて取 り組んでほしい。

日本のこどもたちに

伝えたいこと

原田 亜紗美
36

概要  「国際参カロプロジェク ト」で学んだ「笑顔」

と「ありがとう」の大切さを通して、日本

の子どもたちの 「生きる力」を育む。

私は、第 11回 「国際参加プロジェク ト」を通

して、日本の子どもたちに伝えたいことがありま

す。それは、「笑顔Jと 「ありがとう」の大切 さ

です。

このプロジェク トの参加動機は、教員を目指す

中で何かステップアップしたい、という思いでし

た。事前研修を重ね、ひとつのことを体験したい

と思 うようになりました。それは、インドネシア

の人々と笑顔で心をつなげることです。

3回生のとき、教職課程で自立支援センターヘ

実習に行きました。言葉を上手く話せない入所者

の方々とのコミュニケーシ ョンに戸惑いを感 じ

ているとき、ある先生に、コミュニケーションは

会話だけでなく、表情 。アイコンタク ト・ボディ

ランゲージ・ うなずきなど、たくさんあることを

教えていただきました。その中で、もつとも大切

だと感 じたのが笑顔でした。何も話さなくても笑

顔で隣にいるだけで関係を築くことができまし

た。その笑顔はインドネシアでも心をつなげてく

れるのか、ということに興味を抱き、活動を行い

ました。

活動中に心掛けたのは、笑顔でコミュニケーシ

ョンをとることです。ホームステイの家族とはも

二

・

と

／

誓

虫

も

t  r

.■,
■ヽ デ11

36体
育学部体育学科スポーツ学コース4年生
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ちろん、道で出会 うニアスの方々に笑顔で挨拶を

することや、紙芝居中に自分の台詞のときもそ う

でないときも、笑顔で子どもたちと目を合わせる

ことです。そしてニアスの人々は、私があげた笑

顔よりも何倍もの笑顔を返 してくれました。その

ときに私は心のつながりを感 じました。世界共通

語は英語ですが、私が経験 した共通語は笑顔です。

言葉だけで感 じることのできないつなが りを経

験できたことを、日本の子どもたちにも感 じてほ

しいです。

そして、もうひとつ伝えたいことは「ありがと

う」の大切さです。文部科学省の学習指導要領に

「生きる力」とい う言葉があります。それは、基

礎的・基本的な知識・技能の習得であったり、思

考力・判断力・表現力等の育成、学習意欲の向上

を示 します。私はそれに、感謝の気持ち付け加え

たいです。活動中、私たちをいつも支えてくださ

った先生方、北スマ トラ大学 日本語学科の学生、

最高の仲間たち、OB・ OGの方々、モアウォ小学校

の先生方、子どもたち、ホームステイを受け入れ

てくださった家族の皆さん、そして、日本で心配

しながらも応援 してくれた家族や友達。普段、当

た り前の存在 と感 じていた人が支えてくれてい

るからこそ、今の私があると実感でき、自然と感

謝の気持ちが湧いてきました。周 りの環境や人の

大切 さに気付き、感謝の気持ちを持つことが「生

きる力」だと考えています。

また、普段の環境や人から離れることで、初め

て日本の裕福さに気付くこ≧ができました。ニア

スでは生水が飲めない、ごみの処理ができない、

洗濯機やクーラーがない。日本の当たり前が通用

しないことがたくさんありました。しかし日本の

ように、家に洗濯機やクーラー、パソコンがある

からといって幸せ、ということではありません。

このプロジェク トをきつかけに、裕福≠幸せ、と

い うことにも気付けたことが活動後の教育実習

でありました。

現地活動を終え、9月 に母校の中学へ教育実習

に行きました。日本の子どもたちにも、インドネ

シアの子 どもたちに負けないくらいの笑顔を見

せてもらいました。しかし、授業や掃除が始まる

と「めんどくさい」「だるいJと いう言葉がいろ

んなところから聞こえ、表情も曇つていました。

そのときに、日本は幸せだと感 じていたけれど、

それは貧富の面だけで判断していたことで、心の

豊かさではニアスの人々の方が幸せだった、と感

じました。

教育実習中、学校の先生方に「国際参加プロジ

ェク ト」の話をしたところ興味を持つていただき、

100人の中学生の前で話をしました。正直、中学

生に今の環境のありがたさは、別の環境を経験 し

ないと分からないと思います。だからといって、

この活動を「インドネシアに行ってよかった」で

終わるのではなく、伝えていかなければならない

と思います。それが活動のホップ・ステップ 。ジ

ャンプにつながるのではないかと考えます。

「ありがとう」はイン ドネシア語で 「Terima

kasih」 といいます。「TerimaJが 「受け取るJで
「Kasih」 が 「愛」です。インドネシアの人々は

愛を受け取った証拠を感謝の気持ちに表現 して

います。たくさんの愛に囲まれて人は成長 してい

ることに気付くことができた言葉です。日本人に

は少し照れくさい言葉ですが、愛をこめて「あり

がとう」と素直に伝えることができる人こそ、幸

せな人なのではないでしょうか。

私は4月 から中学の教師になります。これから

出会っていく子 どもたちに心の豊かさの幸せを

感 じてほしいです。そのために、この「国際参加

プロジェク ト」で学んだ「笑顔」で「ありがとう」

の大切さを伝え、感訪すの気持ちがあふれる子ども

たちを育てていきたいと考えています。

『変化』と『継続』の国際協力

渡部京介37

はじめに

私は以前から「国際協力」には興味があったの

3,国
際文化学部ヨーロッパ・ァメリカ学科

英米語コース 4年生
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だが、それがどういうものなのかはよく分からず

にいた。そんななかで、今回のプロジェク トに参

力日して感じた事がある。それは、国際協力におけ

る「継続」と「変化」の大切さである。

何もできない私にできること

私がこのプロジェク トヘの参加を志望 した理

由は 「国際協力を知 りたい」とい うものだった。

以前から「国際協力」には興味があり、何 らかの

形では関わつてみたいと考えていたが、「国際協

力」とは何なのかということについてもよく分か

っていなかった。「誰かのために生きてみたい」

「人の役に立ちたい」とい う志は持つていても、

何ができるわけでもなかった。やるべき事や、や

りたい事はいくらでもあるのに、できる事はとい

えば、無いに等 しかった。科学技術もなく、医学

や農学のような知識もない。いつてしまえば、良

心や善意といったものしかなくても、できること

はあるのかと考えたとき、わずかの資金援助くら

いだろうかとも考えられた。そんなときに「国際

参カロプロジェク ト」の存在を知 り、これによつて

何かがノ刀`かるかもしれなヤヽと思ヤヽ、飛びつくよう

に参加を志望した。

『活動』か『資金援助』か

活動の内容としては、インドネシア語の紙芝居

や絵本を使っての「防災教育」「外国語教育」「情

操教育」だったのだが、活ヨカ前の私の中にはまだ

「自分にできるのだろうか」とい う不安があった。

私の話すカタコ トのイン ドネシア語なんかより、

現地の人の自然なイン ドネシア語で聞かせたほ

うがいいだろうとも思えて、「多額の活動資金を

使って、自分たちが行 くことが本当に効果的な国

際協力なのだろうか」と考えた。今回の活動に際

しては、参力日者の自己負担金としての 10万円に

加えて、大学や後援会からの多大な支援があって

成 り立っている。それ らの資金を援助として送る

ことと、そこまでしてでも自分たちが現地で活動

をすること、どちらがいいのだろうかと考えてい

た。

そして活動を終えた私は、後者の 「自分たちが

現地で活動」してよかったと確信していた。活動

を終えた後の充実感などがそ う思わせたのかも
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しれないが、今になって冷静に考えても、その確

信は揺るがない。援助する側 と援助される側で区

切ることも、できればしたくはないが、資金援助

よりも、実際に活動をするほうが、援助する狽1の

満足感が得られるというだけではなく、援助され

る側にとっても、資金援助では得られない効果を

現地での活動によって得られると感 じた。たとえ、

知識や技術もない私のような人間であつたとし

てもだ。

『満足感』が『継続』を生む

まず 「援助する狽1の満足感」だが、これに関し

ては、資金援助よりも実際に活動するほうが満足

感を得られるように思 う。あくまで個人的な規模

と感覚なので、どれほどの共感が得られるかはわ

からないが、少なくとも私はそう感 じた。そして

この 「援助する側の満足感」は、決 してエゴでも

なく、独 りよがりな自己満足と呼ばれるべきもの

ではないと私は考える。国際協力という舞台にお

いてこの「満足感」はとても大きな意味を持って

いると思 う。それは、「満足感」や 「喜びJがな

くては 「継続」は生まれにくいからである。新 し

い試みは、時に単なるイベン トに終わってしまう

ことがある。私たちの今回の活動も、ニアス島の

方々からすると「日本人がきた」という珍しさや

新鮮 さゆえに、単なるイベン トでしかなかったの

かもしれない。しかしそれを、単なる思い出で終

わらせるのではなく、知識として、更には習慣や

文化 として浸透 させ根付かせることができるの

イま「継続」ではないだろうか。実際、このプロジ

ェク トも今回だけのものではなく、いままでにも

同様の活動を継続 してきて、ようやく今回で締め

くくったのだ。

『変化』による『問題解決』

では「資金援助では得られない効果を現地での

活動によって得られる」とはどういうことか。そ

の効果とは「変化Jだ と私は考える。かならずし

も言いきることはできないが、資金援助だけでは、

現状の維持はできても、問題の解決はできにくい

のではないだろうか。それこそ、継続して資金援

助を行えるのであればそれも一つの解決策なの

かもしれないが、問題解決には何かしらの変化が

必要だと私は考える。それはたとえば仕組みや制

度であり、文化や生活習‖貫であるのかもしれない。

そ ういった意味では、今回の活動を終えた後に、

イン ドネシアを専門とされている引率の山本春

樹先生が「ニアスには今まで読み聞かせという文

化がなかったので、今回の活動によつて、どう読

み聞かせを行えばいいのか、子どもたちはどんな

ところに興味をもつのかが先生たちにもはじめ

て分かって、これからは自分たちでも絵本を読み

聞かせるようになり、子どもたち自身も絵本を読

むようになると思います」と言つていただいたの

だが、まさに文化に変化を加えたと言えるのかも

しれない。

『変化』と『糸睦続』の国際協力

実際に参加 してみなければ分からないとまで

は言えないが、私の場合は、国際協力というもの

に実際に参力日して初めて分かったことがいくつ

もあつた。自分の中の疑問に対しても、いまの自

分としての答えはもてたように思 う。国際協力に

ついて自分はどう考えるのかということを、実際

に参加 した上での意見としてもてたとい うのは

大きな財産である。国際協力は「継続J可能な活

動である事が大切なのではないか、問題の解決に

は仕組みや習慣の「変化」が時として必要なので

はないか、そして 「変化Jを加えるには人間の手

が必要なのではないかということを、私は今回の

活動に参加させて頂いて感 じた。
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【モアウォ小学校への貝曽呈品一覧】

第 11回「国際家加プロジ■クトJで使用した紙芝居 2つ、絵本 4冊の他、以下の貝曽塁品を 8月 10

日のお男けれ会で貝曽塁した。

【絵本 :読み F耳月かせ用 4冊、その他 10冊、合計 14冊】

1 山中恒作、本下晋絵『ハルばあちやんの手』福音館書店、2o03年。

2 ジーン・ジオン作、マーガレーット・ブロイ・グレアム1絵、わたなぺしげ|お訳

『
―どろんこハジー』福音館書店、1967年。

3 ノーマン‐ブノンドウエル作、長野セデ子絵くながつきるり訳

『となりのまじょのマジーョンナさん』借成社、2001年。

4 =リ ンク・力‐ル作。絵、もりひさし訳『ちいさなくも』僣成伝 1996年。

5 エリナー・コアイ符、エド・ヤン|グ絵、こだま ともこ訳

『つる一チダ‐の願い』日本図書センター、2005年。

6 ジャン・ジォノ作、フレデ
'ン

タ●バンタ絵、寺岡襄訳

F木を植えた男―』あすなる書房、1989年。

7 松居直作、赤羽未吉絵『ももたろう.』 福音籍書店、1965年。

3 エリザベス・ベレスフォード作、スー‐ザン・フィールド絵、せな,あ いと訳

『がんぼれ、ちびくじら―』評論社、2000年。

9 ″ミージェァ .リ ー・バートン作、むらおかはなこ訳

『いたずらきかんしゃ ちゅうちゅう.』 福音館書店、1961年も

10.谷川イ麦道太郎作、 吉村和敏写真『あさの絵本』アジネ館、2006年。

11 エリック・カール作、もりひさし訳『 うたがみえる、き.こ えるよ.』 僣成社、19981年ぅ

1.2 国崎信江作、目黒公郎監修、梅田岩緒絵

『じしんのえほん一こんなとき どうするの?』 ボプラ社、2006年。
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1 3 Koiilchii一 井 康二編『What's Derolin?一 A Story of Earthquake and Ъunami』

ウェイツ、 2005年。

14  Richard Platt and Stephen Biesty(1992),

`Stephen Biesty's lncュ :edible Cュ,oss‐ Sections' Alfred A.Knopi

※ 上記 1～ 12番までの日本語の絵本は全て山本春樹先生がインドネシア語に翻訳した。イン ドネシア

語の文書を学生が絵本に糊付けし、補強材でカバーして贈呈品にした。

【紙芝居 :2つ 】

1 『地震と津波とその避難方法』

2 『ブディ君の外国語の学びの旅』

※ 紙芝居は台本と絵の作成を参加学生が行った。台本は山本春樹先生がインドネシア語に翻訳され、

裏面に貼り付けた。強度を上げるためにラミネート加工を施してある。

【パソコン及びプリンター :各 1台】

パソコンの贈呈に当たり、購入資金に苦慮していたところ、天理大学自治会より体育祭での募金を寄

付 していただいた。不足金額は参力日学生及びスタッフが分担して負担 した。大学自治会のご協力にこの

場をかりて感謝の意を表 します。寄贈したパソコンを使ってモアウォ小学校の先生方にパソコン教室を

開きました。

大学自治会より体育祭での募金がモアウォ小学校

での教育支援活動のために寄付された
贈呈 したパソコンでモアウォ小学校の

先生にパソコン教室を開いた
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上
る
閣
人
の
志

に
は
絵
本
の
読
み
闘
か
せ
を
、

中
・
高
学
年
に
は
紙
芝
層
を
披

露
し
た
。

な
か
で
も
、
紙
芝
層
を
用
い

た
防
災
教
育
は
、
教
昌
た
ち
か

ら
好
評
を
得
て
い
る
。
ニ
ア
ス

島
で
は
、
子
供
向
け
の
防
災
教

育
を
実
施
し
て
い
る
散
青
機
関

が
ほ
と
ん
ど
な
い
な
か
、
同
校

で
は
、
天
理
大
の
継
続
的
な
取

り
組
み
に
よ
り
、
い
ま
で
は
定

期
的
に
防
移
罰
盤
電
ｃ実
施
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
も
、
教
員
か
ら
は

「天

理
大
学

の
学
生

た
ち
は

、
防
災

知
識
を
提
供
し

て
く
だ
さ
る
だ

け

で
な
く
、
投

災
し
た
予
供
た

ち
の
心
を
顧
や

し
て
く
れ
る
」

と
い
っ
た
幅
謝

の
声
が
寄
せ
ら

把

。

一
方
、
本
の
読
み
聞
か
せ
に

つ
い
て
も
、
大
き
な
反
響
が
あ

っ
た
。
天
理
大
教
員
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
内
容
を
伝
え

聞
い
た
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
に

あ
る
出
版
社

「デ
ィ
ア
ン
・
ラ

ヤ
ン
分
ど

が
、
子
供
向
け
の

登犀
箔
割
面
Ｗ
乞
筒
以
楔
へ
喜
晟
贈
一
γ
に

の
だ
。

同
社
出
版
局
長
の
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
さ
ん

（３５
歳
）
は

翻
露
｛
レ
た
小
学

校
を
授
助
し
た
い
と
い
う
、
学

生
た
ち
の
誡
来
な
胤
い
に
心
を

打
た
れ
た
。
チ≒
工
γ
に取
り
組

み
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
協
力
し
た

い
と
思
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

◇

活
動
中
、
学
生
た
ち
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
現
地

の
人
々
と
も
心
の
交
流
を
図
っ

た
。参

珈
者
の
一
人
、
渡
部
京
介

お
詢
（英
米
語
コ
ー
ス
４
年
・

神
旧
分
教
会
所
属
）
は

「真
の

意
味
で
の

『他
者
へ
の
献
轡
Ξ

を
実
践
す
る
に
は
、
現
地
の
人

た
ち
の
輪
に
積
極
的
に
入
る
と

と
も
に
、
自
ら
が
主
体
と
な
っ

て
気
持
ち
を
分
か
ち
合

，？
子
」

が
大
切
だ
と
郎
し
た
■
と
聴
想

浄
益
べ
た
。

住
原
セ
ン
タ
ー
長

（５３
歳
・

菊
水
分
教
会
教
人
）
は

「こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
多

脇
雄
離
釧
朧
籐

て
く
れ
た
。
今
回
も
、
学
生
た

ち
は
言
葉
や
価
値
団
型
琴
夢
０

人
々
と
ふ
れ
合
う
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
人
だ
す
け
の
あ
り
方
を
学

ん
だ
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し

た
。

◇

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
活
動
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
新
た
な
実
施
地
域
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

（朧
換
瑚
将
朝
勢
評
翫
剥
攪郷
髪
雑
（な雛
掘

る
第
■
回
「国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
一
う
ぼ
く
子
弟
１６
人
）
、
教
員
６
人
の
計

は
、
２
日
か
ら
１２
日
間
の
日
程
で
イ
ン
一
２５
人
が
参
加
し
た

″仕
切
り
の
プ
ロ
ジ

郵郎
平
謗
聴
鉗
糾
噺
応
ψ沙
弱
狂
製
疑
譜
噺

雖
ウ酔
脇
岡
鋼
Ψ
期
罐
鍵
揺
螺

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ィ
エ
ア
ス
島
訪
問

甚
大
な
鞍
書
を
受
け
た
モ
ア
ウ
・
の
活
動
に
区
切
り
を
付
け
る
こ

願
者
の
中
か
ら
、
面
接
で
理
考

さ
れ
た
学
生
１９
人
は
、
５
月
か

ら
事
前
研
修
を
重
ね
、
紙
芝
居

の
脚
本
案
を
練
っ
た
り
、
留
学

生
か
ら
発
音
指
導
を
受
け
た
り

し
て
、
綿
密
な
準
備
を
整
え
て

き
た
。

２
日
に
日
本
を
出
発
し
た
一

行
は
、
北
ス
マ

ト
ラ
州
に
あ
る

在
メ
ダ
ン
日
本

国
総
領
事
館
ヘ

婁

思

ど
を
経
て
、
４

日
に
ニ
ア
ス
島

へ
。８

日
間
の
滞

在
中
、
モ
ア
ウ

ォ
小
学
校
に
お

け
る
活
動
は
５

日
間
ｅ
学
生
た

ち
は
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、

鰹

否

一
蓼

」

し
て
、
低
学
年

蜘
‡

‐

学生たちは、紙芝居と
絵本の碗み間かせを通
して、現けしの子供たち
と交流した (9日 、モ

ウアォ小学校で)

ギターで日本の
歌の弾き語りを
する学生も
(5日、ホーム

ステイ先で)
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